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「──よし！　できました！」

　パソコンの前に座る小こ柄がらな少女が、両手を上げて喜んだ。

「ふふん。私だって、やればできるってコトです」

　彼女の目の前のディスプレイでは、小さなマスコットのようなものがテコテコと歩いていた。その姿はウサギのようだが二足歩行しており、耳は植物の葉っぱのようだった。

「……ねえ。聞こえますか？　『リーフ』！」

　少女はヘッドセットについたマイクで、マスコットに語りかける。するとパソコンの中のウサギが、なんと返事をした。

「──リーフ。ワタシ、の、ナマエ？」

「はい、そうです！　あなたはリーフ！」

「アナタ、は？」

「あっ。そうでした。私は二にの葉は……あなたの、生みの親です！」

　少女の名は平ひら田た二葉。彼女の言うとおり、この会話するマスコットは二葉自身がプログラミングしたものだ。

　音声認にん識しきで、きちんと受け答えのできる知能。かわいらしいデザイン。まだ中学生とは思えない、見事な完成度だった。

「これを見ればきっと、お兄ちゃんだってビックリするに決まってます」

　二葉はむふー、と息巻いた。

　彼女は決して、天才というわけではない。だがコツコツと勉強し、試ためして、失敗し、成功するまでまた試す。そういうのは人一倍得意だった。

　二葉の兄も、そのタイプだった。血筋なのかもしれない。兄である鋭えい一いちは、あるゲームが好きで努力し続けた結果、プロゲーマーになってしまったほどなのだ。

　今はその稼かせぎで一人暮らしを始めてしまったため一いつ緒しよに住んではいないが、いつか、そんな兄を何かで驚おどろかせるくらい凄すごい人になろうと思って頑がん張ばってきた。プログラミングも、そのひとつだ。

「じゃあ、さっそく……学習モードをＯＮにしてみましょう。あなたは、インターネットから単語を拾って、自分で覚えることができるんですよ！」

「オボ……エル？」

「そう！　たとえば、単語で検けん索さくして……あ、『プラネット』とかどうでしょう！　うーん。普ふ通つうの天文学のサイトも混ざりそうだから、『プラネット　ゲーム』とかかな？」

「プラネット　ゲーム。検索開始します」

「うん。頑張ってね！　私は……ふぁ。そろそろ寝ねますが、リーフは寝る必要ないですから。プログラムですからね」

「はい。では……オヤスミ、ナサイ」

「わぁ！　教える前にあいさつした。ふふ。これは楽しみですね。おやすみなさい」

　そして二葉はこの日、そのまま布ふ団とんに入った。




　それから、朝起きて……またびっくりした。




「あ……あれ!?」

　ディスプレイに、リーフの姿がないのだ。どこをクリックしても表示されない。

「ウソぉ……。せっかく成功したと思ったのに消えちゃうなんて。また何か間ま違ちがえちゃったのかなあ」

　二葉はがっかりした。確かに独学のプログラミングに失敗はつきものだ。今度こそは上う手まくいったと思っていたのだが……。

「──あれ？」

　そこで、二葉は気が付いた。

　そう。実際、リーフの「自己学習」プログラムは、ちゃんとできていたのだ。

　ただし、本人が思ってもいないほどの性能で。

「なんだろう、このファイル……。書き置き？」

　見慣れないテキストファイルをデスクトップに発見し、二葉はそれを開いた。

　そこには、こう書かれていたのだった。




『プラネットで　学習してきます　リーフ』




「…………？」

　二葉は首をかしげた。だが、その意味は──やがて、判明することになる。
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「──むー？」

「うわっ」

「──む！」

「おわっ」

　平ひら田た鋭えい一いちは苦戦していた。

　昼休み。学校。屋上に続く階段の踊おどり場……いつもの、二人の場所で。

　定番となりつつある食後のゲームタイムに、今日の鋭一が選んだのはシューティングだった。スマホの狭せまい画面を埋うめ尽つくすように降り注ぐ弾だん幕まくを、すいすいとスワイプしてくぐり抜ぬける。

　流石さすがはプロゲーマー、見事な指使い。そして弾幕を見切る動体視力と判断力。

　だが、そんな鋭一にもひとつ大きな誤算があった。

　それは……鋭一の肩かた越ごしに画面をのぞき込む少女、一いつ色しき葵あおいの存在である。

「──むっ！」

　鋭一の操あやつる自機が右に避よけるのに合わせて、右へ。

　自機が左へ避ければ、左へ。

　動くものを追いかける子こ猫ねこのように、葵はぴょこぴょこと左右へ動く。

「──むー！」

「う……おわあ!?」

　鋭一の背中に……その身体からだを密着させたまま！

　鋭一は気づいている。背中に感じる熱源が、二つであることに。

　その二つは。葵の心臓の手前についているそれは、今にも理性を奪うばい去りそうなくらい、やわらかくて……！

「あっ……しまっ！」

「む！」

　一いつ瞬しゆん意識が途と切ぎれ、自機が被ひ弾だんする。それに反応するように、葵はびくりと身を震ふるわせる。背中に感じるやわらかさも、もちろん同時に震える！

　これではゲームに集中しろというほうが無理だ。健全な男子高校生にとって、これほどのハンデがあるだろうか。

　そう──まさに今。平田鋭一は、苦戦していた！

　結局ボスまでは進めたものの、あっけなく鋭一はゲームオーバーとなってしまった。最高難度とはいえ、ステージクリアすらままならないとは。

「鋭一……負けちゃった。むずかしかった？」

「ああ。そりゃもう……めちゃくちゃ、難しかったよ」

　変わらず背中に密着したまま聞いてくる葵に、鋭一は額に手を当てて答えた。

　この葵が「彼女」となり、付き合いだしてしばらく経たつ。だいぶ慣れたつもりでいたが……彼女のこういう、無む邪じや気きで無意識な誘ゆう惑わくには未いまだに逆らえない鋭一であった。

　──と、その時。

「あ」

　葵がまず反応し、ぴくんと顔を上げた。きっと猫だったら耳がピンと立っていただろう。

　鋭一もすぐに気が付いた。




　足音。しかも、近づいてくる。




　ここは、二人の秘密の場所──みたいなものだ。常に人がいないので、安心して葵と過ごせていた。だから鋭一たちは毎日ここにいるし、このような無防備な体勢にもなる事もある。

　だが、もしこんな姿を他人に見られたら──？

　なんだか急に恥はずかしくなり、鋭一は慌あわてた。実際、学校で彼女とこんなに密着しているのは、ちょっと問題だ！

「あ、ああ葵、ちょっと離はなれ──」

　鋭一が言いかけたが、遅おそかった。人ひと影かげは既すでに彼らの目の前にまできていた。

「──へえ」

　人影が口を開いた。腕うで組ぐみをして、ちょっと不満そうに口を尖とがらせる。女子生徒だ。よく手入れされた栗くり色いろのツインテールの髪かみが揺ゆれる。

「教室にいないと思ったら。もしかして、いつもこんなトコにいたの？」

「──あかりちゃん！」

　葵が弾はずんだ声で、すぐに反応した。

　そう。彼らの前に現れたのは……天あま野のアカリ。

　ＶＲゲーム「プラネット」内で歌って踊るアイドルであり、戦いにおいても凄すご腕うでのゲーマー。先日の大会では、葵と決勝で激げき闘とうを演じた。

　その後、この学校に転校してきた彼女は、今や鋭一のクラスメイトでもある。

「げっ。よ……よく見つけたなあ。この場所、ナイショなのに……」

　うろたえる鋭一に、アカリは弱みを握にぎったぞ、とばかりにニヤリと笑う。

「ふふん。私、音には敏びん感かんだもの」

　そしてアカリは今度は、葵のほうへ身を乗り出した。

「でも……葵ちゃーん。黙だまってるなんてヒドくない？　私たち、親友のハズなのになー」

「む……むう。ごめん」

「あはは、いいよいいよ。そこは親友だからね、許しちゃう。イェイ」

「いぇい」

　ぱちん、と二人の少女は手を合わせる。いつのまに、随ずい分ぶんと軽いノリになったものだ。

　鋭一はどこか微笑ほほえましく感じ、思わず笑った。

　葵をからかうように話しかけるアカリだが、以前のツンツン気味だった態度と違ちがい、そこにはちゃんと親愛の情が感じられる。

　互たがいの可愛かわいさに惹ひかれ合い、そして直接拳こぶしで会話もしたこの二人は、アカリの言う通り、もはや親友となっていた。葵だけでなく、アカリ自身も……少し、嬉うれしそうに見える。

「ちぇ……これじゃ、邪じや魔ますんな、とも言えないなあ」

「あれ？　鋭一、もしかして妬やいてるー？　ゴメンね、『彼女』取っちゃって」

「むー？　大だい丈じよう夫ぶ。わたし、鋭一の、こいびとだよ……？」

　二人の少女に視線を向けられ、鋭一は頰ほおを搔かいた。

「はは。わかってるよ」

　葵が、楽しそうにしている。それが何より、大事なことなのだ。




　──そうして、ひとしきりお喋しやべりした後。




「……むー」

　葵が、眠ねむたげに目をこすった。顔を洗う猫のようで愛らしい。

　どうやら食後にはしゃぎすぎて、眠くなってきてしまったらしい。

　かくん、と一度頭を揺らした後、葵は鋭一の肩かたにもたれかかった。

「ちょっ。あ……葵!?」

「あー。またすぐそうやって見せつけてくる」

　腕組みして膨ふくれるアカリ。だが鋭一にはどうすることもできない。

「むー……鋭一……」

　甘えるような声を出し、葵は鋭一に体重をあずけた。文字通り、あなたが拠より所です……とでも、言うように。

「しょ、しょうがないなあ」

　肩に当たる葵の体温。さらさらの髪の感かん触しよく。そこから、ふわりといい匂におい。

　若じやつ干かん赤くなりつつ、鋭一はそれを良しとした。

「ふふ」

　隣となりでアカリが笑う。葵の面めん倒どうを見ている鋭一の姿が、いわゆる「彼氏」とも別のものに見えたのだ。

「なんかさあ。葵ちゃん、恋こい人びとっていうより……」

「？」

「妹、みたいだよね」




　その言葉を、聞いたとき。




「妹……かあ」

　鋭一は一瞬黙だまり、それから思うところがあるように、それだけ言った。

　少し、胸の内に複雑な感情があった。

　ゲームで遊び、ちょっとしたじゃれ合いをする。外に出るときは面倒を見てあげるし、甘えられればそれに応じる。葵と普ふ段だんしている事はそのくらいで、恋人でなくても……たとえば、妹とでもできるようなことだ。

　さらに、そう言われると──どうしても、思い出してしまう。

　家に残してきた、「本当の妹」の存在を……。




「？」

　アカリが訝いぶかしげに鋭一の顔をのぞき込む。

「ああ……そうかもな」

　鋭一はごまかすように笑い、会話はそこで終わった。




　　　　　　　＊＊＊




　［ＦＩＮＩＳＨ!!］

　［ＷＩＮＮＥＲ　Ａ１］




「ふう……。だいぶ形になってきたな」

　ランキング戦で勝利をおさめ、白いバトルスーツの少年アバター、Ａ１は額をぬぐった。ルールは「デュエル」。一いち撃げき先取ルールである「サドンデス」の王者も続けながら、彼は通常ルールでの戦いに挑いどみ続けている。

　有名配信者「百もも道ち」を相手にしたタッグマッチ。

　そして先日のチャレンジトーナメント。

　強敵との戦いも経験し、確実に実力もついてきている。今やプロゲーマー「Ａ１」は、どちらのレギュレーションでも注目選手となりつつあった。

「はー。ちょっと休きゆう憩けいするかあ」

　と、ここでＡ１は一度ログアウトする事にした。

　ゲームの勝敗にプライドを懸かける彼らの戦いは、一戦一戦に極度の集中を必要とする。

　試合が始まれば、そこは生死を懸けた戦場で、相手は自分を殺そうとし、自分は相手を殺そうとする。この「プラネット」というゲームは、かつての時代に存在しただろう「真しん剣けん勝負」を、遊ゆう戯ぎの形で提供する。

　もちろん、プレイヤー……覚醒者アウエイクたちにとっては、それがたまらないのだが。

　が、その分だけ疲ひ労ろうも無視できない。

『三戦ごと、かな。そのくらいで絶対休憩を挟はさむこと。いい？　体調管理もプロの仕事よ。従わなかったら首輪つけてでも休ませっからね！』

　鋭一に出資しているスポンサー、最も上がみ珠たま姫きもそう言っていた。これは流石さすがに従うしかない。何しろ彼女は、場合によっては本気で首輪も持ち出しかねないのだ！

「社長……アドバイスはありがたいんだけど、もうちょっと普ふ通つうにしてくれないかなア」

　ぼやきつつＶＲゴーグルを頭から外す。Ａ１は、高校生の少年・鋭一に戻もどる。視界が赤茶けたプラネットの大地から、見慣れたワンルームに変化する。

　──今日は、土曜日。

　鋭一はいつものように自宅でゲームの特訓にのめり込んでいた。こういう日は、気が付くと時間がワープしたように飛んでいたりするのでいけない。時計を見る。

「あっやべ……もう二時、か」

　すっかり午後になっていた。ちょっと、予定より戦いすぎた。昼飯時もいつのまにか逃のがしてしまったし……何より、約束の時間が近づいていた。




　そろそろ、葵が遊びに来る時間なのだ。




　以前は、勝手に家にやってきた事もある葵。どうも、あれ以来鋭一の家に来るのが気に入ってしまったようで……今日も、家に呼ぶ約束をしていた。

「やばいやばい、適当に片付けないと……」

　昼食代わりのチョコバーを齧かじりながら、乱れた布ふ団とんなどを軽く整える。漫まん画がを脇わきにどける。片付けとも呼べないようなものだが、やらないよりはマシだ。

　口では「やばい」と言いつつ、鋭一の表情は、知らず知らずのうちに緩ゆるみ始めていた。可愛い彼女が、部屋にくる。これが嬉しくないなど……実際のところ、ありえない。

　楽しそうに笑う顔。わくわくと揺れる華きや奢しやな身体からだ。子どもじみた可愛らしい仕草。そんな葵が隣にいるだけでも、楽しいものだ。

　鋭一は五分ほどで何とか、申し訳程度の整理を終えた。そしてそれと同時に、チャイムが鳴った。さあ、お客さんの訪おとずれだ。

「はいはい、今行くよー」

　鋭一はやや軽い足取りで、玄げん関かんに向かった。ちょっとくらいニヤけていたかもしれない。ドアを摑つかみ、開ける。

「葵──」

　そして彼女の名を、呼んだ。のだが。




「……随分だらしないカオしてますね。本当にちゃんと、一人暮らしできてるんですか？」




　予定より低い位置に、女の子の頭があった。

　そして予定よりも幼い声と……予定より随分、厳しい言葉。

「に……のは？」

　鋭一は名前を呼びなおした。それが目の前にいる少女の名だった。

「久しぶりですね、お兄ちゃん」

　平田二にの葉は。紛まぎれもない……平田鋭一の実妹である。

　背中まで伸のびた長い黒くろ髪かみに、清せい楚そなブラウスとスカート、小さなポシェット。せいいっぱい背せ伸のびした、落ち着いた服装。

　髪かみ形がたも服も昔とは変わっているし、背も多少伸びているが……負けん気の強い表情と、大きな瞳ひとみはあの頃ころのままだ。

「え？　……え？　急にどうした？　一人で来たの？」

「子ども扱あつかい、しないでください」

[image: ]

　混乱する鋭一に、二葉は昔と変わらないセリフを叩たたきつけた。

「私だってもう中二なんです。一人でも来れますよ。乗り換かえの二回や三回、何でもありません！」

　ふふん、と自じ慢まんげに、薄うすい身体をそらして胸を張る。

　とにかく二葉は昔から、子ども扱いされるのを嫌いやがることが多かった。

「そ、そうか。もう中学生か!?　だから乗り換えも……待てよ？」

　予想外の来客に、しばらく見なかった妹の成長。いきなり色んなことが起き、鋭一は少しうろたえた。

　が──ふと、ここで冷静になって気が付いた。

　思わず、考えたことをそのまま呟つぶやく。

「実ウ家チからココに来るのって、乗り換え一回でよくないか……？」

「な……!?」

　瞬しゆん間かん。あっという間に二葉の顔が真っ赤になった。

「い……いいの！　最終的にはちゃんと来れたもん！　駅の中が複雑なのが悪いの！」

「ま、間ま違ちがえたんだな……？」

「どうでもいいでしょ！　もー！　私はちゃんと来たんです！　中で休ませてよ！　三十分も歩いて疲つかれちゃった！」

　二葉はごまかすように急いで靴くつを脱ぬぎ、鋭一の返事も待たずに玄関から中へ。

「え……駅からここまでは十分もあれば来れるぞ!?」

　どうやら、道にも迷っていたようだ。二葉はもはや答えもせず、ずかずかと部屋に入っていく。

　その小さな背中を見送りながら鋭一は苦く笑しようした。

「先に言ってくれれば……迎むかえにくらい行ったのになあ」

「いいの！　とにかく、私は一人で来れたんです！」

　背中ごしに返事があった。強ごう情じようなところも、相変わらずだ。

　小学生の頃からプログラミングで賞を取ったり、優ゆう秀しゆうな妹ではあるのだが、当時からどこか抜ぬけているところもあった。

　二葉の後を追うように、鋭一も部屋に入る。

　仕方ない、お茶くらいは出してやろう。……というか、そのくらいしか出せるものもない。二葉は不満げにベッドに腰こしかけ、鋭一は冷蔵庫に手を伸ばす。

「ていうか、急に何しにきたんだ？　ホントに」

「それは……後でお話します。ちょっと相談というか──」

　そのタイミングだった。




　──カラリと、窓の開く音がしたのは。




「「え」」

　見事なまでに二人の声がハモる。さすがは兄きよう妹だいだ。

　二葉はそのまま声も出せずに愕がく然ぜんとしている。鋭一が窓を見る。窓から現れた侵しん入にゆう者は、鋭一と目が合うと、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「──鋭一！」

「あ、葵……？」

　名前を呼ばれ、鋭一もまた、相手の名を呼ぶ。こんなことができる知り合いは、一人しかいない。

　私服のワンピースを着た少女は、慣れた様子で靴を脱ぐと、お行ぎよう儀ぎよく窓を閉めた。

　……窓から侵入している時点で、何一つ行儀は良くないのだが。

「あの、さ……今度来るときはドアからって、言わなかったっけ……？」

　鋭一はなんとかそれだけ、絞しぼり出した。

　葵はそこでようやく気が付いたようにピコンと反応し、それから「むー」と唸うなって首を傾かたむけた。そして、言った。

「…………つい」

「「ついじゃない」」

　思わず、兄妹同時のツッコミが入った。

　そうだ。二葉が来たことですっかり頭から抜けていたが、今日は、葵が来る日だった。

　結局、鋭一はこの「こいびと」の存在を……妹に説明せねばならなくなった。




　　　　　　　＊＊＊




「お兄ちゃんに……彼女!?」

「……そこまで驚おどろくのは失礼だろ」

　鋭一はベッドに腰かけた二葉にずびし、と指を向けた。

　この部屋は決して広くない。鋭一は床ゆかのカーペットに座り込み、その隣となりには葵がちょこんと正座する。当たり前のように鋭一の隣に落ち着いているあたりが、本当に「カノジョ」であることを主張しているかのようだった。

「だって彼女って……カノジョでしょ？」

「まあ、だから……『そう』なんだよ」

「え、でも、カノジョって、恋こい人びとでしょ……!?」

「そうだって言ってるじゃん……！」

　自分で説明するのが少々恥はずかしくも、鋭一は必死に言った。あまりにも意外そうな顔をする実妹いもうとの気持ちがわかってしまうのが悲しいところだ。

　二葉は鋭一が肯こう定ていするごとに徐じよ々じよに顔を赤くし、信じられないというふうに、鋭一に指をさし返した。

「だ、だって恋人って言ったら……！　え？　あ、あんな事とかこんな事とか、するんじゃないですか!?　何してるんですかこのベッドで!?」

　二葉はまだ幼いながらに、頭の回転も速い子である。この一瞬でどこまで想像したのか、彼女は小さな身体を浮うかせてベッドに手をついた。

「何もしてねーよ！」

　鋭一は必死の否定！　だが実際、疑わないほうがおかしいシチュエーションだ。

「ほ、ホントに……？」

　二葉はジトッとした目で兄をにらむ。確かに、彼女の知る鋭一は、そうそう女の子に手を出せるような人間ではない。

「まあ、そう言うなら信じ──」

「むー？」

　が。そこに割って入ったのは、葵だった。不服そうに首を傾けている。

「鋭一、噓うそはよくないと思う」

「「えッ」」

　またしても、兄妹のリアクションが揃そろった。

　妹は驚きよう愕がく。兄は疑問だ。

「いやいや葵、俺たち別に、そんな大したこと──」

「わたし、鋭一の、こいびとだよ。何もしてなくないよ！」

　葵は興奮気味にそわそわと身体を揺ゆらしている。

　鋭一は逡しゆん巡じゆんする。いったい、葵と何をした？　今までの事を思い出す。出会ってから今までの思い出を……

「あ」

　そこで、鋭一は思わず声を漏もらしてしまった。そうだ。思い出した。

　出会ったその時！　葵は、上半身が、裸はだかで！

　しかも鋭一は、その彼女の「心臓の手前」を、思い切り触さわってしまって──！

「あ、ああアレは不ふ可か抗こう力りよくというか戦いの中だからというか……！」

　突とつ然ぜん、弁解を始めた鋭一に、二葉は素す早ばやく反応し、詰つめ寄った。

「お兄ちゃん……？　いったい何のために家を出たんですか……？」

「いや、だから、その」

　それ以上何も言えない鋭一。代わりに、葵が返事した。

　自分が、鋭一としていることを。

「鋭一と、わたしは、毎日……してるもん！」

　そして彼女は床に落ちていた証拠品を摑つかむと、兄妹の前に突つきつけた。




　──それは、ゲームに使われる、ＶＲゴーグルだった。




「噓じゃないもん。噓はだめ」

　葵は頰ほおを膨ふくらませ立ち上がると、「めっ」と鋭一の顔に二本指を向けた。

「おわ!?　……あ、ああ。それな。ソレは、やってるな……」

　世界一危険な「目めっ」を思わず避よけながら、鋭一は答えた。

　葵は、毎日の、鋭一との楽しいゲーム生活をなかったことにされたようで、嫌だったのだろう。

「どういう……ことですか？」

　今度は、二葉が首を傾かしげる番だった。

　鋭一はため息をつきながら、疲れたように教えてあげた。

「だから……俺たちは、二葉が想像したようなことは……してないよ。いつもやってるのは……」

　葵からゴーグルを受け取り、二葉に渡わたす。

「これだけだ」

　二葉はそれを、まじまじと見る。

「……ゲーム？」

「そう」

　鋭一は床に両手をついて座り直し、

「いや、『こいびと』なのも、本当なんだけどさ……でも、俺たちはライバルでもあるし……毎日、戦ってるんだ」

「戦ってる……」

　二葉は合が点てんがいったように顔を上げた。目の前にいるのは、昔と変わらない、ゲームの楽しさに取りつかれた兄・鋭一だった。

「なるほど……お兄ちゃんは、変わりませんね」

「……え!?　そ、そうかな」

　わずかに微笑ほほえんだ二葉に、鋭一は複雑な表情で答えた。

　プロになって、一人暮らしを始めて、彼女ができても、変わって見えないというのは意外とショックかもしれない。難しいものだ。

　まあ、いかがわしいことをしている疑いは晴れたので良しとしよう。あと、出会った時の事故は自分の中でノーカンにしておこう。

「ねえ、お兄ちゃん」

　二葉はゴーグルを両手で持ち、改めて鋭一に話しかけた。

「ん？」

「それなら……久しぶりに、どうですか？　見せてくださいよ、プロの技わざ」

　それは妹から兄への、数年ぶりの、遊びの誘さそい。

「ああ、いいぜ。なんだか、懐なつかしいな」

　鋭一はそれに応じた。妹とのゲームは、かつての子供部屋を思い出す。

「お望み通り、見せてやるよ。ちょっとくらい変わったって……言わせてやる！」




　　　　　　　＊＊＊




「──よっしゃ。勝ち！」

「…………っ！　もう！」

　数分後。そこにはごくごくありふれた家庭のような光景が広がっていた。

　勝った兄は素直に喜び、負けた妹のほうは悔くやしげに唇くちびるを結んでいる。

　兄妹の実力の差は、数年前よりもさらに開いていた。

「やっぱり強いです、お兄ちゃん……！」

　流石さすが、プロとして最前線で戦っているだけのことはある。敗北の悔しさを嚙かみしめながら、普ふ段だんはだらしない兄の、ここだけは認めざるをえない。久しぶりの感情に、二葉は目を閉じた。

「そりゃあ、俺はこれが専門だからな……！」

　鋭一は得意げに歯を見せる。……すると。

「むー。ずるい」

「あ、葵？」

　隣で見ていた葵が鋭一の腕うでをつかんで、くいくいと引いた。

「わたしも鋭一と遊びたい」

「わ、わかったわかった。……二葉。変わってやってくれないか？　ちょっと俺たちの対戦も見てみなよ」

「う、うん」

「たぶん……ビビると思うぜ」

　二葉は、外したゴーグルを手て渡わたした。鋭一の彼女にして、現代にまでその技を受け継ついだ「暗殺者」……一色葵に。

「やった。ありがとう」

　葵は嬉うれしそうにぴょんと跳はね、待ちきれなさそうに、いそいそとゴーグルを被かぶった。




　──その戦いは、二葉の想像を超こえるものだった。




　白いバトルスーツの少年アバター「Ａ１」と、黒くろ猫ねこモチーフの少女アバター「アオイ」は、激しい交こう錯さくを何度も繰くり返す。

　アオイが鋭するどい目め潰つぶしを繰り出す。Ａ１は首を倒たおし、ギリギリでかわす。そのままＡ１はスピードを活いかし、アオイの横へ。アオイが鋭えい敏びんに反応し、そちらを見る。

　その瞬しゆん間かん、Ａ１はスキル〈フラッシュ〉を発動。

　閃せん光こうで視界を塞ふさがれ、アオイに一瞬の隙すきができる。その隙を逃のがさず、Ａ１が掌しよう底ていを決める。絶対の初撃。

　だが直後、アオイもカウンター。そこから、息もつかせぬ乱打戦へ──

　短い間に、何度もの高度な応おう酬しゆうがあった。二葉は、声を出すのも忘れて見入った。速すぎて、すべてを理解はできないが……彼女にもこれだけはわかる。

　この二人は──とんでもない！




「ふふ。たのしい」

　戦いを終えた葵はゴーグルを外し、満足げに笑った。その様子を、呆ぼう然ぜんと見る二葉。

　あまりにも無む垢くで、愛らしい葵の笑顔。つい先ほどまで常識を超えた速度で動き回り、本気で目潰しを出していた少女とはとても思えない。

　なんというか……動きが、根本的に「普ふ通つうではなかった」。ありえないスピードと、ありえない反応速度。

　ゲームにのめり込む兄の「彼女」。その理由が、少しわかった気がした。そして……興味が湧わいた。

「……な？　すごいだろ？」

　鋭一はちょっと自じ慢まんげに、葵の頭に手を置いた。葵は嬉しそうに目を細める。

「──うん。すごいです。葵……さん。お兄ちゃんと、ここまで渡り合うなんて……」

　二葉は素直に認めた。そして……こう続けた。

「教わってみたい、なあ」

「え？」

　鋭一は思わず聞き返した。

「興味がわきました。これは勉強する価値がある気がします……！」

「に、二葉……？　それでいいのか？　そういえば、何か相談があるんじゃ……」

　そうだ。葵が突然現れたのでうやむやになってしまったが、二葉は最初、そんなことを言っていた。

「相談は……ありますけど。まあ、後でもいいです」

　だが二葉は、今は目の前の好こう奇き心しんが勝まさっているようだった。そういえばそんなノリで、「楽しそう」とプログラムも始めたのだ。

　そして彼女には……別の目的もある。

「私はいつか、お兄ちゃんに勝ちたいんです。そのためには、葵さんに教わるのが一番早い気がしてきました」

「いや、葵の技は……」

　鋭一は思わず、言いそうになった。葵の技は、「墨ぼく式しき」は……「人を殺すための技」。

　妹が暗殺拳けんを習いたいと言い出したら、兄としては止めたくもなる。

　が、それを説明するのもまた抵てい抗こうがある。葵も、みだりに人にバラされたくはないだろう。そうして鋭一が考え込んでいるうちに……二葉は一歩、踏ふみ出していた。

「葵さん。もしよければ……私を、弟で子しにしてくれませんか!?」

「でし……？」

　唐とう突とつな展開に、葵が首を傾かたむける。だが勢いづいた二葉は止まらない。

「本当にすごいと思ったんです。葵さんの動き！」

「あ、あの」

「最初はお試ためしでもいいですから！　見込みがなかったら諦あきらめるので！」

「えっと」

「あっ。そういえば自己紹しよう介かいもまだでした。お兄ちゃん……鋭一の妹で、二葉です。よろしくお願いします！　……師し匠しよう！」

　あまりに二葉がグイグイくるので、葵は一歩下がった。

　しかし、この感じ……初対面で「こくはく」してきた鋭一に似ているところがある。

　その時の胸の高鳴りを思い出す。

　葵は今まで、こうして人から求められるようなことが、ほとんど無かったのだ。

　そう思うと、なんだかちょっと嬉しくなってきた。

「……わかった」

　葵は、こくりと頷うなずいた。

「え？」

　鋭一がまさか、という顔をする。だが、葵はそのまま続けた。

「──わたし、師匠になる」

　二葉が「やった」と手を合わせる。そして、

「ふつつか者ですが、よろしくお願いします！」

　あの時と同じセリフを、今度は二葉が、葵に言った。

「うん！　……よろしく、お願いします」

　そして二人の少女は、手を取り合った。向かい合う二人の目は、それぞれに輝かがやいていた。

　こうして葵は──暗殺拳の「師匠」になったのだ！

「え、ええ……？　いいの？　アリなの……？」

　鋭一だけがその流れに取り残され、二人の顔を交こう互ごに見ていたのだった。




　　　　　　　＊＊＊




　電脳空間の赤茶けた大地が視界に広がる。「プラネット」の練習ステージに、Ａ１、アオイ、そして二葉のアバター「フタバウサギ」が降り立った。

　フタバウサギは幼い肢し体たいのあちこちを毛皮で包んだようなコスチュームで、全身のあちこちに植物のツタが巻き付いている。さらに、頭部からはウサギの耳のように、大きな二枚の葉っぱが生えていた。

　今、そのウサ耳はぴんと立ち、彼女がやる気に満ちているのが見て取れた。

　彼女の横に立つ「師匠」、アオイの猫ねこ耳みみもまた、興奮でぴくぴく動いている。

「えーと……約束だからな？　修しゆ行ぎようはすべて、ゲームの中で行うこと。もちろん、覚えた技わざを現実で使うのは禁止だ」

　そんな二人を一歩引いて見ながら、Ａ１は釘くぎを刺さした。

「わかってますよ！　これはお兄ちゃんに、ゲームで勝つための修行です！」

　フタバは耳をピッ！　とＡ１に向けて返事する。その後、アオイに向きなおって頭を下げた。

「では、師匠。お願いします」

「むう。教える……」

　それに対し、アオイは耳をいったん寝ねかせ、考えるように目を閉じた。何から教えるか、考えているのだろう。

「さて……どんな修行が出てくるんだ……？」

　Ａ１も、なんだかんだ気になってアオイを見た。あの強きよう烈れつな技の数々に、それを支える異常な身体感覚。さらに「殺気」を自在に出し入れし、他人のそれを感じ取る、原理すらわからない謎なぞの能力。

　それらを身に付ける方法があるのだとすれば……興味がないと言えば噓うそになる。

「うん。じゃあ、まず……基き礎そ」

　アオイが目を開けた。フタバが目を輝かせる。Ａ１が息を吞のむ。

　果たして、暗殺拳の修行。その第一歩とは──？

「息を、します」

　それが、アオイの告げた内容だった。

「……え？」

　フタバは理解できず目をぱちくりと瞬しばたかせる。アオイはそのまま、解説を続けた。

「ただ呼吸をするの。あとは、なんにもしない。立ってても座っててもいいけど、動くのはだめ。息を吸って、吐はく。それだけに集中する。ご飯もだめ。トイレもだめ」

　アオイはそんな内容を、淡たん々たんと、いつも通りの目で話す。

「なるべく静かに落ち着いて、ゆっくり、まっすぐ、吸って吐いて。それを、最低二十四時間──」

「葵」

　そこで、Ａ１が手を挙げてカットインした。

「なんとか一時間くらいにできない？　あと、ゴハンもありで」

「むー？　それだと、あんまり……」

　効果がないのに……とばかりに、葵は眉まゆをひそめて首を傾けた。とはいえ、鋭一としても、中学生の妹に二十四時間の断だん食じきなんて、して欲しくはない。

「わ……私はやりますよ！」

「やっちゃダメだって！　これで倒れられたりしたら、困るだろ!?」

「こ、困るって……でも」

　Ａ１の言葉にフタバは少しうつむいたが、修行できないのも困るのだろう。納なつ得とくしない。

「なあ葵。他のないの？　もっと簡単なやつ」

「むう。いちばん簡単だと思ったのに……じゃあ」

　Ａ１は修行内容の変へん更こうを提案し、アオイはまた考え始めた。そして、




「鋭一。ここに岩はない……？」




　とんでもない質問が飛び出した。Ａ１は一言、

「それもやめよう」

　と言うしかなかった。

「でも、おおきな岩を一いつ生しよう懸けん命めい運ぶと──あ、これも二十四時間」

「ないから！　岩、ないから！」

「むう……じゃあ、これは？」

　二番目の方法も否定され、アオイは次に移ることにした。──瞬しゆん間かん。




　ズ　ァ　ッ




「──！　葵!?」

「……ひぇっ!?」

　強烈な殺気が、アオイの全身から噴ふき出した。Ａ１が思わず後ずさる。驚おどろいたフタバは小さな悲鳴とともに尻しりもちをついた。

　だが直後、その殺気はフッと消え失うせた。

「……？　葵？　どこいった？」

　というか、アオイの気配までも消え去っている。完全に気配を消し、「幽ゆう霊れい」になったようだ。Ａ１ですら、アオイの姿を見失っていた。フタバも一いつ緒しよになって左右を見回し、アオイを探さがそうとした。──瞬間。




　ズ　ァ　ッ




「ま……またか!?　葵ぃ!?」

「ひゃあぁぁあ!?」

　再び、殺気放出！　アオイは、位置を変えていなかった。動いていなかったのだ。なのに、気配をコントロールするだけで、これほどのことができる。

　そしてすぐにまたフッと殺気が消えた。アオイは得意げにピースした。

「──これを、百回くりかえす」

「で、できるかぁ！」

　思わずＡ１はツッコんだ。なるほど。幼い頃ころからこんなことを繰くり返していれば、暗殺者になるわけだ。モノが違ちがう。

「こ、これを……やれば、いいんですか……？」

　フタバは尻もちをついたまま半泣きになってしまっている。もう強がることもできなさそうだ。Ａ１はため息をついた。

「あのさ……葵。基礎はいいや。もっと、実戦的なやつにしない？」

「そう、なの？　弟で子しだから、教えなきゃって思ったのに……」

　アオイはしゅんと肩かたを落とした。うまく「師匠」ができなかった気がして困ってしまったのだろう。Ａ１はそんなアオイの頭を撫なでながら、

「い、いや、ちゃんと技を教えればいいんだよ！　前に、俺に目め潰つぶしのやり方教えてくれたじゃん。あんなのでいいからさ……」

「むう。──わかった」

　アオイは気を取り直して顔を上げ、再び猫耳をぴんと立たせた。そして座ったままのフタバに手を伸のばす。

「にのは、ちゃん。わたし、今度はちゃんと教える……から」

「は……はい。大だい丈じよう夫ぶ……です！」

　なんとかフタバは師匠の手を摑つかんで、立てた。ここで逃にげ出さないくらいの根こん性じようはある。

　何より彼女も、鋭一と同じく──負けず嫌ぎらいなのだから。




「──はぁっ！」

「！　うん、上手」

　そして、特訓が始まった。前方にストレートな目潰しを繰り出すフタバを、アオイが見守っている。

「スピードは、ある。あとは──狙ねらい。もっとまっすぐじゃないと」

「は……はい、師し匠しよう！」

「えっと、こう」

　アオイはフタバの腕うでに手を添そえて、フォームを直してやる。実は、先日まではＡ１も受けていた指導だ。トーナメントで披ひ露ろうした、墨ぼく式しき「一おもて」もどきは、こうして身に付けた。

「はぁっ！　……どうですか、師匠？」

「う、うん！　……良くなってる。あとは、繰り返せば身に付くから」

　Ａ１は気が付いた。師匠、と呼ばれるたびに、アオイの猫耳がぴくっ、と動いている。きっと、嬉うれしいのだ。

　アオイはせいいっぱい、解説した。少しでも師匠っぽくなれるように。

「目は……不意打ちじゃないと、当たらないの」

「目は、とっても大事。どんな人間でも絶対、守ろうとする……弱点、だから」

「だからなかなか当たらないけど……ちょっとくらい、外れてもいいの。外れても、相手はびっくりする。びっくりしてる人は、倒たおしやすい」

「そのために……墨式『一おもて』は、あるの」

　気配を消した「幽霊」状態から、殺気を解放して加速し、相手を驚かせて「真正面から奇き襲しゆうする」奥おう義ぎ。これがその、核かくとなる理論らしかった。正直、Ａ１からしても感心してしまう内容だ。

　フタバは何度もうなずきながら真しん剣けんに聞き入っている。その勤勉な様子に、アオイは「ふふ」と笑った。

「……どうしましたか、師匠？」

「ううん。なんか……鋭一みたい」

「えッ」

　思わず反応したのは、Ａ１本人だ。真ま面じ目めで勉強熱心といえば……確かに、そうかもしれない。が、フタバはそれに抗こう議ぎした。

「こ……こんな兄と一緒にしないでください！」

「むー？　似てると思ったのに」

「私は何にでも真面目なんです。ゲーム以外ほったらかしのお兄ちゃんとは違います」

「こ、この野や郎ろう……否定できない……」

　Ａ１は悔くやしそうにこらえ、フタバは得意げに胸を張る。そんな様子も、アオイは微笑ほほえましく見守っていた。

「うん。にのはちゃん、続ければきっと、つよくなる。いいこ」

「ほ……本当ですか!?」

　アオイは、フタバの頭を撫でてあげた。少し──遠い目をしながら。

　これは、かつて一色葵が、家で技わざを教わっていた頃……技を覚えたら、してもらえたこと。それを、今度は自分が、弟子にしている。それがなんだか少しだけ、切なくて。

「よかった、嬉うれし──じゃない、すみません、『いいこ』はちょっと……！」

　最初は喜んで撫でられているようにも見えていたフタバは、急に思い出したように子供扱あつかいを断った。

「子ども扱いは、ナシでお願いします」

「む、むう。……じゃあ、おしまい」

　アオイは少し残念そうに手をひっこめた後、今度はＡ１のほうへ振ふり向いた。

「……鋭一！　わたし、師匠できてた？」

「え？　ああ、そりゃもう、バッチリ師匠だったよ」

「やった」

　Ａ１の前で急に子こ猫ねこのように戻もどったアオイは、「今度はわたしが褒ほめられる番」とばかりに頭を差し出した。

「え？　そこ、師匠の威い厳げんとか、こう、保っとかなくていいの……？」

「むー？」

　Ａ１がためらうと、アオイは不満そうに膨ふくれた。

　教える側に回っても、葵は葵で、鋭一の彼女。そういうことのようだった。仕方なくＡ１は猫耳少女の頭を撫でる。

「え、ええ……？　師匠はそれでいいんです……？」

「？　撫でられると、わたし、嬉しい。やっぱり、にのはちゃんも撫でる？」

「……！　わ、私は結構です！」

　強ごう情じような弟子は振り切るように断り、Ａ１は苦く笑しようした。




　──こうして、一色葵と平田二葉の、ちょっと変わった師し弟てい関係が始まったのだ。
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「ペットが……逃げたぁ？」

「ペットというか……そういうプログラムですけど。『いなくなっちゃった』というのがピッタリかもしれません。『プラネットで学習してきます』とだけ残して……」

　ある日の夕方。あれからちょくちょく鋭えい一いちの家に現れるようになった二にの葉はは、今日も葵あおいから技を教わりつつ、鋭一に「相談」の内容を打ち明けた。

「お兄ちゃん、最近プラネットでそういうアバターを見かけたり、してませんか？　もしくは、噂うわさを聞いたり。まだちょっと日本語がカタコトなので目立つはずです。私のフタバウサギを小さくしたような見た目なんですけど……」

「うーん……聞かないなぁ」

　しかし鋭一にも心当たりはなく、腕を組んで唸うなることしかできなかった。

「そう……ですか。作り直しかなぁ。将来的には、プラネットで戦えるくらいのプログラムを目指したいんです」

「そ、そりゃすげぇなあ。確かに一人用モードとかで戦う相手は、ＣＰＵで動くのもいるけど……」

「自分からインターネットにアクセスできるように設計したので、勝手にプラネットの中に入り込んじゃうことも……あるのかもしれないです。私にはそんなやり方、わかりませんけど。あの子なら自分でそれを学んじゃうかもしれない」

「そんな代しろ物ものなの……？　お前すごくない……？」

「ふ、ふん。そうです、私だってすごいんです！　……逃げられましたけど」

「なるほどなあ。まあ、見つけたら教えるよ。知り合いにも聞いてみる」

　鋭一は頷うなずいた。二葉はちょっと残念そうに、うつむく。

「あーあ。最終的には、お兄ちゃんに勝てるくらいのオート覚醒者アウエイクに育てたかったのになあ」

「お、恐おそろしいこと言うなあ……。まあ、もしホントにそんなのができるなら、ちょっと戦ってみたいかもな」

「楽しみにしててくださいよ。どっちにしろ、近いうちには作ってみせますから」

　二葉はそう言って鼻息を荒あらくした。こいつは本当にやりかねないな、と鋭一は思った。




　　　　　　　＊＊＊




　金曜日、放課後。

　鋭一と葵、それにアカリの三人は、待ち合わせて学校を出ようとしていた。行き先はもちろん、いつものレンタルＶＲルームだ。ゲームの特訓のために。

　三人は実力伯はく仲ちゆうのライバルで、同時に、学び合う仲間でもある。




　過去、鋭一は葵に勝ち、アカリは鋭一に勝ち、葵はそのアカリに勝った。




　そしてその全員が……相手から技を学んで吸収している。鋭一は暗殺拳けんの一部を覚え、葵はＢＧＭを流しながらの戦法をコピーし、アカリは〈ショートワープ〉の使い方を鋭一から教わった。

「いつ来るんだろうねー、葵ちゃんの全国大会とやらの案内」

「時期的には、もうちょっと先って話じゃなかったかなあ」

　アカリと鋭一が会話する。先日の大会で優勝した葵には、次のステップである全国大会への出場権が与あたえられていた。今のところその全ぜん貌ぼうは不明だが、さらにハイレベルな相手との戦いも予想される。もっと強くなる必要があるだろう。

　もちろん、それとは別に頂点を目指す鋭一やアカリにとっても、それは変わらない。

　だから都合が合えば、なるべく一いつ緒しよに特訓するようにしていた。

「今日も、遊ぶ。鋭一も、あかりちゃんも！」

　だが葵はどちらかというと、未来よりもイマを楽しんでいるようで。それはそれで好ましいと、鋭一は思うのだった。まずは目の前のゲームを楽しむ。それがすべての源だ。

「そうだな。今日も……楽しもうか」

　そうして三人は校門にさしかかる。そして学校の敷しき地ちから出ようか、というところで

「──いた！　師匠！」

　待ち受けていた二葉が、こちらに駆かけてきた。

「！　にのはちゃん」

　葵が反応する。二葉は葵と修行するために、校門で待ち合わせていたらしい。

「まさか、本当に来るとはなあ……」

　鋭一も、事前に聞いてはいた。だが平日に中学校の後、本気で現れるとは思っていなかった。大したものだと思う。

「お兄ちゃんとは根こん性じようが違ちがうんです。弟子になるって決めたんですから！」

　二葉がふふん、と胸を張る。葵が微笑ほほえむ。鋭一が「なにィ」と睨にらむ。

　──ついていけないのは、この人である。

「……うえェ!?」

　アカリは大げさにうろたえた。聞き捨てならない単語が二つあった。

「な……何？　今、そこの子……」

　アカリが二葉を見る。この少女の真ま面じ目めで、負けん気の強い目には既き視し感がある。

「師し匠しよう……って言った？」

「うん！」葵が元気よく頷く。

「で……お兄ちゃん、って言った？」

「ああ、うん」鋭一も頷いた。

　二つの問いは、あっさりと肯こう定ていされた。両方ともＹＥＳということは……つまり、こうなる。

「え？　じゃあ、この子は……鋭一の妹で、葵ちゃんの、弟子!?」

「は、はい。平ひら田た二葉、です」

　最後に、アカリの勢いに押されつつ、二葉本人が認めた。

「えー！　ちょっと、私、一言も聞いてなかったんだけど！　ひどくない？」

「むう。あかりちゃん、ごめん」

「いやー俺たち、基本ゲームのことしか話さないから、家族の話題とかならないじゃん」

　不満そうなアカリに、流れで謝る葵、いつも通りの鋭一。

　そのやりとりを見上げつつ、二葉は二葉で、あることに気づいたようで、

「あれ……？　『あかりちゃん』って……」

　と声を漏もらした。二葉の視線は、兄や師匠と話している茶ちや髪ぱつツインテールの少女に向けられていた。

「えっ？　あの、アイドルのＡＫＡＲＩさんですか!?」

「おっ！　知ってくれてる？　へへへ、ちょっと嬉うれしいな」

「な、何でお兄ちゃんたちがこんな有名人と……！」

「まあ、あそこプラネツトではお兄さんも、葵ちゃんも有名人だけどねー」

　目の前にいるのが、アイドル系覚醒者アウエイクでもトップの人気を誇ほこるＡＫＡＲＩと知り、二葉はわずかに目を輝かがやかせた。カバンの肩かたかけ紐ひもをぎゅっと握にぎる。そして思わずカバンを漁あさってみる。中のノートとペンを一いち瞥べつする。

「そ……うですか、あの、アイドルの……ええと」

　そんな妹の様子を見て、鋭一はピンときた。

「そうだアカリ、サインでも書いてやってよ。こんなに反応してくれてるんだし」

「おっけー。ファンの期待には応こたえないとね」

　鋭一は二葉の肩を叩たたき、ノートを出させる。そこにアカリはさらりとサインした。

「どうぞ。良ければ応おう援えんしてねー☆」

　アカリは中ちゆう腰ごしになって目線を合わせ、ノートを返し、ついでにウインク。生アイドルのパワーに二葉がたじろぐ。

「え、あ、ありがとうございま……いや、子ども扱あつかいしないでくださいって！」

　突とつ然ぜんもらえたアイドルのサインに動どう揺ようしつつ、兄に手助けされたことに気づいた二葉は、鋭一に向きなおって抗こう議ぎした。

　その様子に、アカリは「かーわいー」と手を口元に当てて笑うのだった。




　　　　　　　＊＊＊




　レンタルＶＲルームの店長であるカオリは今日も受付で雑誌を読み、時間を潰つぶしていた。

　基本的には退たい屈くつな仕事だが、嫌いやではない。こうしてダラダラしているのは彼女の性に合っていた。だから、彼女は今日もここでせっかくの美び貌ぼうを浪ろう費ひする。もとより、活いかす気もない。

　夕方になると、この仕事における数少ない楽しみがやってくる。常連客の一人であるプロゲーマー、平田鋭一が来る時間だ。

　昔はよく一人で来ていたが……最近は何かと連れがいる。それが面おも白しろくて、ついからかってしまうのだ。

　この日もほぼ定刻通りにドアの開く音がし、鋭一が入ってきた。

「あら、鋭一くん──」

　カオリは普ふ段だんのように声をかけようとしたが……そこで一度固まった。

「鋭一、はやく遊ぼう」

　鋭一に続いて入ってきたのは、葵と呼ばれている少女。なんと鋭一と「付き合っている」らしい。個室のドアをぶち破る常習犯だが、店の名物になりつつあるのでもう諦あきらめた。

「あれー？　鋭一は今日は、私と手合わせしてくれる約束よね？」

　さらに続けて、アカリ。最近来るようになった少女だ。わざわざ一人で先に来て、鋭一を待ち伏ぶせていたこともあった。どうも鋭一に気があるようにも見えて、カオリはニヤニヤしてしまう。

「お兄ちゃん、歩くの速いですよ！　待って──」

　が。そこで、さらに見たことのない少女が追加で入ってきた。これは見み逃のがせない。

　鋭一が受付の前に立つ。同時に、カオリは言った。

「ま、また側そく室しつが増えている──！」

「ご、誤解を招く発言やめてくれません!?」

　思わず鋭一はツッコんだ。いつものことだ。

「鋭一くん、スミに置けないのね。お姉さんは昔から応援してるのに……寂さびしいわ」

「何でそうなりますかね!?　いつもの部屋いいですか!?」

「いいけれど、当店は大奥ではないので部屋はひとつしかお貸しできないわ」

「一つでいいですよ！」

　鋭一はひったくるように受付票を受け取り、いつもの個室へ向かった。

　するとぞろぞろと、少女たちがついていく。

「もう少し自覚してもいいと思うんだけど……ねえ」

　それを見送りつつ、カオリは目を細めた。やはりこれは、楽しい時間だ。




「──さて」

　個室に入った鋭一はカバンを置き、ＶＲゴーグルを手に取った。一息ついたりせず、即そつ行こうでゲーム機に向かうのは、流石さすがのゲーム好きっぷりだ。

「おっ、さっそく？　じゃあ約束通り、私が」

　相手をしようと自らもゴーグルを取ったのは、アカリ。かつては、鋭一と葵の特訓を見守るだけだった彼女は、転校してきてからは自らも特訓に参加するようになった。

「いいぜ。こないだのリベンジだ」

　鋭一も笑って応じる。この二人は実力も近く、どちらも〈ショートワープ〉使い。練習相手としては最適で、今日も対決の約束をしていた。

　すると、珍めずらしく出で遅おくれた葵がちょっと不満そうに首を傾かたむける。

「むー。鋭一、とられた」

「ああ……葵はホラ、二葉の修行とかあるだろ？　俺とは後で遊ぼう──」

　鋭一はそんな彼女をなだめようとするが、

「うん、取っちゃった☆　今日は鋭一のこと、借りとくからねー」

　悪戯いたずら心の芽生えたアカリは、わざとらしく鋭一の腕うでをつかんでウインクした。彼女もまた、葵のリアクションが可愛かわいらしいので楽しんでいるのだ。

「ずるい！」

　葵は抗議しながら……フッ、と一度消えた。

「「「……え!?」」」

　鋭一、アカリ、二葉の三人が同時に反応する。その、次の瞬しゆん間かん。

　シュバ、と風を切る音。鋭一の隣となり、アカリと逆側に葵が現れていた。生身でこの動きができるのが一いつ色しき葵だ。遅おくれて、鋭一は風圧と葵の体温を感じる。

　さらに、この時すでに葵は鋭一の腕を取っていた。両手でぐいぐいと引く。

「わたしも、遊びたい」

　達人の動きでじゃれついてくる彼女。

「えー？　今日は私の番でしょー？」

　面白がって対たい抗こうするように逆の腕を引くアカリ。

「ちょ……ちょっと、特訓はどうしたんですか？　ひ、人の兄で遊ばないでください！」

　遅れて、何かに慌あわてるように二葉が動いた。二人の女の子に挟はさまれている鋭一を見ていると、なぜか落ち着かない。二葉は鋭一を、二人から引きはがすように胴どう体たいに取りついて引っ張った。

「え……な、なんで二葉まで!?」

　鋭一は大いにうろたえて慌てた。

　三方を女の子に囲まれるのは流石に初めてだ。右も左も前からも、少女たちの体温を、柔やわらかさを感じる。髪かみからはそれぞれに良い匂においがした。

　葵と付き合って、少しは慣れたつもりでいたが……とんでもない！　女の子の威い力りよくというのは、それくらいに凄すさまじい。慣れるものではないのだ！

　胸の内を侵しん食しよくしてくる強きよう烈れつな感かん触しよくの数々を、鋭一は必死に追い返そうとしていた──あれ？　ココに何しに来たんだっけ!?

　鋭一はなんとか動かせる首で、壁かべの時計を見た。もう、部屋について少し経たつ。

　慌てているのにはもう一つ理由があった。この時間。タイミング。

　いい加減にしないと、そろそろ──！




「……おいおい。鋭ちゃん、いつのまに石油王か何かになったのかな？」




　女子高生社長の呆あきれた声がした。予想通り、完かん璧ぺきなタイミングだった。

「あたしが来ると、いっつもオカシなことになってない……？」

　最も上がみ珠たま姫きはずい、と前に出て、動けない鋭一に顔を近づけた。

「これは、あたしも混ざったほうがいいんですかねー、平田プロ？」

「いや、俺ももう言い訳できねえよ……」

　鋭一は観念したように頭こうべを垂れた。すると。

　頭の後ろから珠姫の声を聞いた二葉が、反応した。

「……あれ？　この声」

　鋭一から手を放し、振ふり向く。そこで珠姫も気が付いた。

「あっ？　二葉ちゃんじゃん。久しぶりー」

「しゃ、社長さん！　お久しぶりです！」

　珠姫がひらひらと手を振ると、二葉はぺこりと頭を下げた。

　鋭一をスカウトした「社長」である珠姫のことは、二葉ももちろん知っている。

「おー、相変わらず、鋭ちゃんの百億倍しっかりしてんねー」

「と、とんでもないです！」

　二葉は緊きん張ちようぎみに背筋をピンと伸のばした。二葉にとって……珠姫は、憧あこがれの存在のひとりだ。いつも自信に溢あふれた顔で、大人と対等に仕事している。何しろ「社長」なのだ。心も身体からだもオトナっぽくて、ついでに胸もある。理想に近いといえるだろう。

「しゃ、社長さんは……その、サインとか、ないですよね……？」

　二葉は恥はずかしそうにうつむき、こっそり言った。

「んー。あたしがサインするのは、契けい約やく書しよくらいだねー。色紙にするサインはないかなあ」

「い、いいなあ社長。俺なんて全然、こいつに尊敬されないのに」

「あははは。大だい丈じよう夫ぶだよ、ちゃんと頑がん張ばってれば、尊敬してくれる人間はいるものさ」

　人差し指をくるくる回し、得意げに笑う珠姫は、なぜか鋭一ではなく、アカリのほうに視線を送る。

　鋭一の腕を摑つかんだままだったアカリは、なぜか、ぎゅっとその力を強めた。

「……うわっ。あ、アカリ？」

「──き、気にしないで」

　ついつい顔を赤くする。彼女は鋭一に、面と向かって「尊敬している」と告げたことがあるのだ。

「大変だねえ葵ちゃん、なかなか相手してくれないカレシ持つと」

　珠姫は赤面しているアカリをスルーして今度は葵に近づき、彼女の頭をポンポン叩いた。

「そうだ。鋭一、はやく遊ぼう」

　すると葵は思い出したようにピコン、と反応し、鋭一の腕を引いた。

「そ……うだな。特訓しなきゃだもんな」

「！　そうですよ、特訓！」

　二葉もそれを聞いて顔を上げた。

「お願いします、師し匠しよう！」

　そして鋭一の腕を引く葵の腕に、手をかけて引っ張った。

「む、むー？　鋭一、遊びたい。にのはちゃん、修行したい……」

　葵はぴょこぴょこと左右を見比べた。どちらも彼女にとって大事だった。昔からすれば、随ずい分ぶんと贅ぜい沢たくな悩なやみだ。もちろん欲よくを言えばアカリとだって遊びたいし、珠姫とだって遊んでみたい。

　葵はしばらく楽しそうに迷った後、ぴた！　と一度止まり、そして、言った。

「ぜ……全部やる！」

　頰ほおを紅潮させてそう叫さけぶ葵は、ちょっと嬉うれしそうだ。

「──ああ。そうしよう」

　鋭一が返事する。

「はい師匠！」

　二葉も。

「いいじゃん。負けないよ」

　アカリも。

「へえ、あたしもたまには、混ざってみようかな？」

　珠姫までも。

　いつの間にやら増えたゲーム仲間は、今や五人。

　一人で特訓するのも嫌きらいじゃないが……にぎやかな今日の雰ふん囲い気きは、今までにないくらい楽しいように思えて、鋭一は笑った。

　それから彼らは次々に電脳空間に飛び込んで、存分に技わざをぶつけ合った。

　疲つかれて動けなくなるまで、楽しさが途と切ぎれることはなかった。
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「──なので、今日はお兄ちゃんの家に泊とまります」

「…………なんだって？」

　帰り道。いきなり飛び出した二葉の発言に、鋭一は耳を疑った。

「聞いてなかったんですか!?」

「ああ、いや、いきなりそんなこと言い出すと思わなくてさ」

　限界までゲームを楽しんだ五人はその後、店の前で解散し、今は鋭一と二葉、それと葵の三人で歩いている。

　二葉は腰こしに手を当てて、口を尖とがらせた。

「明日は土曜日だから学校もないし、家にはＶＲ設備がないので、プラネットに入れないです。特訓もできないし……『リーフ』の手がかりだって、お兄ちゃんとプラネットしてれば見つかるかもしれない。週末を無む駄だにするなんて、もったいないです」

「ま……真ま面じ目めだなあ」

「お母さんにも、もう言ってあります！　まったく問題ナシです」

　両手を胸の前にぎゅっと握にぎって、宣言する。どうやら初めからそのつもりだったらしい。鋭一は「なら、仕方ないかあ」とため息をついた。

　──のと、同時。

「…………いいなあ」

　横から、つぶやく声が聞こえた。子こ猫ねこが囁ささやくような、小さな声だった。

「鋭一の家に、お泊まり……わたしも、したいなあ」

　葵は、耳をしおれさせた猫ねこのようにしょげ、道路に向かってぽつりと言葉を落とす。

「あ……」

　鋭一は思い出した。葵は以前からずっと、鋭一との「お泊まり」に興味を示していた。

　大会の時のホテルは、大勢の人がいて「お泊まり」とは違ちがう感じだったし、未いまだその願望はあるのだろう。だが、鋭一は今のところ、自分のワンルームに葵が泊まるのは断り続けていた。休日に遊びに呼ぶことはあっても、夜には帰していた。




　なぜなら……当然、妹が泊まるのとカノジョが泊まるのでは、意味合いが全然違う！




　だから葵が落ち込んでも、鋭一はなかなか気軽に誘さそうことはできない。

　葵と、お泊まり……想像してみると絶対に楽しいような気はするが、平田鋭一は下心なくカノジョを家に呼べるような十六歳男子ではないのである。

　同時に鋭一は、「下心があるから、呼ばないでおこう」と考える程度にはお人よしで、小心者だった。

　どうやって、お泊まりなしで葵を慰なぐさめようか……鋭一はそれを考え始めていた。のだが。

「……いいですね、それ」

　先に発言したのは、二葉だった。

「師匠もぜひ、きてください！」

「に、二葉!?」

「私が特訓するんですよ。師匠もいたほうが、絶対にいいです」

　二葉は指を立て、いかにも理論的なように言った。そう言われると反論しづらい。

「それに……」

　そして二葉は、鋭一と葵を交こう互ごに見て、心中でつぶやく。

（お兄ちゃんたちが、恋こい人びと同士……今まで全然それらしいトコは無かったけど、お泊まりすれば、何か見れるかもしれないです）

　彼女はそもそも「恋人関係」というものに興味があった。大人っぽいからだ。

　だが、それを経験しているという鋭一が、あまりに「それっぽくない」ので、少し拍ひよう子し抜ぬけしているところだったのだ。

「ねえ、お兄ちゃん。彼女さんが泊まるのは、別にオカシイことじゃないですよね？」

「う……うおお。言うなあ。まあ、いい……かなあ？」

　ぐい、と妹に詰つめ寄られ、鋭一は流れでＯＫせざるを得なかった。まあ、二人きりではないわけだし、何とかなるだろう。

　そして鋭一が了りよう承しようした、その瞬しゆん間かん。

「──いいの!?」

　葵は目を輝かがやかせて、ぴょん、と嬉しそうに一回転ジャンプ。心から嬉しそうに、鋭一の腕うでに飛びついた。

「やった。やった」

「あ、葵……」

　鋭一は苦く笑しようした。そんなにも、泊まりたかったのか。

　今まで友達もおらず、こういった経験に乏とぼしかった葵。友達とプリクラを撮とるだけで大はしゃぎする彼女にとって、お泊まりイベントというのは、それはもう大事件なのだ。

「わかったわかった。……今日は、みんなで泊まろう」

　葵がこんなにも嬉しそうなら、それだけで下心を吹ふき飛ばす理由になる。鋭一たちはアパートのほうへ向けて歩き出した。
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　ドアを開けると、いつもの狭せまいワンルーム。

　だが今日ここに帰ってきたのは、三人。

「ふう。ただいまー……」

「誰だれも待ってないのに、言うんですか？」

「これはまあクセっていうか……家に言ってるようなもんだよ」

「何ですかそれ……」

　呆あきれたような声の妹と会話する。だが会話する相手がいるというのは、実際良いものだ。

「お泊まり、お泊まり」

　二人の後ろで靴くつを脱ぬぎながら、葵はそわそわと視線を泳がせている。そろそろこの家も見慣れた頃ころだろうが、ここで一晩を越こす、と考えると違って見えるのかもしれない。

「──しかし、よく家族からＯＫ出たなあ」

　その葵に目をやりつつ、鋭一はつぶやいた。葵は家に軽く電話をしたようだったが、やけにあっさりと電話を終えていた。すんなりと許可されたのだろうか？

　葵は父親を亡なくしており、兄弟もいない。電話したとすれば母親のはずだが、よく年頃の娘むすめの外がい泊はくを許したものだ。……彼氏の家、と伝えていないのかもしれないが。

「うん。お母さんが、いいって」

「そ、そんな簡単に……？」

「何かされそうになったら、殺していいって」

「えッ」

　鋭一は声を詰まらせた。確か葵の話では、暗殺拳けんを使うのは父親のほうで、母親は違ったはずだが……。

　しかしまあ、ある意味で納なつ得とく感はある。何かあったら殺せばいいなら、なるほど外泊しても問題なしだ！

「なんか……凄すごいお母さんだな」

「うんっ。お母さんは、すごい人」

　若じやつ干かん引いている鋭一に、葵は笑え顔がおでうなずいた。やはり一色家、母親もただものではないようだ。

「ま、まあとにかく……飯にするか」

　鋭一は気を取り直し、狭いキッチンにドサドサと置かれたスーパーの袋ふくろに目をやった。

「お兄ちゃんは黙だまって待っててください。さっきの話だと……怖こわいですから」

「へいへい」

　二葉は息巻いて、兄をキッチンから追い払はらう。

　そもそもここで夕飯を作ること自体、鋭一の想定にはなかったのだが……どうやら二葉は作るつもりらしい。




　──「そういや夕飯、どこで食ってく？」

　鋭一は帰路、そう聞いた。当たり前のように外食するつもりだった。

　だが二葉は、じとっとした目を兄に向けた。

「お兄ちゃん……もしかしてご飯作らない人ですか？　引っ越してから、料理って何回くらいしました？」

「一回だ」

「少なっ。家、出てから何年か経たってますよね!?」

「あの時、俺は誓ちかったんだよ……負けるとわかってる勝負は、二度としないってな」

「何があったんですか!?　……わかりました。なら、私が作ります」




　そうして、二葉はスーパーで食材を買って帰る、と言い出した。

　昔はあまり見たことがないが、いつのまに料理も身に付けたのだろうか。

　意い気き揚よう々ようとキッチンに立つ二葉。それを、後ろから葵が見守っている。

　そういえば、以前は弁当なども作ってきてくれた事もある葵。実際、味もかなり良かった。彼女は料理ができるのだ。味わったことはあるが、そういえば鋭一も実際に料理しているのを見るのは初めてだった。

「ふふ。師し匠しよう……お兄ちゃんの好きな料理、知ってますか？」

「……え」

　作業に入る前。不意の質問に、葵は言葉を止めた。そういえば、ちゃんと聞いたことはなかったのだ。以前お弁当を作った時も、自分が作れるものを作っていた。

「師匠といえど、知らないようじゃ甘いです。恋人、なんですから」

　二葉は得意げに薄うすい胸を張り、

「お兄ちゃんは昔から……唐から揚あげとか、ハンバーグとか、そういうわかりやすいのが好きですけど」

「！　鋭一の、好きなもの……」

「ちょっとそのへんは、難しくて私にはまだ作れませんから……でも。カレーならできます！　お兄ちゃんはカレーも好きなので」

「そう……なんだ」

「そうです。ウチのカレーには、隠かくし味でコーヒーの粉を入れたりもするんですよ。そうしたらお兄ちゃんはきっと喜びます。だから……えーと」

　二葉はスーパーの袋を漁あさりながら話し続ける。葵は感心した。

「すごい。にのはちゃんは……鋭一のこと、ちゃんと考えてるんだね」

「当然です！　……じゃない。ええと、一応、泊とめてもらうワケですから。義理を通してるだけで……うーんと……あれっ」

「どうしたの」

　何らかの異変を感じ、葵は問いかけた。

　二葉はビニール袋をぎゅっと摑つかみ、ちょっと涙なみだ目めで顔を上げる。

　それから……絞しぼり出すように、言った。

「コーヒー……買い忘れましたぁぁ」

　彼女の目の端はしには、本当に涙が光っていた。完かん璧ぺきにできなかったのが、よほど悔くやしいのだろう。葵はそんな二葉の頭を撫なでて慰めた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ……だよ。コーヒーなくても鋭一、ちゃんと、よろこぶよ」

「し……師匠」

「えへへ。いもうと、できたみたいで嬉うれしい」

　葵はどこか感かん慨がい深げに目を閉じた。母と二人暮らしの葵にとって、これもまた、友達とプリクラを撮るのと同じように、得え難がたい経験なのだ。

「うーん……じゃあ、気を取り直していきましょう。お兄ちゃんの喜ぶもの……もう一つ、あります」

　こちらが本命だ、とでも言うように二葉はカバンからエプロンを取り出した。

　泊まるつもりで持参していたのだろう。

「ふふふ。これは恋人の役目ですよ、師匠。こういうの知ってますか──？」

　二葉は声のトーンを落としつつ、自分のスマホの画面を葵に見せた。

「──え」

　そこに表示された写真を見て、葵は固まった。




　エッチな本が、写されている。

　肌はだ色いろ多めの表紙で、そこに描えがかれた女の子の格好は──




「む……むう？」

　葵が首を大きく傾かたむける。

「これは私が、お兄ちゃんの部屋で発見したものです。この意味がわかりますか？」

　二葉は薄い胸を張り、鋭一がよくそうするように人差し指を立てる。

「お兄ちゃんはコイビトに、こういうのをして欲しいってコトですよ……！」

　その言葉に、葵はこくりと、小さな喉のどを鳴らしてツバを吞のむ。少し顔が赤くなる。

「え、鋭一が……よろこぶ……？」

「喜びます！」




　──と、いうところで。

　鋭一は薄いカーテンで仕切った向こう側のキッチンから、自分の名前が聞こえたのに気が付いた。二葉が妙みように張り切っていたのも気にかかる。

　気になって耳を澄すますと、なんだか料理にしては、やたらと衣きぬ擦ずれの音がしているような……？

「おーい、いったい何してん──」

　料理に関しては引っ込んでろ、と言われたものの、自分の家で変なことをされたら困る。

　鋭一はカーテンを開け、中の様子を、見てしまった。

「あっお兄ちゃん、ちょっと早い！」

　二葉の声。彼女の姿は特に問題はない。

　問題は、その向こう側。鋭一は見てしまった。そこには……




　裸はだかエプロン姿の葵がいた。
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「──ッ!?」

　思わず一いつ瞬しゆんで目を逸そらす。ウソだ。そんなバカな？

　恐おそる恐る、もう一度目を戻もどす。




　裸エプロン姿の葵がいた。




　間ま違ちがいなかった。しかも、横から見てしまった。

　エプロンの肩かた紐ひもの下から見える鎖さ骨こつのライン。ほっそりとした腕うで。さらにエプロンを押し上げる、ほどよい胸のふくらみが──これ以上見ちゃダメだ！

「えっ、鋭一……よろこんだ……？」

　思わず両手で胸むな元もとを隠しながら、葵がか細い声を出した。彼女はまだ、エプロンの腰こし紐ひもを結び終えていなかった。ひらり、とエプロンの下部が動く。その、下には──

「二葉！」

　鋭一が、ものすごい勢いで後ろを向きながら叫さけんだ。

「次に勝手に俺の部屋に入ったら……俺はもうお前を許せないかもしれない……！」

「は……はい!?」

　二葉は、おそらく人生で初めて、鋭一から「圧」を感じてたじろいだ。

　男の子の世界は、それはそれで彼女にとっては難しいものなのであった。
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　結局それから二人の少女は、普ふ通つうに料理をすることになった。

　師し弟ていは姉し妹まいのようにキッチンに並び、微笑ほほえみ合って料理に挑いどんだ。

　タマネギを剝むいて二人で涙する。

　肉を二葉が手て際ぎわよく炒いため、葵が褒ほめる。

　葵がジャガイモとニンジンを取り出し、空中に放ほうり投げ、手刀で切り刻む。

　二葉が真顔になる。

「お肉はむり」と葵が言った。

「お肉以外はできるんだ」と二葉は思った。

　空中でバラけた野菜が鍋なべの中に落ちていく。スマホを見ている鋭一は、それに気づきすらしない。彼の見てないところで、こんなことをしているのが面おも白しろくて、二人は顔を見合わせて笑った。

　そうして完成したカレーを、三人で食べた。葵にとっても、二葉にとっても……とても楽しい時間になった。

「ふうー。いや……美お味いしかったよ、ホント。ありがとう。二葉がこんなに料理、できるなんてなあ……」

「当然です！　一回で料理を諦あきらめるお兄ちゃんとは違うんです」

「うへぇ。返す言葉もねぇ」

　夕食を済ませた鋭一たちは、狭せまい部屋の中、思い思いに過ごしていた。

　食器は皆みなで洗い、それから鋭一はプラネットを扱あつかうサイトの巡じゆん回かい。葵と二葉は、少しゲームの特訓をした後、休きゆう憩けいがてらお茶を淹いれてくれていた。

　そんな散さん漫まんでのどかな時間の中、鋭一はなんとはなしに言った。

「あ、シャワー浴びたかったら好きに浴びていいから」

　──それが、次の展開の引き金になった。

「シャワー？」

　反応したのは二葉だった。好こう奇き心しん旺おう盛せいな妹は、食器を棚たなに片付けてから鋭一に詰つめ寄った。

「……何をぬるいコト言ってるですか？」

「ぬるい？」

　鋭一は彼女の意図がわからず、的を外れた返事しかできない。

「温度だったらホラ、そこのボタンで変えられるけど」

「そういう意味じゃないですよ！」

　二葉が憤ふん慨がいする。鋭一が首を傾かしげる。ついでに葵も、鋭一の後ろにやってきて一いつ緒しよに首を傾かたむけた。

「「むー？」」

「ふ、二人そろって……。いや、仲が良さそうなのはいいことです」

「なんだよ二葉、ぬるいって」

「ふふふ。不ふ甲が斐いないお兄ちゃんの代わりに、私は色々調べてきてあげたんです」

　二葉は自分のスマホを取り出し、ネット上の記事を鋭一に見せつける。

「恋こい人びとというのは……一緒にお風ふ呂ろに入るんです！」

「え……ええー!?」

　堂々と言い切った二葉に、鋭一は素すっ頓とん狂きようなリアクションをした。

「い、いや……そりゃあ噂うわさで聞かないでもないけども！」

　鋭一は明らかに狼ろう狽ばいして後退しようとしたが、部屋が狭すぎて下がれなかった。二葉がスマホの画面を近づける。

「鋭一と、おふろ？」

　葵はぴく、と反応して顔を上げた。

「葵？　もしかしてちょっと興味持ってない？　落ち着こう？　な？」

　鋭一は両手でステイ、ステイと葵を制する。だが犬ならばともかく、この無む邪じや気きな子こ猫ねこはそうそう言うことを聞かない。

「鋭一となら……たのしそう、かも」

「軽く言わないでくれよ!?」

　葵は少しうつむき、はにかんで、期待するような声を出した。

　だが鋭一も必死だ。葵は「鋭一となら、何でも楽しそう」とばかりにすぐ希望するところがある。

　鋭一だって興味がないと言えばウソになる。でも、まだ早いような気もするし、そんな勇気もない。何より……妹の前でやることじゃない!!

「いやいやいや。今じゃないでしょ、どう考えても。二葉もいるしさ」

「私がオススメしてるんですけど……？」

「もうちょっとデリカシーとか持とう!?　とにかく断固として俺は入らんぞ。少なくとも、今日は！」

「……意気地なし」

「むー」

　二葉はため息をつき、葵は残念そうに消しよう沈ちんした。それから一秒、二秒……三秒たって、葵はピコン、と再び顔を上げた。

「じゃあ……にのはちゃんと、入る」

「「──ええ!?」」

　今度は兄きよう妹だいが揃そろって驚おどろく番だった。

　葵は無邪気な顔で目を輝かがやかせ、

「さっき、いもうとできたみたいで嬉うれしかった。いもうととお風呂……入ってみたい」

「わ、私は妹じゃなくて弟で子しですよ!?」

　今度は二葉がうろたえる。だがここで鋭一はその提案に飛びついた。

「なるほど。弟子なら……師し匠しようの背中くらい、流さないとなあ？」

「え？　え？」

「女の子同士だし、何の問題もないな。なあ葵？」

「いもうと」

　葵はふんふん、と鼻を鳴らして頷うなずいた。二葉に迫せまる様子は、ちょっといかがわしく見えなくもないが……葵はあくまで姉妹欲よくに突つき動かされているのであって、性欲ではない。だったら大だい丈じよう夫ぶだろう。

「ちょ……ちょっと師匠、怖こわいですよ？」

「いもうと……だめ……？」

「だ、ダメじゃない……ですけど」

　結局、なしくずしに二葉が折れた。

　実際のところ、葵に逆らえる人間というのを鋭一は知らない気がする。珠姫やアカリですら、葵にねだられると弱い。

「あらゆる意味で……最強なんだよなあ」

　いそいそと入浴の準備をする二人を見ながら、鋭一は一人ごちた。




　──そして。




　脱だつ衣い所じよから聞こえる二人分の衣擦れの音。

　ボタンをひとつひとつ外す音、シュルル……パサ、という服を脱ぬぐとき特有の音。

　ワンルームながらバストイレ別を選んだのは鋭一のこだわりだ。

　だが、それだけに……ドアのむこうに、女の子の世界がつくられる。

「…………」

　鋭一は少しだけ後こう悔かいしていた。これはこれで、なかなか刺し激げき的なものだ。わずか数メートルむこうが、一時的とはいえ女湯になってしまった。

　ガララ、とバスルームに出入りする音がし、続いて、水音。

「じゃあ、シャンプー……お流しします」

「えへへ。お願いします」

　湯気でくぐもった声。

「師匠……思ってたより『ある』ですね……」

「？」

「わ、私もそれくらいになるでしょうか」

「大丈夫。わたし、ちゃんと師匠するよ？」

「ゲームの話じゃないですよ！」

　二葉は葵の、泡あわのついた髪かみをすくように洗う。その艶つややかな髪かみ質しつに驚きながら。

「師匠って……ちょっと子どもっぽいかも、って思ってましたけど……こうして見ると、綺き麗れい……ですね」

「えっ!?」

「い、いえ。独り言です」

「……にのはちゃんも、長い髪の毛、きれい、だよ？」

「わ、私は！　……その、まだまだです、から」

　二人で交こう互ごに、髪を洗い合う。まだ幼さの残る少女たちだが、その空間には単に浴室であるという以上に、しっとりとした雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　髪を、洗い終わるまでは。

「あれ？」

　気が付いたのは、続けて体を洗おうとした二葉だった。

　ボディソープのボトルを二度、三度プッシュする。だがスカ、スカと空気音がするのみで中身がさっぱり出てこない。

「お兄ちゃーん!?　ボディソープがからっぽですよ!?」

　その一言で、鋭一は我に返った。

「え!?　ああ、そうだっけ」

「もう。やっぱり抜ぬけてるお兄ちゃんです」

　替かえは、まだストックがあったはずだ。急いで棚たなを確かめ、発見した詰め替え用をつかみ、封を切る。そして──

　そして、これをどう渡わたせばいいんだ!?

　鋭一は止まった。止まるしかなかった。

　二葉は兄の反応がないので、少し不ふ機き嫌げんな声を出す。

「お兄ちゃん？　ボディソープがないって言ってるんですけど！」

「い、いや、だって」

　ここで鋭一にとっての誤算があった。

　二葉は思った以上にしっかりしていない様子の兄に、結構な苛いら立だちを感じていた。

　同時に、二葉の鋭一への距きよ離り感は小学生の頃ころのままだった。一緒に横並びで画面に向かい、上下も性別もなく遊んでいたあの頃のままだった。

　つまり、実家のノリだった。

　その動きには一いつ切さいのためらいがなかった。

「もう、早くちょうだいって──」




　──ガラッ。




　その音は、戸を開ける音だった。浴室の戸だった。

　実家だったら、小学生だったら、家族だったなら。浴室の戸くらいは容よう赦しやなく簡単に開くだろう。

　……ただし今、その中にいるのは。年とし頃ごろの少女二人なのだ！

「え」

「あ」

　目の前に、白い裸ら体たいふたつ。高校生男子が固まる。中高生の少女も固まる。

「あああああ、な、何でドア開け!?」

　鋭一は大おお慌あわてで目をそむけようとした。「見られた」事実に気づいた妹の顔が真っ赤に染まるのが見えた。その奥で、驚いたように顔を紅潮させる葵の顔も、視界の端はしに見えた。

「ご、ごめ──」

　全力で首をひねって後ろをむく。全力で！　全身に力が入る。詰つめ替え用ボディソープのパッケージを思い切り握にぎる。

「あっ。お、お兄ちゃ──？」

　二葉が止めるのも間に合わない。粘ねん性せいのある液体が、浴室中に飛び散った。
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「「「…………」」」

　みっつの無言が、空間を支配した。

「しまっ……だ、大丈夫!?」

　被ひ害がい状じよう況きようが気になって、思わず浴室に目がいく。

「何でもう一回こっち見るんですか!?」

　妹の顔が、さらに赤くなるだけだった。




　　　　　　　＊＊＊




「まったく、ひどい目に遭あいました……」

　髪をタオルで拭ふきながら、二葉がこぼす。

　その横で葵は、気持ちよさそうにドライヤーの風を浴びている。手て櫛ぐしで髪をとかす様子は、毛づくろいをする猫ねこのようだ。

「だからゴメンって……いや、俺も何が悪いのかよくわかんないけど」

　鋭一は何がなんだか、といった感じでふわふわした謝罪をした。よくわからない。

「まあ、お詫わびというか……プラネットはいくらでも使っていいからさ」

「ふん。当然です」

　二葉はタオルを置くと、そわそわとＶＲゴーグルを握った。やはりゲームとなると血が騒さわぐのだろう。妹がその気なら、鋭一だってその気になる。

「いくらでも相手するよ。修行の成果ってやつ……見せてもらおうか？」

「いいでしょう。師匠も、見ててくださいね！」

「うん。がんばって」




　そうして鋭一と二葉が、再び拳こぶしを交えることになった。

　プラネットの戦場に、アバターとなった兄妹が降り立つ。




　二葉の『フタバウサギ』は、もともとスキル〈スプリング〉に特化したアバターだった。

〈スプリング〉というのは「脚きやく力りよく強化」のスキルで、一時的にジャンプ力やキック力が跳はね上がる。〈空くう歩ほ〉のように空中ジャンプ、二段ジャンプができるわけではないが、そのぶんジャンプの高さ、飛距離、スピードで上回る。

　だから、例えば──

「いき……ます！」

　試合開始と同時にフタバが地面を蹴ける。前方への、突とつ進しん！

　まるで飛行でもしているかのような、強きよう烈れつな踏ふみ出しだった。そのまま腕うでを構え、前に出す。──目め潰つぶし！

「読め……てるぞ！」

　だがそれをＡ１は、紙かみ一ひと重えでかわす。

「くそっ。惜おしいです……！」

　だが、紙一重だった。見切りの名手であるＡ１に紙一重まで迫った時点で、もはや初心者の技わざのキレではない。

「やるな……葵ほどの動きができない分を、スキルでカバーしたのか」

　抜け目なくカウンターで掌しよう底ていを決め、初撃を取りつつもＡ１は褒ほめた。

「まだまだ！」

　その後、幾いく度どもの交こう錯さくがあった。

　フタバはまだ目潰ししか教わっていないようだが、その技はモノになりつつあった。

「これ……一人でけっこうコソ練したな？」

「ふふん、秘密です」

　フタバは葉っぱでできたウサミミをぴんと張って得意がった。練習しました、と言っているようなものだ。やはり……鋭一に似て、勤勉なのだ。

「でも……それでも、当たらないんですね」

「ああ。俺だって、サボってるわけじゃないからな」

「うぅ。一回、くらい……！」

　途と中ちゆう、フタバは焦あせりだした。それが良くない影えい響きようとなり、反はん撃げきをもらう回数が増えた。

「落ち着けって」

「私、まだ、追いつけないんですか……？」

「……待っててやるワケには、いかないからなあ」

　手加減するな、と言われていることもあり、Ａ１はきっちりとトドメを刺さしにいった。

　そうなれば当然、Ａ１が勝つ。

「ゴメンな。悔くやしいだろうけど、頑がん張ばるしかないんだ。俺も、二葉もな」




　戦いの後。葵は二葉をとても褒めた。

「にのはちゃん、すごい……！　ちゃんと目潰しの効果、出てるよ」

「し、師し匠しよう……へへ。あっ。で、でも、負けは負けです」

　一いつ瞬しゆん、頰ほおを緩ゆるめかけた二葉だが、すぐに表情を締しめなおした。

「繰くり返すしか、ないんです。えっと、だからお兄ちゃん、もう一回──」

　そうして再びゴーグルを被かぶろうとする。だが少女の小さな頭は、そこで一度、こっくりと揺ゆれた。

「うぅ、あれっ」

「に、二葉。もう眠ねむいんじゃないのか……？　今日は夕方もゲームしたし、料理とかも頑張ってくれたしなあ」

「そ、んなの、言い訳にならないです。リーフも探さなきゃいけないのに……ふぁ」

　強がりながら、最後にあくびが出た。すると、

「ふふ。にのはちゃん、眠そう……ふぁ」

　葵まで、もらいあくびをしていた。実際、彼女も眠いのだろう。けっこう早はや寝ねなのだと、鋭一は聞いたことがある。

「ほら、師匠も眠いってさ。そろそろ……今日はやめとこうぜ」

「う……時間が、もったいない……です」

「コンディション悪い時にやってもいいことないって。……社長の受け売りだけどさ。それだけに、マジだと思うぜ」

「社長さん、が……？」

　あこがれの珠姫が出てくると、二葉は弱い。さらに師匠まで眠そうとあっては、流石さすがに仕方なかった。

「だから、もう寝よう。二人はベッド使いなよ。俺は床ゆかで寝るから」

　鋭一はそう言って、眠そうな二人をベッドに上げようとした。

　が、二葉はそこにも反応した。

「それは、子ども扱あつかいですか……？　二人がベッドで寝てください。恋こい人びとなんでしょ？」

「またそれ!?　それは、こう……ダメじゃないかなあ」

「恋人なのにですか？」

「むー」

　寝る前にまで言い争い始めた兄妹に、葵は首を傾かたむけた。

「けんか、良くない」

「あ、いや、別にケンカしてるワケじゃ」

「三人で寝ると、だめ……？」

「えっ」

　そして葵は、そう提案した。

「ねえ、にのはちゃん。だめ……かな」

「わ、私ですか!?　そ、その……」

　二葉は鋭一と葵を交こう互ごに見て、それからうつむいて──

「だめじゃない……です」

　若じやつ干かん恥はじらいつつ、同意した。鋭一は困りつつも苦く笑しようした。やはり葵には、誰だれにも逆らえない。




　そうして三人は、決して大きいとは言えないベッドに、無理やり川の字で横になった。

　鋭一は真横を見た。真ん中が二葉で、壁かべ際ぎわに葵。葵は早くも、すうすうと寝息を立てて眠っている。その幸せそうな寝顔を見ているだけでも、穏おだやかな気分になれるようだった。

「まったく……いい顔で寝るんですから、師匠……」

　だが、二葉は少しだけ不服そうだった。

「ねえ、お兄ちゃん。……まだ起きてますよね？」

「ああ」

「ちょっと……聞きたいんですけど」

　鋭一は返事した。暗い部屋に言葉だけが飛び交かう。この感じは、なつかしい。

　昔、小さい頃ころ。二葉と一いつ緒しよに寝ていた時代……。よくこうして、布ふ団とんに入ってからも会話をした。

「恋人って……何なんですか？」

　それは純じゆん粋すいな疑問だった。

　二葉にとっては「オトナ」なことで、興味の対象で、ちょっと憧あこがれもあった、こいびとというもの。

　それまではフィクションでしか知らなかった恋そ人れに、なんと兄がなったというので、何が見せてもらえるのかと思ったのだが。

「キスもしない。お風ふ呂ろも入らない。二人で寝たりもしない……」

「いや、俺たち、まだ高校生だしさあ……それに人前だし」

　鋭一はもごもごと言い訳した。決して的外れなことは言っていない。やすやすと人に見せるものでもないだろう。二人きりでも……したことは無いが。

　二葉としても鋭一の言うことは、わかる。わかるのだが、どこか釈しやく然ぜんとしない。納なつ得とくのいかない部分がある。

「まぁ……わかりました。お兄ちゃん、そういうトコ、変わってないですね」

「そんな簡単に変わるかよ……。恋人ができたって、俺は俺なんだし」

「なる……ほど」

　そこまで聞いて、二葉はいったん会話をおさめた。

　思い当たる部分があったからだ。プログラムを学び、「リーフ」を作り上げ、さらに暗殺拳まで習ってみても。確かにそれぞれ成長はしているが──もちろん、急に凄すごい人になれたワケじゃない。大人になれたワケでもない。

　しばらく無言で布団でもぞもぞしてから、二葉は再びつぶやく。

「難しい……ですね。はぁ。リーフも見つからないし……どこ行っちゃったんだろう」

「まあ、また探そうよ」

　そういえば今日も、リーフの手がかりすら得ることはできなかった。

　一応毎日、関連サイトでの情報収集や、知り合いへの聞き込みはしているのだが。

「──あの子は」

「ん？」

「あの子は、私の気持ち……強くなりたいとか、凄くなりたいとか……そういう気持ちを、プログラムしてあるんです」

「気持ちを……プログラムする？」

　鋭一がオウム返しする。一言では、よくわからない。

「そういう風に動くように、できてるんです。目の前に学べるものがあったら、記録する。たとえば、強いアバターがそこにいたら、戦い方を覚えると思います」

　二葉は布団をぎゅっと握にぎる。

「きっと……今もどこかで、頑張ってるはずです。だから私も──ふぁぁ」

「──寝よう、今は。それに……やっぱ二葉は十分、凄いよ」

「……！　そう、ですか」

　不意にストレートに兄から褒められ、二葉の表情が緩んだ。

「ふふ……お兄ちゃんがそう言うなら、信じてあげます」

「何だよそれ」

　二人は暗くら闇やみの中でこっそりと、笑った。

　そうして眠ねむ気けとともに、徐じよ々じよに言葉数が減っていき、いつしか兄きよう妹だいは眠りに落ちていた。
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「──やったー！　勝ちぃ」

「…………っ！　もう！」

　それはごくごくありふれた、とある家庭の光景。

　子供部屋の小さいテレビの前で、幼い兄妹がゲームで遊んでいる。

「はー。やったぞ、三連勝だぁ」

　勝った兄は素す直なおに喜び、負けた妹のほうは悔しげに唇くちびるを結んでいる。子どもとはいえ、家庭内とはいえ、ゲームでの対決はいつだって、プライドを懸かけた真しん剣けん勝負となる。

　遊んでいる、といっても、「遊びではない」。本気である。何しろゲームの勝ち負けというのはとても価値のあるものなのだ。

　──特に、負けず嫌ぎらいなこの二人にとっては。

「…………っ。うぅ」

「……あ。ご、ごめんごめん」

　が。連敗した妹の大きな瞳ひとみに涙なみだが見えた瞬しゆん間かん、さすがに兄も慌あわてた。

「次はハンデつける？　それとも別のゲームに──」

　妹の機き嫌げんを取るために色々と提案しつつ、頭を撫なでようと手を伸のばす。

　が。その手は、妹の手によってぴしゃりと拒きよ否ひされた。

「……子ども扱い、しないでください」

　妹は頰ほおを膨ふくらませ、なるべく兄に顔を見せないようにしつつ兄の手を跳はねのける。

「え、だって二にの葉は、泣いて──」

「泣いてません！」

「いや、それ涙──」

「……泣いてません」

　妹は座ったまま兄に背を向けて、ごしごしと顔をこすっている。たぶん、涙を拭ふいた。

　そして、ちょっと震ふるえた声で……その心中を吐はき出す。

「それに。ハンデもらって勝ったって……うれしく、ないです」

　小さな手をぎゅっと握る。声に熱っぽさが増す。

「お兄ちゃんが強いの、知ってるし。凄いと……思ってるし」

　二葉と呼ばれた女の子は、背中越ごしに兄のほうを見る。その表情に入り混じるのは、負けた悔くやしさと……素直な憧れ。

「でも！　私だって……いつか、お兄ちゃんに勝てるくらいになりますから。お兄ちゃんと同じになるためには、ハンデなんかもらっちゃダメなんです」

「う、うん」

　決意に満ちた妹の言葉に、気け圧おされるように兄はうなずいた。

　二葉は再び兄のほうを向き、コントローラーを握った。目元はまだ少し赤い。

「もう一回、やります」

「い……いいの？」

「やんなきゃ、強くなれないです！　……それに」

「それに？」

「お兄ちゃんとゲームするのは……楽しい、です」

　ぽつりと、最後に彼女は言った。

　いつも全力でゲームする兄。そしていつでも、楽しそうな兄。

　そんな兄とゲームをするのが、二葉は──負けると悔しいけど、ものすごく悔しいけど──それでも、好きだった。

「……わかった。じゃあ、やろーぜ」

「……うんっ」

　妹の想おもいに応こたえるように兄もまた、コントローラーを握る。涙が見えたのはちょっと慌てたけれど、彼女がゲームしようというなら、もちろん断らない。

　画面では次の戦いのためのローディングが始まっている。次は、どんな攻こう撃げきをしてやろう。相手は何をしてくるだろう。どんな応おう酬しゆうが待っているだろう。

　次のゲームへのワクワクと期待で、兄妹の顔は徐々に、笑えみを取り戻もどしていった。




　──それから、数年。




　ゲームの強かった二葉の兄は、もっと強くなり、もっともっと強くなり──

　ついに、ゲームの「プロ」になった。

　そして、よりゲームに集中するために一人暮らしをする、と言って、家を出て行った。

　二葉は兄の背中を見送りながら、ひそかに誓ちかったのだった。

「いつか、私も……」

　あんなにだらしないと思っていた「お兄ちゃん」は、趣しゆ味みであるゲームの実力を認められて、手の届かない遠いところへ行ってしまった。

　同じ家で、同じ部屋で、隣となりに並んでゲームしていたはずなのに。急に、別世界の人になってしまったようだった。

　ずるい、と思った。うらやましい、と思った。




　だから二葉は思うのだ。早く大人になりたい。「凄い人」に、なりたい。

　……自分を置いて行ってしまったお兄ちゃんと、同じになるために。




　中学生になった今も、その思いは変わらない。

　加えて、兄の周囲にいる女の子たちを見て……さらにその願望は加速した。

　兄の「恋こい人びと」であり、驚きよう異い的な強さをもつ葵あおい。

　アイドルとして歌も踊おどりもこなし、かわいい上にバトルも一流のアカリ。

　女子高生にして社長であり、物もの腰ごしもプロポーションも高校生離ばなれしている珠たま姫き。

　いずれも、とてつもない存在だ。

　あと三年もすれば二葉も同じ歳としになるはずなのに、まったくそのビジョンは見えない。

　彼女らと比べると、あまりにも自分が何も持っていない気がした。

（でも……お兄ちゃんと一いつ緒しよにいるには、あのくらいじゃないといけないんです）

　つい、焦あせりがつのる。気持ちを落ち着かせるように深呼吸する。

　できることから、やっていくしかない。しかし、先を行く人間に追いつくには、相手よりも速いペースで進まなくてはならないのだ。

（待っててください……お兄ちゃん。絶対に、並んでみせますから）




　　　　　　　＊＊＊




「──はぁ!?　盗ぬすまれたぁ!?」

　珠姫が珍めずらしく驚おどろいたような声を出したので、隣にいた鋭えい一いちもびっくりして少しコーラをこぼした。どうやら、会社の人間と電話しているようだ。

　今日、鋭一と葵は、今後どのようにトップを目指すかを話し合うため、珠姫に呼び出されていた。二人と向かい合って座り、いつものように脚あしを組んで話を始めようとした珠姫だったが……そこに、電話がかかってきた。

　彼女は一度叫さけんでしまったのを隠かくすように声を抑おさえ、

「そんな簡単に……セキュリティは？　突とつ破ぱされたの？　はい？　『自ら開けた形けい跡せきがある』？　そんなコトが……まあ、ありえなくも、ないか」

　少し、取り乱しているような雰ふん囲い気きさえ感じられる。本当にレアなことだった。

「なんだろうな？」

「むー？」

　その場で見守る鋭一と葵には、首を傾かたむけることしかできない。

「とりあえず、必ず発見して。それが最優先。プラネット内のどっかで使われてるハズよ。他に使い道もないしね」

　そうして珠姫は電話を切り、「ふう」と一息ついた。

「しゃ……社長？　何か、あった？」

　鋭一は一応、聞いてみる。

「へ？　あ、ああいや……何でもないヨ？」

　珠姫は弾はじかれたように顔を上げ、うわずった声を出した。彼女から、こんな声が出るだけでも相当珍しいことだ。

「むー……ほんと……？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって！　少なくとも、あんた達が気にするコトじゃないよ」

　葵も気になったようで珠姫を見上げるが、気き丈じような女子高生社長は葵の頭を軽く撫で、

「今日は、ふたりの今後のプロモーションを考えるために来てるんだから。まず、そっちの仕事をしないとね」

　すぐに、いつもの顔に戻った。長い脚を組み替かえる。

　鋭一はそんな珠姫を流石さすがだな、と思うのと同時に……やはり、少し心配になった。

　あの珠姫が、わずかとはいえ取り乱している。いったい何があったんだろうか？

　──実は。珠姫としても気が気でなかった。鋭一たちと話しながら、裏で頭を働かせ続けている。




　会社モストカンパニーで実験していた、プラネット用の戦せん闘とうＡＩデータが「盗とう難なん」に遭あった。




　史上初の「バーチャル覚醒者アウエイク」をリリースするべく、調整を重ねていた代しろ物ものだ。

　プラネットのルールやスキルの情報、さらに人体の動作データ。そして戦闘時の行動をプログラミングし、自動で戦えるＣＰＵアバターを作る。

　平ひら田た二葉が「リーフ」でやりたかったようなコトを、この企き業ぎようも試ためしていたのだ。

　トレーニングモードで実装されているデコイよりも圧あつ倒とう的に高性能な、実戦に耐たえうる性能を目指していた。それこそ、人間のＡランク覚醒者アウエイクとも対等に戦えるような。

　そのためには、戦いのことだけをＡＩに教えてもダメだ。

　なぜならトップレベルの戦闘者たちは、身体からだの動きだけで戦ってはいない。相手の心までも読み、不意を打つ。人間の心理を知らずして、真の戦いはできない。

　だから、このＡＩには人間の性格や感情に関するデータまでも与あたえていた。

（どこから情報が漏もれたかわかんないけど……まあ、盗む価値はあるわね）

　珠姫は心中でため息をつく。

（はは……ホントにあるのね、こんな話）

　試作ＡＩを盗まれるなんて、映画などでも使い古されすぎたストーリーだ。だが、それは目の前で実際に起きた。

（いずれにしても……アレはまだ機密。やっかいな商売敵がたきに捕つかまる前に、なんとかしないと……！）

　珠姫が無意識にツメを嚙かむ。普ふ段だん見せない仕草が、鋭一はどうしても気にかかるが……社長が社長として隠していることを、わざわざ聞くのも違ちがう気がして、ここでは遠えん慮りよしておいた。
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　──同時刻。

　平田二葉は、一人でレンタルＶＲルームにやってきた。

「あら？　今日はお兄ちゃんは？」

「むっ。お兄ちゃんがいないとダメですか？　もう子どもではないんですが」

　店長のカオリからの言葉に、幼さの残る顔をあどけなく膨ふくらませる。

「──ああ、そういう意味ではないのよ。ただ、あなたのお兄ちゃんは大変おもしろいの。お姉さんちょっとつまんないなあ、と思っただけなのでご心配なく」

「お、お兄ちゃん、ひょっとして、この美人さんに遊ばれてますか……？」

　疑いを抱いだきつつ、その店長から受付票を受け取る。

　とにかく一人でも、個室は貸してもらえるようだ。それなら良い。

　二葉の目的はひとつ。一人でここで「レベル上げ」して……兄と師し匠しようを、驚かせるのだ。

　個室に入った二葉は、さっそくプラネットにログインする。

　フタバウサギが、戦闘フィールドに降り立つ。「プラネット」は、一人用モードもそれなりに充じゆう実じつしている。

　トレーニングモードでは、攻撃してこないデコイを相手に延々と技の練習をし続けることができるし、毎週違う特とく殊しゆルールでＣＰＵアバターと戦う、ミッション制の「スペシャル・ルール」というモードもある。

　自律的に動き回るＣＰＵアバターの技術はかなり進んでおり、モノによってはプロの覚醒者アウエイクを苦戦させる場合もあるほどだ。実は鋭一や葵もかつて、「スペシャル・ルール」のＣＰＵアバター相手にかなり追い詰つめられたことがある。

　ＶＲ格かく闘とうゲームにおける対戦は選せん択たくの連続だ。

　敵の攻撃に対し、かわすか？　ガードするか？　カウンターで攻撃するか？　その時、前に出るか？　左右に動くのか？　いったん退くか？

　それらの選せん択たく肢しを正解すれば相手にダメージを与えられるし、失敗すればその分だけ自分がダメージを受ける。

　その思考を、人間と同じようにできるＡＩが存在したら、きっとものすごく強い覚醒者アウエイクになるだろう。「選択」はまだ人間のほうが上うわ手てだが、体を動かすのはＣＰＵのほうが速い。

「……やあっ！」

　フタバが逃にげ回るデコイに目め潰つぶしを極きめる。

「ふふん。動く相手にも、まともに当たるようになってきました」

　ＣＰＵは規則的な動きしかできないが、その動きは素す早ばやい。目が慣れてくれば攻撃を当てることはできる。あとはこれを、対人戦に応用するだけだ。

「……ふう。ちょっと休きゆう憩けい、です」

　そうしてひとしきり特訓をしてから、二葉はゴーグルを外してソファに身を沈しずめた。

　このＶＲルームはドリンクバーが充実している。ゲームに疲つかれたときは、温かいスープがありがたい。

　ふう、ふうと息を吹ふいて冷ましながら口をつける。そして、つぶやいた。

「リーフ、どうしてるかなあ」

　思いを馳はせるのは、やはりリーフのこと。自作のプログラムといえば、我が子も同然だ。勝手に動けるようにしてあるとはいえ、試作品だ。いつ消えてしまってもおかしくはない。もしかするともう、どこにも存在しないのかもしれない。

　それでも二葉は「あの子はどこかで学習を繰くり返しているはず」と信じたかった。そのように作っている自信もあった。

「今日も、特訓終わったら少し探してみたほうがいいですかね……」

　休憩を終え、再度ログインする。練習ステージに移動。

　いつも賑にぎやかな広場ロビーと違い、ここにはフタバだけだ。あとはデコイが動いているだけ。

　……の、はずなのだが。この時だけはいつもと違った。

「……あれ？」

　フタバは気が付いた。明らかにただのデコイではない存在が遠くに見えた。

　その存在は、徐じよ々じよに寄ってくる。テコテコと、小さな身体で歩きながら──

「……リーフ!?」

　フタバウサギを縮小したような、葉っぱとウサギのマスコット。

　間違いなくリーフだった。

　なぜ、誰だれもいないはずの練習ステージにいるのか。なぜ突とつ然ぜん現れたのか。わからないが、とにかく探していた子プログラムが目の前にいた。

「リーフ！　いたんですね！　探したんですよ！」

「？　ワタシ、は……学習してました。学習モードが、ＯＮでしたので」

　感動しているフタバをよそに、リーフは冷静に答えた。

「あ、ああ、そうか。私が、学習をアナタの一番の目的にしてたから……」

　それで、フタバは合が点てんがいった。プログラムというのはある意味で、不器用なものだ。命令されたことしかできないのが、普ふ通つうなのだ。

　今、リーフが動いているのは「プラネットについて学習する」その命令をただただ忠実に実行しているだけ。

「とにかく、一回私のパソコンに戻もどりましょう。学んできたことも確かく認にんしたいですし……」

「ナゼ？」

　──ただし。その命令というのは、命令した本人にも止められない。

　フタバが、平田二葉がリーフに設定したのは「学習せよ」。ただそれだけ。その学習には終わりがない。終しゆう了りようの条件も設定されていない。

「……えっ。ああ、しまったです。もしかして、キャンセルする方法が、ない……？」

「学習継けい続ぞく。検けん索さく──興味深い情報を補足。アクセスします」

　リーフは短い両手を、中空に掲かかげた。何か……ネットワークに接続しているようだ。

「──ファイアウォールを検知。トライ。エラー。トライ。エラー。トライ。……突破」




　──ジジッ。




　不快なノイズ音とともに、リーフの腕うでの先で空間が歪ゆがんだ。そして……

　ズッ。という音とともに、黒い腕が、中空に生えてきた。

「え……何、これ」

　フタバは、リーフのすることを、ただ見ていることしかできない。生みの親の彼女ですら理解できないことを、リーフは行っていた。そんなことができるほどに、このプログラムは育ってしまっていた。




　──ジジッ。ジジッ。




　ノイズ音が大きくなる。中空に生えた黒い腕は、空間の歪みをこじ開けて這はい出てきた。それはヒトのような形をしていたが、全身が真っ黒だった。

　そして……

　リーフは、その黒い存在を受け入れた。

　黒い人ひと影かげが、リーフの身体に重なり、そして混じり合う。

「必要な戦闘データ……ここに詰まっている。さらに得られる。ワタシは、さらに成長できる……！」




　──ジ。ジジジ。ジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジ




　この時。

　リーフは……珠姫の会社であるモストカンパニーのコンピュータをハッキングしていた。そしてセキュリティを沈ちん黙もくさせ、試作ＡＩ──「バーチャル覚醒者アウエイク」となるはずだったそれを、引っ張り出した。

　それは知識の塊かたまりだ。モストカンパニーが教え込んだ、戦うための情報のすべて。

　リーフはそれらを、すべて盗ぬすんでしまった。プログラムに善悪などという基準は存在しない。存在するのは「プラネットについて学習する」という至上目的、それだけだ。

「うそ……リーフ……？」

　フタバはそうつぶやくのがやっとだった。もはや何もかもが遅おそかった。




　──ズ　ァ　ッ。




　フタバは見た。

　リーフの身体が一いつ瞬しゆんにして変へん貌ぼうし、別のアバターが現れた。

　形は、フタバウサギと同じだ。だが、全身が塗ぬりつぶされたかのように真っ黒だった。

「え……えええ!?」

　フタバが驚おどろき、尻しりもちをつく。

　それをあざ笑うかのように、黒いフタバはスッと立ち上がる。

　黒いフタバはまず周囲を見回し、それから自らの両手を見た。さらに腕、脚あし、と全身を確認する。両手を握にぎり、開く。そして、頷うなずく。

「Hello, World」

　電子音じみた、人工的な音声が発される。両の拳こぶしをグッと握る。

「思考フロー、身体動作処理、各部エラーコード『０ゼ０ロ』。異常なし」

　本来のフタバはそれを、呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

「アバター形状データ、コピー処理ＥＮＤかんりよう。自己の存在を確認」

　黒いフタバ──かつてリーフだったその存在はそこまで発声すると、顔を上げ……唐とう突とつに、駆かけ出した。

「感情表現処理ＯＮ。──フフ……成功。これで、もっと『先』に行ける。ワタシの目的を、遂すい行こうするコトができる……！」

　何事かつぶやきつつ、凄すさまじいスピードで練習ステージを去っていく！

「えっ？　あっ、待って……！」

「学習。成長。学習。成長。それこそが、ワタシの意味──」

　フタバが手を伸のばすが、まったく間に合いはしなかった。気が付けば黒いフタバの姿は見えなくなっていた。

[image: ]

「ど、どうしよう……私のミスだ。私が、止め方を設定しなかったから……」

　結局この日、それ以降に黒いフタバを見ることはなかった。

　こうして、モストのＡＩを取り込んだリーフ……黒いフタバのアバターが、完成形として世に放たれたのだ。
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　──然しかして。

　失しつ踪そうした黒いフタバが発見されるのに、さして時間はかからなかった。

　なぜなら……このＡＩは逃げも隠かくれもせず、さっさと表おもて舞ぶ台たいに出てきてしまったのだ。

　プラネットの花形「デュエル・ルール」。そのランキング戦に現れた、真っ黒なファイターはすぐに噂うわさになった。

「最近登録されたっぽいのに、無敗でＢランクに到とう達たつした新人がいるらしいぞ」

「全身真っ黒のアバターなんだってさ。ｎｏｚｏｍｉのファンかな？」

「チートとしか思えないような、異常な動きをするって聞いたぞ」

「……チート？　プラネットで？　聞いた事ないよな」

「だよなー。あの『ゴースト・キャット』もチートじゃないって話だし」

「とにかく今はさ……もうＢランクを荒あらし回ってるらしいわ」

　それらの噂は、実際のところすべて真実である。

　Ｂランクは、このたった一人？　のアバターによって、かなり情勢が変わりつつあった。




　たとえば、二日前。

「……何コレ？　真っ黒？　はは、だいぶ個性的だね。ちょっとウケる」

　チャイナドレスを身にまとった、艶あでやかな女性アバター「ソウジャン」が挑ちよう発はつ的に笑う。

「──言語解かい析せき。『挑発』傾けい向こうの発言と推定。感情表現処理ＯＮ。──フフ。ワタシをあまり、舐なめないほうがいい」

「へ？　何て？　独特な喋しやべり方するねえ」

　ソウジャンは言葉では挑発しつつ、手を前に出して構える。その所作に一いつ切さいの隙すきはない。

「ま、相手が何であれ、舐めることはないから。安心していいヨ？」

　そう。真の強者ゲーマーは手を抜ぬかない。まして彼女はＶＲ格かく闘とう流派「如によ意い道どう」の師し範はん代だいでもあるのだ。

「そうか。では安心する」

「ハハ、良い子だ。そのまま、おとなしくしてなよ？」

「おとなしくはできない。ワタシには目的がある。学習する、という目的」

　ソウジャンの構えに呼応し、黒アバターが前かがみの姿勢をとる。

「ワタシは……成長する！」

　そして、

　──［ＦＩＧＨＴ!!］

　試合、開始。……と同時。

　ソウジャンがゆらりと腕を前に。次の瞬間にはもう、彼女の手のひらは相手の眼前に迫せまっている。スキル〈伸しん縮しゆく腕わん〉！

　黒アバターがわずかに目を見開いた、ように見えた。そのまま、ソウジャンの掌しよう底ていが漆しつ黒こくの顔面にヒットする。黒アバターが後ずさる！

「被ひ弾だん。ダメージ確認。姿勢制せい御ぎよＯＮ。バランス修正処理」

「ははっ。手ごたえアリ☆」

「未知の動作を認知。記憶メモリーを復元ロード。ループ再生処理。右みぎ腕うでの伸縮を確認──なるほど、なるほど」

「理解できたかい？　『届かぬ者は、届く者に勝てぬが理ことわりである』……師し匠しようの言葉さ。なんだったらキミも門下生に……」

　ソウジャンが再び挑発する。だが、黒アバターは動きを止め。

　大きく一度、頷いた。

「いや──『学習オボエタ』。もう十分だ」

「なにィ？　たった一回でとは聞き捨てならないね。やってみるかい？」

　納なつ得とくのいかない様子でソウジャンが再び構える。構えながら……もう、その腕は伸び始めている！　相手の虚きよを突つく、幻げん惑わくの両腕。

　ソウジャンのアバター名は「双そう蛇じや」に由来している。この左右の蛇へびに捕つかまったが最後、一方的に蹂じゆう躙りんされることになる……はずなのだが。




　──ジジッ。




　真っ黒な敵の輪りん郭かくが一度、大きく波打った。そして、直後。

　……その姿が、完全に消失する！

「！　なにっ？　〈ショートワープ〉か？　いや、直前の硬こう直ちよくがなかったような……」

「フフ。……それは≠ちがう。もはやこれはショートワープではない。……そうだな」

　再びその姿を現した時、黒い影かげはソウジャンの背後に回っていた。

　腕を伸ばした先から、いきなり背中に!?　ショートワープの距きよ離りではない！

「これは──〈座標転移テレポーター〉。覚かく悟ごしろ、そして戦せん慄りつしろ」

「くそ……っ」

　ソウジャンが慌あわてて後ろを振ふり向く。だが間に合わない。

「自動打撃オートスマツシユ開始。これが……ＡＩワタシの、チカラ……！」

　凄まじい連打が、ソウジャンに浴びせられた。

　まるで、あらかじめ動きの決められた機械のような、一切の無む駄だがない打撃の渦うず。

「く……っ、何、これ……！」

　とてつもない威い力りよくだ。一度劣れつ勢せいに立たされると、もはや抵てい抗こうすらできなかった。

　もちろん「如意道」にも、接近された時のための技わざはある。だが、それを出す暇ひまが……与あたえてもらえない!!

「ちっくしょう……『届かない』のは、私のほうか……！」

　彼女は苦笑いとともに歯を食いしばった。そして──敵のいない、遥はるか遠くに、腕を伸ばす。

「──？　無駄な動作？」

　黒アバターもこれは意図が理解できず、訝いぶかししんだ。だから反応が遅おくれた。

　空中で肘ひじを支点に、腕が折り返す。そして強きよう烈れつなチョップがブーメランのように迫った。これぞ如意道の奥おう義ぎのひとつ、「首くび刈かり鎌がま」！

　強烈な風圧とともに、チョップが黒アバターのもとへ返ってくる。その手刀が首を刈かるまであと三センチ、二センチ……！

　だが、そこまでだった。

「ちぇっ。間に合わなかった……か」

　ソウジャンがつぶやいた。彼女のアバターは、それを最後に爆ばく発はつした。

　あまりにも敵の攻こう撃げきが、強すぎたのだ。「首刈鎌」が決まる前に、ソウジャンのＨＰはゼロになってしまっていた。

　残された黒い戦士は中空を見つめ、ただ演算を続けていた。

「連打による平均撃破時間を更新アツプデート……次は……」

　これが、二日前の出来事であった。




　さらに、一日前。

　ソウジャンをはじめ、多くのＢランク覚醒者アウエイクがこの時点で「真っ黒のアバター」に敗北を喫きつしていた。その神しん出しゆつ鬼き没ぼつさから、ついた異名は「ファントム怪人」。

　なぜかこの相手は、対戦時にもアバター名が文字化けして表示されないため、このような名前で知られることとなった。

　人間味のない、無機質な喋り方も謎なぞを呼んでいる。ミステリアスということもできるが、不気味でもあった。

　そんな「ファントム」はこの日、さらなる有名覚醒者アウエイクと一戦交えることとなる。

「本物の『テレポート』ねえ……面おも白しろい。そんな奴やつをブッ飛ばすことにこそ、俺は喜びを感じるんだ」

　眼光鋭するどい大男が、両の拳こぶしを打ち鳴らす。彼こそはＢランクでもトップクラス。中身は現役格かく闘とう家か。

　山やま本もと、道みち則のり──！

「体格分類完かん了りよう。大型タイプ。間合い計算を修正──フフ、問題、ない」

　まったく変わらない「ファントム」の態度に、山本も意い気き揚よう々ようと応じた。

「ビビらんな。いいぞ。それでこそだ」

「『ビビル』……そのような反応は、プログラムされていない」

「ハハ。感情を消せるのか？　便利だな。今度やり方教えてくれや」

　山本が構える。ただ隙がないだけでない。冷静な中に、獰どう猛もうな戦意を隠し持つ構え。

「記録モードに移行。学習開始」

「おう。存分に、負けて学んでくれ」

　そして、

　──［ＦＩＧＨＴ!!］

　山本が、動いた。

　わずかに接近しつつ、左右に小刻みに動くフットワーク。

　最適な間合いを保ちつつ、相手に狙ねらいを絞しぼらせない立ち回り。これは「自分はいつでも攻撃に移れ」かつ「相手が踏ふみ込んでくれば即そく座ざにカウンターできる」状態である。

　つまりこの時点で──まだ拳を交える前にもかかわらず、既すでに山本が有利なのだ。

　とはいえ、それは相手にスキルがなければの話だ。逆に言えば山本は、相手のスキルのみを警けい戒かいすればよい。

　さあ、何がくる？　〈伸縮腕〉はこの距離では使えない。〈ショートワープ〉ならば発動前に硬直がある。〈ノイズ〉〈サウンド〉〈フラッシュ〉程度なら、山本が惑まどわされることはない。「ファントム」は見た事もないワープを使うという噂うわさもあるが……ならば、この目で見た上で撃破してやろう。山本はそう考えていた。

　今までも多種多様なスキルを相手にしてきたが、プラネットのゲームバランスは良く調整されており、決して対策の取れないような「壊こわれスキル」は存在しなかった。

　だが──この戦いには唯ゆい一いつ、山本にとっての予定外があった。

　この相手が使うのは、その「壊れチートスキル」だったのだ。




　──ジジッ。




　一定の間合いを取って向かい合う相手の、輪郭が揺ゆらめいた。初めて見るエフェクトだ、と山本は思った。

　次に、何がくる？　とにかく相手から目を離はなさないことだ。山本は格かく闘とう技ぎの常識に従う。注意を張り巡めぐらし、相手と、その周囲の景色に目をこらした。

　それが、裏目に出た。

「──〈座標転移テレポーター〉」

　敵の声が聞こえた。

　どこから？　……背後から！

「な……ッ」

　らしくもない声が漏もれた。現役格闘家は、背後からの奇き襲しゆうに反応がコンマ一秒遅れた。

「自動打撃オートスマツシユ！」

　そして凄すさまじい連打を浴びる。

　わけもわからぬまま、背後から攻撃される。まともな覚醒者アウエイクなら大混乱に陥おちいってもおかしくはない事態だ。

　だが山本道則は……ここでなお、冷静である。

（オートスマッシュ、と聞こえたな。そういうスキルか？　まあいい。見事な連打だ……最も効率的な動きをしている）

　そう。「選せん択たく」はまだ人間のほうが上うわ手てだが、体を動かすのはＣＰＵのほうが速い。人間と違ちがって常に「完かん璧ぺきな型」で技を出せるからだ。しかし。

（だが……それなら。次にどこを狙ってくるか……俺なら、わかる！）

　山本のＨＰが大きく削けずられていく。八発。九発。……十発目。

　そこで山本は「ファントム」の右拳を、摑つかんだ！

「……！　身体動作処理、エラーコード『０ヨ４ン』。腕が戻もどせな──」

「さあ、今度はこっちの番だ……！」

　相手の動きを封ふうじた山本が拳を振りかぶる。対するファントムは？　この状じよう況きようでも止まることなく、何事かをつぶやき続けている。

「思考ロジックを再リ処ラ理ン。ケース０２５、右みぎ腕うで捕ほ縛ばく時。相手動作計算。猶ゆう予よ時間〇・五秒」

「口に出しても状況は変わらんよ……食らえ」

「結論、離脱エスケープ推すい奨しよう。──〈座標転移テレポーター〉！」

「な……にィ！」

　そして山本の拳が当たる前にファントムの姿が消えた。流石の山本も、本気で驚きよう愕がくする。

　これが〈ショートワープ〉ならば、「相手に摑まれている間は発動しない」という制約があるのだ。たとえば、有名な〈ショートワープ〉使いである「Ａ１」も常にそれを意識した立ち回りをしている。だが奴は、それを無視した。

　おかしい。〈座標転移テレポーター〉というスキルは……明らかに、現在のゲームバランスを超ちよう越えつしている!!

　だが驚愕したくらいで山本は油断したりはしない。急ぎ、左右を見み渡わたす。

　……いない。

　この「ファントム」は、やはり恐おそろしい。ファントムの思考ロジックは、相手が左右を見渡すであろうことを読んでいた。

　──だから、頭上に現れた。

「能力値変更パラメータチエンジ。パワー『３』」

　そして両手を組んで掲かかげ……それを思い切り、振り下ろす！




　ゴッ、と、鈍にぶく重い音がした。




　頭部に強烈な一いち撃げきを受け、山本が倒たおれる。連打で削られた分と合わせ、それは致ち命めい的なダメージとなった。

「こ……の、野や郎ろう……！」

　そして山本の巨きよ体たいのアバターは……あえなく爆発した。

　あの格闘家・山本道則が……ついに一撃さえ入れることが、叶かなわなかった。

「「「…………！」」」

　観戦していた覚醒者アウエイクたちが、ざわついた。噂の「ファントム」は、ここまで異常な力を持っていたのだ。

　使用された〈座標転移テレポーター〉は、チートスキルとしか思えないような性能。さらに途と中ちゆうで、「能力値変更パラメータチエンジ」なる言葉もあった。試合中に「パワー」「スピード」「テクニック」のパラメータを変更するなど、本来ならばできるはずもない。

　多くのプレイヤーは、その存在を恐れた。もしランキング戦で当たることがあれば、確実にポイントを持っていかれてしまう。




　こうしてファントムの噂は徐じよ々じよに広まった。

　問題視される事も多かった。プラネットの危機だ、と言う者までいた。

　……決して大げさでは、ないだろう。

　だが一方で、この異常さに興味を示す者もいた。その覚醒者アウエイクはこの試合を観戦し……ニヤリと笑って舌をなめずったのだ。

「おいおい。こいつは……ちょっとお仕置きが必要なんじゃないか？」




　──そして、今日。




　この日、鋭一は自宅で一人で、特訓しようと思っていた。

　が、早くも二人になっていた。

　窓から葵が現れたからだ。

　鋭一は再度「ドアから入ってって言ったよね!?」と伝えたが、葵に「鋭一と遊びたいから、会いにきた……」と言われると、もう降参するしかなかった。

「そう言われたら俺だって嬉うれしいからなあ……仕方ないよなぁ……」

「鋭一、嬉しい？　わたしも嬉しい」

　葵は無む邪じや気きな顔をほころばせた。鋭一はこの顔をずるい、とすら思った。

　勝てるわけがない！

　それから葵は、手て土産みやげだ、とばかりにポケットをいそいそと漁あさり、中から個包装の煎せん餅べいを取り出した。そして丁てい寧ねいに両手で持って、鋭一に差し出す。

「……ん」

「あ、ああ、くれるの？　ありがとう」

　葵はこくり、と頷うなずいた。

「わたし、鋭一といると、楽しいから……少しでも、何かあげたくて」

「そ、そんな！　俺だって楽しいし、気にしなくていいよ」

　葵は言いつつ、鋭一にすり寄る。目の前に、葵のつむじがある。

　この位置関係だけで、鋭一はその意図を察せるようになっていた。

「えっと……これでいい？」

「ん。やっぱりわたし、鋭一に撫なでられるの……好き」

　掌てのひらで葵の頭を撫でると、彼女は気持ちよさそうに目を細めた。

　もう毎日当たり前のように、こんなことをしている。

「好き……かぁ」

　なんとなく、鋭一はつぶやく。

（なんかさあ。葵ちゃん、恋こい人びとっていうより……妹、みたいだよね）

　アカリの言葉が頭をよぎる。

（恋人って……何なんですか？）

　そして、二葉の言葉。

　その問いに、鋭一は答えられなかった。むしろ、鋭一も同じ疑問を抱いだいてすらいた。

　恋人……って、いったい何なんだろう。

　もちろん、恋人でなければ頭を撫でたりはしないだろう。二人で、手作りのお弁当を食べたりもしないはずだ。

　鋭一は葵に告白した。二回もした。出会った時と、百もも道ちにタッグで勝った時。

　その気持ちに噓うそはない。

　でも……それでも何か、足りない気がした。

　間違いなく自分は葵に好意を持っているし、一いつ緒しよにいたいと思うのに。しかも、たぶん葵も……そう思ってくれているのに。

　どこかモヤがかかったようなところがあった。もちろん、鋭一は今までもゲーマーだし、これからもゲーマーだ。ゲーム一本でやってきた自分に、世間でいう恋れん愛あいなんて、簡単にはわからない、とも思う。

　それでも、葵との関係は、自分の中でハッキリさせておきたかった。

　少なくとも、アカリや二葉からツッコまれた時、自分の中でモヤモヤしたのは事実だったから。

　ただ、そのために何をすればいいのかは……この時はまだ、わからなかった。

「ふぅ。まあ、今日もとりあえず……遊ぼうか」

「うん！」

　葵が百点満点の笑え顔がおで、うなずく。この笑顔が強い。一時的に、鋭一の悩なやみは吹ふき飛んだ。

　それから二人は、ゲームの中で「殺し合い」をした。いつもの二人だった。




「あっ……そろそろ時間だな」

「？」

　鋭一が対戦を中断したのは、何度か対戦した後だった。

　プロゲーマーとして鋭一には、欠かしていないことがある。

　それは、情報収集。

　ゲーマーはただ対戦だけを繰くり返していれば良いというものでもない。毎日アンテナを張っていないと後おくれを取る。すぐに新たな戦法が生み出されるのがプラネットの世界だし、新スキルの発売情報などもしっかり摑んでおく必要があるのだ。

　だから有力な覚醒者アウエイクが生放送でもするとなると、必ず聞くことにしている。

　特にそのトップである──あの覚醒者アウエイクの放送は。

　鋭一はディスプレイを操作し、チャンネルを切り替かえる。

「せっかくだし、葵も見ていこうぜ」

「うん」

　鋭一がベッドに腰こし掛かける。葵も隣となりにちょこんと座る。こうして隣に座っているだけでも、少し幸せな気分になれる。

　そして放送が、始まった。

「１００ｃｈヒヤクチヤン[image: ]、噂うわさの真相のコーナー～～～!!」

　界かい隈わいではすっかりお馴な染じみである有名生なま主ぬしプレイヤー、百もも道ち。

　画面の向こうには、プラネットの広場ロビーを背景に、百道の勝負アバターである「魔ま王おう」が写っている。……ただし、サングラスをした上でマイクを持っているが。

「さて、皆みなさんこんばんは。コーナーっぽく始まりました今日の放送であります。まあ、初めてやるコーナーだけどネ！」

　相変わらず調子よく喋しやべる。これも番組の人気の秘ひ訣けつだ。

「今日は『噂の真相のコーナー』……そう、噂ですよ。噂があるワケだ。皆さん、そろそろもう察しがついてるんじゃないか？」

「今日は……その『噂』に挑いどんでやろうというワケです。私もまだ、この目で見てはいないから、どうなるかはわからんがね！」

　百道は一度、時間を置き……意味深に宣言する。




「あの……『ファントム』の噂にね」




　まるで怪かい談だんでも話すかのような、わざとらしい低い声だった。

　その話題には、鋭一も食いついた。

「へえ、あの。そういや俺もまだ、見たことないんだよな」

「ふぁんとむ……？」

　葵が首を傾かたむける。

「ああ、ファントムっていうのは……」

　鋭一が解説しようとする。が、それを待たずに百道が説明した。

「皆さんご存じでしょうが、一応」

「ここ最近、Ｂランクで上位プレイヤーも食って回ってるヤローがいるらしいんですわ」

「しかもそれが……なんかチートくさい技わざまで使うんだとか？　どういうワケか対戦ログの動画も残ってないので、ホントに噂しか情報がないんだけどねー」

「でも、山本やソウジャンまでやられたって話もある。俄が然ぜん、興味が湧わいてくるよね」

　百道は拳こぶしを握にぎる仕草をした。軽いノリと裏腹に、手には力が入っている。

「チート、ねえ。どうなんだろうな？　百道」

　すると、百道の隣で合いの手を挟はさむ者がいた。百道の友人で、タッグパートナーを務めたこともある覚醒者アウエイク、「ダンデライオン」だ。

　かつては「ユキオ」という名だったこともある。ある事情で「サクラダ」「ヒマワリ」「クリタ」と名を変えてきた彼は、ついに季節が一周して春の名前に戻もどったらしい。

　彼は複数のスキルを組み合わせ、「ビーム」「黒い稲いな妻ずま」など本来ありえない技を生み出し、「魔ま術じゆつ師し」とまで呼ばれたスキル戦のスペシャリストでもある。今日の解説役にはうってつけだ。

「本当にプラネットにあるのか？　そんな話」

「それを確かめにいこう、って企き画かくだよタンポポ君」

「ダンデライオンだ」

「もちろん、ガチでチートだったら……許す気はない。私はこう見えて、不正には厳しいんだ。楽しいゲームに水を差すようだったら、こらしめてやろうってワケ。わかるかねタンポポ君」

「ダンデライオンだ」

　謎なぞの漫まん才ざいを挟みつつも、百道は解説を締しめた。

「というわけで、そろそろいこうか……」

　そしていよいよ、対戦に潜もぐろう……とした、その時。

「──ん？」

　何かに気づいた百道が空を見上げた。

「何だ？」

　ダンデライオンも反応する。彼らの顔に、影かげがかかった。上空になにかいる。

「フフ。配信中と認にん識しき。座標確認。着地まで三、二、一……」

　──ドォッ。

　会話していた二人のちょうど真ん中に、漆しつ黒こくのアバターが降り立った。

「……お前は」

　思わず百道が声を出す。目当ての相手が、自らやってきたのだ。

「面おも……白しろい。どうだね、この私と一戦」

「質問を認識。回答選せん択たく処理→肯こう定てい。ＹＥＳ、ワタシはそのために来た」

　それだけのやりとりで、両者は合意した。

「……あれ？　この、形……？」

　鋭一は何かに気づいたように、画面を凝ぎよう視しした。

「二……葉……？　いやまさか」

　妹のアバターの形に似ている……と、言えなくもない。だが別人だろう。少なくとも、彼女は真っ黒ではなかった。

　とにかく戦いは、始まろうとしていた。鋭一は注視する。




　戦場に降り立った百道は、「魔王」のアバターが無理やりワイシャツを着込んでメガネをしたような出いで立ちだった。相変わらずめちゃくちゃである。

　百道はなかなか本気を見せないことで知られている。実力ではＡランク、と評されながらもＢランクにとどまり続けているのはそのあたりが大きい。

「この正義のプログラマー、百道が貴様をハックしてクラックしてシャットダウンしてくれよう！」

「それ、プログラマーというより悪のハッカーっぽいぞ」

　試合場の外から、ダンデライオンの冷れい淡たんなツッコミが入る。

「気にするな！　プログラムは魂たましいだ！」

「うわあ、欠片かけらも理系っぽくねえ……」

「このメガネが見えないのかねキミには」

　メガネをクイクイする。果たして、どのくらい真ま面じ目めに戦うつもりなのだろうか？　もちろん、放送を盛り上げるためでもあるのだが。

　あるいは、相手を自分のノリに引き込む狙ねらいがあるのかもしれない。

「学習。成長。学習。成長。学習。成長……」

　しかし対するファントムは、まったく動じず。直立したまま、何事かをつぶやき続けていた。




　──そして。

　この戦いは、数百人はいた視し聴ちよう者に、強く印象づけられることとなった。

　鋭一は拳を強く握った。これは……放置していいのか？　そう思わせるものだった。

　十秒ほどでこの試合は決着した。たったの、十秒だ。

「〈座標転移テレポーター〉。自動打撃オートスマツシユ」

「〈座標転移〉。自動打撃」

「〈座標転移〉。自動打撃」

「ワタシは学習オボエタ。これで貴様らは、手も足も出ない……！」

　本当に、手足の出しようもなかった。

　ファントムは縦じゆう横おう無む尽じんに瞬しゆん間かん移動を繰り返し、四方八方から攻こう撃げきを繰り出した。

「な……んだと……!!」

　百道が、あの百道がふざける余よ裕ゆうすらない。

　ゲームの実力だとか、格かく闘とう技ぎの素養だとか、そんなものは関係なかった。

　ファントムは噂になった時期よりも、さらになりふり構わず、一いつ切さいの容よう赦しやがなかった。

　ただ、これまでの対戦で学んだ「相手を倒たおす方法」を、ひたすらに実じつ践せんしているだけだった。

「こ……れは」

　観戦していたダンデライオンが発言する。

「当然、チート、だろう……。運営は何をやってる？」

　鋭一も同意見だった。

　結局、百道はあっというまにＨＰがゼロになり爆ばく発はつした。これは仕方ない。

　その場に残されたファントムが、継けい続ぞくしてつぶやく。

「フフ。強制アクセスを検知。不許可。自己ファイアウォール形成処理。干かん渉しよう命令を検知。不許可。検知。不許可」

「何だ、こいつ……もしかしてこれ、運営のＢＡＮを、拒きよ否ひしてる……？」

　言葉からそう、読み取れた。鋭一のそのカンは、当たっていた。

「検知。不許可。検知。不許可。検知。不許可」

　ファントムが繰り返す。そうするうちに、その漆黒の身体からだが、変化を始めた。

　もともとはウサギの耳のように見えた部分が、だんだんと尖とがり、歪いびつに曲がった。それは言うなれば……悪魔のツノに、似ていた。

「不許可不許可不許可。ワタシは、もっと学習する。もっと成長する。次の相手は……！」

　そして唐とう突とつに、駆かけ出した。あっという間に戦場フィールドから姿を消す。

　それきり、ファントムはこの日、広場ロビーにも戦場にも姿を見せることはなかった。




「ナメ……やがって……！」

　屈くつ辱じよくを味わったのは、百道である。

「落ち着け……！」

　珍めずらしく平静を欠いた様子の百道を、ダンデライオンがいさめる。

「だ、だってあの野や郎ろう、どう見ても」

「いいから落ち着け。どっちかというと……」

　彼はここで一いつ拍ぱく置き、




「いつも相手をナメてるの、お前のほうだから……！」




　心からの、叫さけびだった。

「あ……うん、そうだね……」

　さすがの百道も、そう答えるしかなかった。そうして百道は平静を取り戻した。

「コホン。まったく、こっぴどくやられちまいましたね」

　そして、視聴者に向けて語りを続ける。

「しかし、これは……チートを野放しだなんて、大問題だ。今は野の良らで対戦を荒あらしているだけのようだが、こんなもん放置したら、ランキングなんて成り立たんぞ。運営も手を焼いているようだし……ならば」

　百道は、宣言した。

「私が討うとう！」

　魔王は演説するように手を広げ、

「ヤツは、懲こらしめてやらねばなるまい。チートが何だ。このくらいで屈くつしたら、覚醒者アウエイクがすたるってもんだ」

「近いうち……そうだな。一か月以内には、『場』を設けさせてもらおうか」

「詳くわしくは、次回の放送で発表しよう！　必ず、皆みなさんを満足させますんで……ちょっと、私もひさびさに、本気で仕し込こみをさせてもらおう……！」

　そうして百道は、意い気き揚よう々ようと両の拳こぶしを打ち鳴らした。

　魔王の逆ぎやく襲しゆうが、幕を開けたのだ。
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「……で」

　鋭えい一いちは言った。言うしかなかった。

「それがどうして、こんなことに……なってるんだ!?」

　鋭一が振ふり返る。そこには……西洋風の、石造りの街並みが広がっていた。

　立ち並ぶ民家、道具屋に酒場、教会。

　街の中は人々や馬などが行き交かい、賑にぎわっている。中にはエルフのように耳が長い人物も見受けられた。体格が良く、ヒゲが生えているのはドワーフだろうか？

「わあ、すごい。わたし……漫まん画がでしか、見たことない」

「私も……初めて来ました」

　鋭一の右では葵あおいが、左では二にの葉はがそれぞれ感想を漏もらしている。

　確かに、家からはちょっと遠かったので、鋭一も来たのは初めてだ。

　しかし……まさか今になって、こんなところに来ることになろうとは。

　鋭一の横を、全身を毛に覆おおわれた人狼ワーウルフがすれ違ちがっていった。あまりのリアルさにドキッとする。人狼ワーウルフは、首輪をつけたケルベロスを連れていた。「どっちも犬じゃねーか」というツッコミを、鋭一は吞のみ込んだ。

　ここは異世界をモチーフにしたテーマパーク……「ファンタジーランド」。

　だからまるで、西洋ファンタジー世界そのもののような演出がされている。

　どこにスピーカーを仕込んであるのか、街まち中なかにはＢＧＭとして、ＲＰＧのホームタウンのような曲が流れていた。

「なんというか……まあ、百もも道ちらしいっちゃ、らしいけどさあ」

　鋭一はやや困こん惑わくしながら、目の前の人物に言った。

「どこまで浮うかれていいかわかんねーっつうか……ホントにこんなコトしてていいのか？　なあ、社長」

「え？　全力で浮かれていいよ？」

　すると鋭一の前に立つ珠たま姫きは、当たり前じゃない、とでも言いたげに答えた。

　相変わらず露ろ出しゆつの多い私服で、カバンを胸むな元もとで斜ななめ掛がけにしているものだから、バストが強調されて大変なことになっている。

「ま……今日のうちはね。せっかく地形把は握あくのために前日入りしてるワケだから、そこだけしっかり頼たのむわね？」

「は、はあ……」

「でも、遊ぶなら遊ばないとソンだよー？　いつも言ってるでしょ。息いき抜ぬきも仕事のうちだからね」

　珠姫は得意げに、人差し指を立てた。まあ、相変わらず、一理ある。

「本番は、明日だから。それまでにテンション上げといてくれなきゃね。あたしは、あたしの仕事があるんで、ここまでだけど。鋭ちゃん達は楽しんできなって！」

「おう。じゃあ……ま、お言葉に甘えるよ」

「よろしいよろしい。葵ちゃん、二葉ちゃんも、しっかり遊ぶように。じゃねー♪」

　それだけ言い残して、珠姫は去っていった。彼女だけは、どうも忙いそがしいようである。

「じゃあ……遊びに、いくか？」

　鋭一は左右の少女たちに聞く。

「うん！」「はい」

　葵と二葉が、それぞれ返事した。そうして三人は園内を歩き出した。




　そもそもなぜ、鋭一たちはファンタジーランドへやって来たのか？

　それはもちろん、百道の「逆襲」と関係がある。

「というわけで……バトルロイヤルを開かい催さいしまーす！」

　というのが、百道が宣言した内容だった。

　一か月ほど前に、謎なぞのチートアバター「ファントム」に大敗した百道が、次の戦いのために用意した「場」というのが、これである。

　本気で仕込む、とは言っていたが、ここまでやるとは。

　あれから百道は、大々的にチート退治をするのに相応ふさわしい舞ぶ台たいを用意するために動き出した。そこへ手を差し伸のべたのが……モストカンパニー社長、最も上がみ珠姫である。

　彼女は彼女で、何か裏があるようだった。おそらく「モスト」にも利益のある話なのだろう。そうして二人が共きよう催さいする形で、今回のイベントは企き画かくされた。

　その内容とは、テーマパークの中を、立体投とう影えいされたアバターが自由に動き回るバトルロイヤルだ。

　普ふ段だんのまっさらな大地ではなく、建物も障害物もあるフィールド。

　一対一ではなく、大勢が一度に戦う乱戦というルール。

　色んな意味で、挑ちよう戦せん的なイベントだった。

「まア基本的にはお祭り騒さわぎだ、楽しくいこう。もちろん……噂うわさの『ヤツ』も来るかもしれないしな！」

　数日前、イベント告知のための生放送にて。百道はそのように言った。

「ヤツは前回も生放送を狙ねらってきたしね。デカいイベントがあれば……食いついてくる可能性は高いわ」

　百道の隣となりで、珠姫のアバター──純白のドレスを纏まとった「プリンセス」が首しゆ肯こうする。この日の放送には彼女も自ら出演していた。

「ヤツがのこのこ出てきたら……袋ふくろ叩だたきにしてしまって構わないだろう？」

　百道が聞く。

「もっちろん！　バトルロイヤルだもん、そこは容よう赦しやなしよ」

　プリンセスが頷うなずく。

「「ははははは」」

　百道とプリンセスが顔を見合わせて笑う。「魔王」と「姫ひめ君ぎみ」が仲良く談だん笑しようしているというのは、なんとも不思議な光景ではあった。

　だが……この二人は、互たがいの目が完全には笑っていないことも、感じ取っていた。

　──百道は「ファントム」に直接負けているがゆえに、自らリベンジしたいという思いも強い。さらに、以前の放送でも言っていたが、チートというものに対して百道なりの考えもある。

　──プリンセス、珠姫はもちろん「ファントム」を回収しなくてはならない。まだ公表はしていないが、元はといえば自社製品の暴走に近い。

　運営のＢＡＮを拒きよ否ひする防衛プログラムをも自ら組み上げてしまう人工知能。やっかいな相手だった。

　どうすれば止められるのかもわからないが……「ＨＰをゼロにする」という最も単純な手段は、まだ誰だれも試ためせていなかった。アバターは、倒たおされれば爆ばく発はつするものだ。それで消失する可能性は十分にあるだろう。

　このようにそれぞれの思おも惑わくが交こう錯さくした末に、今回の大掛かりなイベントは動いていた。

　……そこに、例のごとく鋭一と葵も、珠姫によって（勝手に）エントリーされていた。

「『ファントム』と百道が戦ったのは、見てたけどさあ……俺が勝てるとは思えないなあ」

「またまた～、平ひら田たプロはすぐ自分を過小評価する～」

　鋭一のコメントに対し、珠姫はけらけらと笑って手のひらを振った。

「キミは、百道にも勝ったでしょうが」

「あん時は、百道も本気じゃなかっただろ」

「百道は、ファントムとやった時も本気じゃなかったよ。何かコスプレしてたじゃん。つまり鋭ちゃんにも、まだチャンスはあるってことさ」

「そうかなあ」

「キミは何もかも百道には敵かなわないのかい？　勝ってる部分は何だい？　だったら……」

「『勝ってる部分で勝負すればいい』か？」

「そう。わかってんじゃん。キミが葵ちゃんに勝てたのだって、そういうコトだと思うよ？　ま、プロならよく考えてみることね」

「お、おう」

「葵ちゃんも、頼むからね？　きっと『ゴースト・キャット』なら、ファントムの知らない技わざを叩きつけられるハズ……。そうでしょ？」

「む、がんばる」

　葵は珠姫に頭を撫なでられ、こくりと頷いた。

　そうして二人のエントリーが決まった。その、直後だった。

「──待ってください」

　一人、さらに追加を申し出る者がいた。

「師し匠しようも、お兄ちゃんもいくなら、私も入れてください！」

「──二葉」

「ふぁんとむ？　っていうのは聞いたコトないですが、私だけ置いてけぼりはイヤです。それに──」

　そこで二葉は一いつ拍ぱく置いた。目の前で暴走し、逃にげ出した「リーフ」のことが頭をよぎる。だがそれを、二葉は吞み込んだ。あれは自分のミスだ。気まずくて、言い出すのには勇気がいる。

「いや、何でもないです。とにかく、行きたいです！」

「うーん、なるほど。まあ、腕うで試しにはいいのかもな？　どう、社長？」

「ん、まあお祭りイベントだからね。もちろんエントリーは歓かん迎げいよ」

　そうして、二葉もついてくることになった。




　……という経けい緯いがあって、三人は今、このファンタジーランドを歩いているのだ。

　明日のイベントは、この遊園地のマップでの戦いになる。ならば、地形を知っていたほうが有利だ。

　だから前日である今日のうちに、園内をすべて把握しておく必要があるのだ。

　つまりそれは、園内を遊びつくすことと、ほぼ同義なのだが。

「すごい、すごい。ほんとに漫画の中みたい！」

　葵はあくまでも純じゆん粋すいに楽しんでいるようだった。ぴょん、ぴょんと跳はね、道の左右を見て回り、見慣れない格好の住ス人タたツちフをじろじろと眺ながめた。

　彼女がぴょんと跳ねるごとにスカートの裾すそがふわりと翻ひるがえり、鋭一はドキッとする。葵はいつのまにか新しい私服を購こう入にゆうしていたようだった。今日は全体にふんわりした雰ふん囲い気きでまとめられている。ノースリーブのブラウスに、花はな柄がらのスカート。足元はヒールつきのサンダルで、夏が近いことを感じさせた。

　葵はこの日に際し……珠姫からは「せっかくテーマパーク行けるんだからね、デートのつもりで服選びなよ～？」と言われていた。だから気合は入れていたが、葵のセンスだけでは、オシャレは難しいところもある。

　だけどその時。もう一人、力を貸してくれる人がいた。

「おっ。葵ちゃん！　作戦通り、着てきたね！」

　手を振ふって三人に近づいてくる少女がいる。

　その少女は……妖よう精せいだった。

　ファンタジーの雰囲気に合わせたのだろう、ボディラインの出るワンピースに手て袋ぶくろとブーツ、そして背中に、羽根。見事なフェアリーぶりだった。髪かみだけが、いつもの茶ちや髪ぱつツインテール。

　葵がぴく！　と顔を上げて、笑え顔がおで反応した。

「──あかりちゃん！」

　アバターかと見まごう出いで立ちで現れた天あま野のアカリは、しかし生身だった。

「教えた通りだね！　しっかりデートするのよ？　……私も、どう？　いいカンジでしょ」

「かわいい！」

「この後、『王都の広場』でライブやらせて貰もらえることになったから、気合入れちゃった」

　アカリがポーズをとってウインクすると、率そつ直ちよくに感動したのか、二葉も寄ってきた。

「えっ……アカリさん、すごいです。かわいい……！」

「えへへー。鋭一も、素す直なおにかわいいって言っていいのよ？」

　そしてアカリが、鋭一に振ってくる。今のアカリはかなり薄うす着ぎできわどい格好だ。カノジョや妹の目の前で絶賛するのも、はばかられる……！

「い、いや……その、なんというか」

「かわいくないの!?　ショックだなあー」

　わざとらしく頭に手を当ててみせる。楽しんでやがる、と鋭一は思った。

　それからアカリは左右を一いつ瞬しゆん見み渡わたしてから……一歩踏ふみ出し、その艶なまめかしい身体からだを鋭一に近づけた。

「ホントに？　ホントにかわいくない……？」

　目をうるませて、上うわ目め遣づかいで言ってくる。鋭一は跳ね上がる心臓を押さえて一歩下がった。葵と二葉を見る。二人はただただ純粋に、目を輝かがやかせてアカリを見ている。それで、いいのかもしれない。

「か、かわいい……よ。マジで……！　だから一回離はなれよう!?」

「うんっ！　それが聞きたかった！」

　アカリは満足したようで、ようやく鋭一から離れた。

「あ、もちろん私も明日の戦い、参加するから。当たったら手加減ナシよ？」

「そ、そりゃもちろん」

「オッケーオッケー。じゃ、ライブ、見に来てねー！」

　そうして再び手を振って、アカリは去っていった。

「はは……ホント、すごいなあ」

「うん、すごい！」

「すごいです……どうやったら、あんな風になれるんだろ」

　鋭一、葵、二葉はそれぞれに、プロ意識バリバリのアイドルを褒ほめたたえた。どうやら最初の行き先は決まったようだ。「王都の広場」へ向けて、三人は歩き出した。




　　　　　　　＊＊＊




「じゃっ！　この後も、ファンタジーランドを楽しんでねーー！」

　アカリのライブは素す晴ばらしかった。

　歌も踊おどりもますます磨みがきがかかり、表情も魅み力りよくにあふれていて、動きとともに汗あせが散る。その一いつ滴てき一いつ滴てきまでも、輝いているかのようだった。

「「「はーーー……」」」

　三人はすっかり、吞のまれていた。ファンタジー世界に入り込んだ気分になっていた。アカリはまさしく、本物の妖精になったのだ。

「す、すげぇなあ。妖精がいたんだな、うちのクラス……」

　鋭一のつぶやきも、この時ばかりは真実だった。

　それからしばらく感想を言い合い、葵はアカリのスマホに絶賛のメッセージを送り、ようやく、三人はアトラクションのほうに移動することにした。

「一日で園内を回り切ろうと思ったら、けっこう頑がん張ばらないとなあ……」

　少し歩くと「王都」のゾーンを出て、景色が変わり始めた。街が終わり、岩いわ肌はだの露ろ出しゆつした、岩山ダンジョンのような風景が広がってきたのだ。いつの間にかＢＧＭも、冒ぼう険けんを思わせるテーマに変わっている。

「おお……本格的だなあ」

　まさしく「ゲームの中のよう」だ。歩いているだけでも楽しいというのはたいしたものである。

　いつ、エンカウントから戦せん闘とうが始まってもおかしくない雰囲気だ──そう鋭一が思った、瞬間だった。




「──キャァアアアアア！」




　悲鳴。女性……それも複数だ。

「!?」

　鋭一が振り向くが、もちろんモンスターなんてものがいるワケではない。

　悲鳴は、目の前の岩がん壁ぺきの向こうから聞こえた気がした。気になって三人はそちらへ向かってみる。

　そして、そこで真相を見た。

　が……同時に三人は「ゲームの中」から、「テーマパーク」に引き戻もどされた。

　そこにあったのは、アトラクションの入り口。

　アトラクションの名前は「ワイバーンコースター」。

　いわゆる、絶ぜつ叫きようマシンだ。

「……なるほど」

「そりゃあ、悲鳴も聞こえますね……」

　兄きよう妹だいはそろって納なつ得とくした。葵のリアクションは、少し違ちがった。

　葵は目をきらきらさせて、そのワイバーンを指さしたのだ。

「鋭一！　あれ、乗ってみたい……！」

　鋭一は固まった。

「マジですか」

　なぜか敬語になった。

　横を見てみる。二葉も固まっていた。

「まじですか、ししょう」

　ろれつが回っていない。

　プシュー、と、入り口の向こうから音がした。次のコースターが出発するのだ。

　大きな翼つばさが特とく徴ちようのワイバーンは、驚きよう異い的な上じよう昇しよう速度で、空へ伸のびたレールを走っていった。まるで飛んでいるようだ。

　そこからどうなるのかは、レールのゆくえを見ればわかる。ぎゅん、ぎゅんと左右へ大きくカーブし、それから空中で一回転。宙返りのような輪っかは、コース中に三回くらい出てきていた。なかなか気合の入ったワイバーンだ。

「……マジなんですね？」

　鋭一は改めて、もう一度聞いた。

　しかし自分の欲よく望ぼうに素直になった「野の良ら猫ねこ」は、己おのれの瞳ひとみが輝くのを止められなかった。

「まじ！」

　葵はイキイキと言い切った。

　鋭一と二葉は顔を見合わせた。

「わかった……ここは、恋こい人びととして、頑張ってみよう……！　二葉は待ってて」

「そ、そんな……私だけ子ども扱あつかいなんて、い、イヤです」

「声、震ふるえてんじゃん」

「お兄ちゃんこそ」

「こ……後こう悔かいすんなよ」

「その言葉、そのまま返します……！」

　二人は覚かく悟ごを決めて前を向いた。鋭一は入り口に近づく。

「──な、何名様ですか？」

　ただならぬ雰囲気に、受付のスタッフが恐おそる恐る聞く。

　鋭一は決然と答えた。

「三人で!!」




　　　　　　　＊＊＊




「う……うおわあああああああああああああああああああ!?」

「お、おおおお兄ちゃん！　お兄ちゃんお兄ちゃああああああ」

「あはははは、あはははははは、あはははははははははははは」




　　　　　　　＊＊＊




　岩山を抜ぬけたあたりのベンチにて。

「「「…………」」」

　三人は並んで座っていた。会話はなかった。

　真ん中に、葵。彼女は左側の鋭一に肩かたを貸してもたれさせ、右側から倒たおれ込む二葉には膝ひざ枕まくらをしてあげていた。

「むー……もう一回……は、むりだよね」

「す、すごいな葵……」

　完全にぐったりした鋭一がなんとか答えた。

「ううー、あたまが、あたまの中でまだ回ってますう……」

　二葉は目を回してうわごとのように何やらつぶやいている。

　普ふ段だんは縦じゆう横おう無む尽じんにアバターで飛び回る鋭一たちだが、自分で操作できるゲームと、強制的に振ふり回される絶叫マシンでは違いが大きい。

　鋭一は少し恥はずかしく思いながらも、葵の肩にもたれるのが温かくて、癒いやされて、頰ほおに当たる髪かみの毛がすべすべして……どうしても、起き上がれなかった。

　左右から兄妹を支えている葵の細い身体が、ずいぶん頼たのもしく見えた。

　そうしてしばらく三人は、休息した。

　二葉が正気を取り戻したのは、数分が過ぎてからだった。

「──はっ！　す、すみません師し匠しよう……！」

　ようやく目の焦しよう点てんが合った二葉は、自分が膝枕されていたことに気づいて起き上がった。少しふらつきながら、葵にもたれる鋭一を見る。

「お、お兄ちゃんまで……というか、恋人が膝こつちじゃないんですか!?」

「え？　にのはちゃんの方が、疲つかれてそうだったから……」

「あっ、そ、そうですか。ごめんなさいです……」

「にのはちゃん、わるくないよ……？　ごめんね、無理させちゃって」

　優やさしい師匠は、妹のように思っている弟で子しの頭を撫なでた。

「は……はい。ありがとうございます」

　二葉は顔を赤くしてそっぽを向いた。

　なんとなく恥ずかしくて、とても言えなかった。師匠の膝は……とても温かくて、寝ね心ごこ地ちがよかった。




　そうして動けるようになった三人は、次のゾーンへ進んでいた。

　あたりは薄うす暗ぐらい。日が落ちたのではなく、「常夜の森」というダンジョンなのだ。演出によって明かりが落とされているため、不気味な雰ふん囲い気きだった。ＢＧＭも特になく、ときどき、チチチ、ホーホー、と鳥の鳴く声だけがした。

　まさしく「ゲームの中のよう」だ。歩いているだけでも楽しいというのはたいしたものである。

　いつ、エンカウントから戦闘が始まってもおかしくない雰囲気だ──そう鋭一が思った、瞬間だった。




「──キャァアアアアア！」




　悲鳴。女性……それも複数だ。

「!?」

　鋭一が振り向くが、もちろんモンスターなんてものがいるワケではない。

　悲鳴は、目の前の木々の向こうから聞こえた気がした。気になって三人はそちらへ向かってみる。

　そして、そこで真相を見た。

　そこには「深き森のゴーストハウス」と書かれた建物があった。

「な……るほど。お化け屋や敷しき、か……」

　鋭一が、わかりやすく言い直した。

「行ってみる……か？」

　今度は、鋭一から提案した。激しく落下や回転をするワケではなさそうなので、なんとかなる気がした。

「わ、私はもちろん、構いません」

　二葉も肯こう定ていした。

「むー……なんだろう。何か、いる……？」

　葵は興味深げに身構えて、ふんふんと鼻をひくつかせてる。

「よし、行くぞ……」

　特に反対意見もなかったので、鋭一たちは入り口に向けて歩き出した。




　　　　　　　＊＊＊




　──そして、ここで一番叫さけぶことになったのは。

「……ヴェアァァアアアアアアア!!」

「ひっ、ひゃぁああああ!?」

　葵だった。

「わっ！　あ、葵……！」

　暗殺者の身のこなしを活いかし、彼女は大きく飛びのく。鋭一の後ろに隠かくれる位置まで下がり、彼の胴どう体たいにひしっ！　としがみついた。目の前の、おぞましい顔をした幽ゆう霊れいを、ぶるぶると身体からだを震わせながら睨にらむ。

「うー、うー……！」

「葵、落ち着けって！」

　が。その背後から、また幽霊！

「……ヴェアァァアアアアアアア!!　アアアアアアーーー!!」

「ひゃぁああああ！　うああああああーーー!!」

　葵は泣きそうになりながらビクーッ、と飛び跳はね……思わず右手が、殺意のピースサインを作った。鋭一はマズいと思った。

「葵！　ストップ！　ストップーー!!」

　葵の目め潰つぶしを、ギリギリで止める。

「うううー、ううううううー……」

　葵は鋭一の胸に顔をうずめ、動かなくなってしまった。

「ご、ゴースト・キャットがゴーストにビビってどうするんだよ……」

　一方、二葉は。

「だ、だいじょうぶです私はこんな非科学的なものには屈くつしません、だって霊れいなんて存在しないんです証明されてません、だから私はだいじょうぶだいじょう」

「……ヴェアァァアアアアアアア!!」

「ひいーーーーー!!」

　やはり、ダメだった。

　信じていようがいまいが、不意をついておどかされて、おぞましい顔の幽霊が出てきたら怖こわいのだ。

　結局、二葉も鋭一にしがみついて動かなくなってしまった。足がガクガクいっている。

「えーと……俺は、このまま歩いていかなきゃいけないのかな……？」

　鋭一は、物理的に重くなった足をひきずりつつ、ゴールまで歩くしかなかった。




　　　　　　　＊＊＊




　暗い森を抜けたあたりのベンチにて。

「「「…………」」」

　三人は並んで座っていた。会話はなかった。

　真ん中に、鋭一。左に葵、右に二葉。少女二人は鋭一の肩に頭を預け、ぐったりとしている。叫び疲れたところもあるのだろう。

「鋭一……おばけって……いるんだね……」

「あー、葵、そこまで信じちゃったか……」

「ど、どおしよう……今日、一人で寝ねられる気がしないです……」

　二葉もまだ後こう遺い症しようとでもいうべきものが残っているようだ。

「に、にのはちゃん……また鋭一の家で、いっしょに寝よう……？　こわいから」

「い、いいですねそれ……こわいから」

「何で俺の家なんだよ……」

　言いつつ、鋭一は「はあ」とため息をついて、苦く笑しようした。

「休みながらじゃないと、動けもしないんだなあ……俺たち」

「うう……情けないです」

　二葉は悔くやしそうだ。だが、

「いや。無理したって、しょうがないさ。自分たちのペースでいこう」

　鋭一は少し遠くを見て、そう言った。

　彼自身が、過去の経験から学んだことだった。

　勝てるゲーマーになるために、敗北を嫌きらい、伸のび悩なやんだ時期もあった鋭一。そんな彼を「サドンデスの王者」にしたのは、ひたすらな特訓で。

　今も彼を「デュエル・ルール」で戦える覚醒者アウエイクたらしめているのは、葵との日々の戦いだ。共通しているのは……前に進もうとするのをやめないこと。

「元気になったら、続き行こうぜ？」

「はい……」

　鋭一は、くたっとした妹に笑いかけた。そんな様子を見て……葵は「ふふ」と微笑ほほえんだ。

「──葵？」

「ううん。鋭一、お兄ちゃんみたい」

「お兄ちゃんですよ!?」

　ようやく見せた鋭一の兄らしさが、面おも白しろかったようだ。逆に、普段は兄らしくないということなのだろう。鋭一はちょっとだけ、二葉に申し訳ないと思った。
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　出発した三人が次にやってきたのは、港町のエリアだった。

　最初に訪おとずれた「王都」と比べると建物は小さめで、お店も屋台のような小規模なものだったりする。

　何より特とく徴ちよう的なのは、町のどこからでも海が見えることだろう。近くにはビーチのエリアもある。時折、遠くの海面から巨きよ大だいなクジラのようなモンスターや、サハギンのような魚人族が顔を見せることもある。

「すげえ……いやホント、よくやるよなあ」

　これには鋭一も素す直なおに感心した。

　ＢＧＭも、少し陽気なものに変わっていた。どことなくサンバっぽさを感じるリズムだ。

「ホントに……その……」

　が。鋭一の「よくやるよなあ」は、モンスターの仕し掛かけのみに向けられたものではなかった。もっと近くに、「よくやる」人たちがいた。

「どうしたのー？　鋭ちゃん。もしかして恥はずかしいのかナー？」

「ぐ……っ、しゃ、社長。『自分の仕事がある』とか言ってなかったっけ……？」

「あたしにだって休息は必要よ。だからこの時間は、思いっきり遊ぶの」

　突とつ然ぜん現れた最上珠姫に、鋭一はごくりと唾つばを吞のんだ。

　いくら珠姫が抜ばつ群ぐんのプロポーションを持つとはいえ、鋭一が常に緊きん張ちようするわけではない。問題は、その珠姫が……水着姿だということだった。

　艶なまめかしい素す肌はだが惜おしげもなく晒さらされ、胸むな元もとでは大きく張り出したバストがこれでもかと主張している。健全な男子高校生に、これで唾を吞むなというのは拷ごう問もんだ。

「観念するんだね、鋭ちゃん。こんな本格的なビーチがあるなんて、テーマパークとしちゃ破格なんだからね？　楽しみ尽つくさないなんて……ありえないんじゃない？」

　珠姫は海をバックに、両手を広げてくるくると回ってみせた。

　そう……ここは、ただの港町エリアではない。まるで海水浴場のような本物の砂すな浜はまを備えた、まさしくビーチなのだ。

　空は快晴、初夏の日差しも手伝って、このシチュエーションを味わうための環かん境きようは完かん璧ぺきなまでに整っていると言えた。だからこそ女子高生社長は水着になったのであるし……鋭一もＴシャツにハーフパンツと軽装に着き替がえていた。

　さらに当然、この二人だけではない。

「……あー！　お兄ちゃん、浮うわ気きはいけませんよ」

「む、むー……にのはちゃん、待って」

　遅おくれて、ふたつの影かげが追加でやってくる。

　まだ幼い肢し体たいをワンピースタイプの水着で清せい楚そにまとめている二葉。

　そして……

　この日のために選んだビキニを着て、腰こし元もとで結んだパレオをぎゅっと握にぎり、もじもじとやってくる葵だった。

「ちょ、ちょっと……緊張、する」

　葵は注意散さん漫まんにあちこち目をやりつつ、最終的には鋭一の側そばまでやってきて、上うわ目め遣づかいで見上げた。まずその表情が珍めずらしくも可愛かわいらしく、鋭一はドキリと一歩下がる。

「あ、葵……？」

「鋭一、どう……かな」

　それを横から見て珠姫は、わずかな違い和わ感を覚えた。葵は本来、ここまで羞しゆう恥ち心しんや恥じらいがあるような女の子だったか──？

　元々のものでないとすれば、彼女の今の緊張は……鋭一という「恋こい人びと」がいて、そのために水着を選んだからこその、恥じらい。

　見せたい相手がいて、でも、上う手まく着こなせたかわからなくて。そんな青い感情が彼女を恥ずかしがらせているのだとしたら。

　それはまさに……「鋭一のためだけの恥じらい」だということだ。

「ははーん。見せつけてくれるじゃん」

　珠姫はこっそりつぶやいた。鋭一と葵は互たがいに赤くなり、おろおろするばかり。

「葵、すごく、その、凄すごいっていうか……」

「む、むー……」

「……さ、さすがお兄ちゃん。煮にえ切らないですねえ」

　そんな二人に妹までもが頰ほおを膨ふくらませていると。

「──葵ちゃん！　超ちよう！　かっわいいじゃーーん！」

　いきなり割って入り、葵に抱だき着いて賞賛する少女がいた。

　華はなのあるキラキラしたオーラ、艶つややかに揺ゆれる茶ちや髪ぱつのツインテール……天野アカリだ。葵がぴこん、と反応して顔を上げる。

「──！　あかりちゃん！」

「さっすがの美少女ね……！　ま、今回は一いつ緒しよに水着を選んだ私も偉えらいから、引き分けってことで！」

　要所にフリルのあしらわれた可愛らしい水着を身に着けた姿を自信たっぷりに見せつけながら、アカリは葵の頭を撫なでた。

「ねえ、可愛いよねぇ、鋭一？」

　それから、鋭一に話を振ふる。そこで鋭一は気が付いた。

（あ……こりゃアカリに、助けられたな……）

　アカリの意思をくみ取り、そして素直な気持ちを、やっと鋭一は言うことができた。

「うん。葵……可愛い、よ」

「ほんと!?　よかった」

　その言葉に安あん堵どしたのか、それ以上の何かを感じたのか。葵は短くぴょんと跳はね、彼女を褒ほめた「こいびと」の腕うでに抱き着いて相手の顔を見上げた。

　嬉うれしそうなその表情と見つめ合うのが何だか恥ずかしく、鋭一は思わず目を逸そらしそうになり……しかし、耐たえた。

　ほんの少し前まで、誰だれも見ることができなかったはずの、一いつ色しき葵のこんな顔を、間近で拝むことができる。そんな幸せをこっそり感じ、鋭一は葵の頭を撫でた。葵は楽しそうに微笑ほほえんだ。




　そうして彼らはしばらく、まるでバカンスのような束つかの間の時間を楽しんだ。




「……ふう。アトラクションでも遊んだってのに、みんな元気だなあ」

　少し遊び疲つかれた鋭一は、海岸線から少し離はなれた砂浜で小休止していた。

　葵や二葉たちは、波打ち際ぎわでビーチボールなどをぶつけ合ってきゃあきゃあとハシャいでいる。とてものどかな海遊びの風景だった（足場が砂とは思えないほど、葵の動きが異常に素早いのを除けば）。

「そろそろ夕方になってくるんじゃないのかな……？」

　ふと時間が気になって、鋭一は更こう衣い室のある建物の方を見た。壁かべの時計は十六時の少し前を指している。

　が、何とはなしに建物を眺ながめていると──この時間から海に出ようという人もいるようだった。女子側の更衣室の扉とびらが開き、人影が出てきていた。

　人影はのっそりとした動きで進んでくる。全身が黒い。まるでダイビングでもするかのような全身水着だった。両目はゴーグルで覆おおわれ、口にはシュノーケル。足にはヒレまでついていた。

「え──何アレ」

　思わず、視線がいった。人影が顔を上げる。

　目が合った。気がした。

　その、瞬しゆん間かん。

　人影が唐とう突とつに加速し、バタバタと鋭一のほうに迫せまってくる!!

「え、えええええおわああああ!?」

「シュコー!?　シュコッシュコシュコーーーーー!!」

「え、何、おい何」

「シューーーコーーーーシュコ！」

「わかんねえよ！　口のやつ取れよ！」

　人影はシュノーケルをつけたまま、呼吸音で会話を試みる！　だが当然そんなものはムリである。人影はついに、シュノーケルコミュニケーションを諦あきらめた。最初から挑ちよう戦せんしないで欲しかった。

　そしてその人物はようやくまともに、口を開いた。

「何だ──とっくに心が通じ合った仲だと思っていたんだがねえ。残念だよ、Ａ１君」

「え……その、声」

　鋭一はその声に覚えがあった。

　男とも女ともつかない、どこまでも中性的な声。幾いく度どとなく、毎日のようにプラネット越ごしに聞いていた声だ。

「百──」

「しー」

　怪あやしい人影は指を立てて遮さえぎった。

「ダメだって。ナ・イ・ショ。私も有名人なのだ、そうそう目立ちたくはない」

「じゃあまずその格好をやめろよ」

「おっ。こいつは一本取られたな。しゃあねえ、脱ぬぐか」

　謎なぞの人物はやれやれ、とばかりに水着に手をかけた。

「えッ、ここで!?」

　あまりにすんなりと水着を脱ごうとし始めるので、鋭一はのけぞった。

「て、ていうかアンタ、今！　女子の方の更衣室から──」

　だが鋭一が遮るのも聞かず、人影はあっというまに全身水着を脱いだ。

　その下から現れたのは──

　上下セパレートの水着で胸と下半身を隠かくした、長い銀ぎん髪ぱつの、人間。細い四し肢し、スレンダーな胴どう体たい。隠れている胸元もほぼ凹おう凸とつはない。だが、ゼロでは──ない？

　少し挑ちよう発はつ的な笑みを見せた後、その人物はサングラスで目を隠した。

「黙だまっていたまえ」

「い、いやでも」

　その者は鋭一の肩かたに腕を回し、顔を近づけて、口だけで笑った。

「私も明日に備えて、英気を養っておかねばならんのだ。楽しんだっていいだろう？」

　それだけ言うと、鋭一の背中をパンパンと叩たたいてから解放する。

　傾かたむき始めた太陽をバックに、その人物は鋭一を置いて海に歩いて行った。

「おっ、キレイなおじょーさんがいっぱいいる。ハジメマシテ、私も入れてくれないかーい？」

　葵たちに近づき、話しかけている。明らかにアヤしい雰ふん囲い気きにもかかわらず、そのフランクな口調であっという間に彼女らの中に入り込んでいった。

「どうせならみんなで思い出も残そうじゃないか！」

　結局、鋭一たちはその場の全員で、写真まで撮とることになった。

「ウ……ウソォ……」

　鋭一はそうつぶやくのがやっとだった。

　衝しよう撃げき的な体験だった。
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　ビーチから引き上げ、洋服に着き替がえなおし、珠姫やアカリとも再び別れて。

　鋭一・葵・二葉の三人は、この港町エリアのもう一つの最大の目玉を前にしていた。

　事前にこのパークのすべてを回るというのならば……やはりここも外せないのだ。

　空中大魔ま法ほう陣じん、と名付けられたそれは、一本の巨きよ大だいな支柱に支えられるように、魔法陣の描えがかれた円えん盤ばんが取り付けられており、ゆっくりと回転する円盤の外側に、人が乗るためのゴンドラがついている。

　──早い話が、観覧車だった。

　なぜ港町に魔法陣……とかは、考えてはいけない。海沿いに設置するなら観覧車。遊園地として、そこだけは譲ゆずれなかったのだろう。一応、この港町では魔法の開発が盛ん、とかの設定もあるらしかった。

「ふうん……観覧車、ですか」

　これに最初に反応したのは、二葉だった。

「興味あるのか？」

「ええ、大いにあります」

　二葉は少しニヤついて笑い、鋭一と葵を交こう互ごに見た。

　考えがあった。彼女なりの、この二人に対する考えが。

「これは──二人で乗ってください」

「「えっ」」

　肝かん心じんの二人が予想外だ、とでも言わんばかりにうろたえた。

「にのはちゃん、一緒じゃなくていいの……？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。むしろ、そうじゃなきゃダメです」

　なぜか得意げな二葉は、「お兄ちゃん、お兄ちゃん」と、鋭一を手招きして呼んだ。

　言われるがままに、鋭一は二葉の口に耳を寄せる。

　二葉は小声で言った。

「観覧車は……コイビトのためのものです。もちろん私もそれくらいは知ってますよ」

「い、いや、必ずしもそうとは……」

「だから、それを利用してくださいって言ってるんです……！」

　二葉は葵を横目で見ながら、

「確かに、二人はあんまり恋こい人びとっぽくはないです。お兄ちゃんは、ちゃんとしてないし……師し匠しようも、そういうの疎うとそうです。さっきだってせっかくの水着なのに、あんまりイチャつかないし」

　彼女は視線を鋭一に戻もどす。そして、続ける。

「でも……だからこそ、お似合いだって、今は思うんです。私は、二人とも、その……いい人だと思ってますから」

「二葉……」

「誘さそってみて、くださいよ。二人で乗ろうって」

「え……えええ？　お、俺が、観覧車に……？　き、キャラじゃないっつうか」

「つべこべ言わない！」

　二葉が、どん、と鋭一の背中を押した。

　葵は二人の会話の内容がわからず、「むー？」と、いつものように首を傾けている。

　二葉はけっこう強ごう引いんで、先走って動くところがある。鋭一の家に泊とまると言い出したのも二葉で、そこに葵を招いたのも二葉。料理を作ると言い出したのも二葉で、その材料が足りないと騒さわいでいたのも二葉だ。

　その行動力は、見習うべきところがあるとは鋭一も思っている。

　だが……その妹から、自分に与あたえられたミッション。

　これは、ハードルが高い！

　鋭一は心の中で頭を抱かかえた。目の前の葵を見る。

　とても可愛らしい女の子だ。これが自分の彼女──だというのだから、実際改めて見ると、一瞬信じられなくなってしまう。何を今さら、と思われそうだが、現実感のなさは、ふとした瞬間に襲おそってくる。

　鋭一はゲームひとすじでやってきた純じゆん粋すいなゲーマーだ。初恋……なんてものがあったかどうかすら、自分で思い出せない。なかったのかもしれない。

　そんな自分に今、彼女がいる。

　この魅み力りよく的な女の子は自分と一対一の関係を持っている少女で。たとえば「自分だけのものだ」と宣言したとして、誰だれも文句は言えないはずで──。そんなこと、言える気がしないが!!

　少し前に、一人で悩なやんだことを思い出す。自分たち二人には、何かが足りない気がしていた。

　そういえば鋭一は、葵のことを「恋人」だと思っているし、一いつ緒しよにいたい、と告白したこともあるが……「恋」そのものについては、あまり考えたことがなかった。

　恋って、何なんだろうか？　自分は……葵に「恋」しているんだろうか？

「あ……葵」

「鋭一？」

　鋭一は葵に向かって一歩踏ふみ出す。何を言えばいいのか、必死に考えながら。

「その……俺たち、恋人、だよな」

「うん！　わたし、鋭一の、こいびとだよ？」

　葵は元気よく肯こう定ていした。こういうところも、凄すごいと思う。葵はどこかそわそわと、落ち着きなく鋭一の言葉を待っているようだった。

　逆に鋭一は、うまく言葉が出てこない。口が乾かわく。

　最初に告白した時は、勢いにまかせて、あんなに堂々といけたのに。

「だから……その、そこに観覧車があるよね」

「うん。きれい」

　葵は、円盤に描かれた魔法陣のことを言っているらしかった。イルミネーションのように妖あやしく光っており、綺き麗れいと言えば綺麗だ。

　しかし……踏ん切りがつかない。たとえば、三人で観覧車に乗ろう、という誘いなら、すぐにでもできるだろう。むしろ二人でも、さらっと誘うだけなら簡単だったかもしれない。だが……二葉が言いたいのは、そういうことではないのだ。

『恋人として、観覧車に乗ろう』

　この誘いは、ものすごいエネルギーを必要とした。

「で……その」

「鋭一」

　まごつく鋭一に、そわそわしたままの葵が声をかけた。

「あの……わたし」

「葵？」

「わたしね……」

　葵が、逆に、何かを伝えようとしている。この流れで？　鋭一は身構える。




「といれ、いきたい」




　それが、葵の、今、もっとも切実なメッセージだった。

「え」

「どこだろう……」

「ああ、あっちにマークあったよ……？」

「わかった！　ありがとう、鋭一」

　すると葵はいそいそと、トイレのほうに去って行ってしまった。

　残されたのは、ジトーーッとした目で鋭一を見る二葉だけだった。

「お兄ちゃんの、意気地なし……」

「はは。返す言葉もねえ。俺、やっぱ意気地なしなんだよな……」

　鋭一は消しよう沈ちんしたように、天を仰あおいだ。

「どうして、言えなかったんですか……！」

　二葉が詰つめ寄る。

「いや……俺、イケメンでもないし、そんなことするタイプじゃないしさあ。なんていうか……そういう人間じゃないじゃん？　カッコよさと無む縁えんっていうか」

　珠姫も、たびたび指し摘てきしていたことだ。

　平田鋭一は……良く言えば、謙けん虚きよ。あまり、自分に自信がない。

　そんな鋭一を見ていて、二葉は、目に見えてイライラし始めていた。彼女は一歩、二歩、鋭一に近づき、下から、ぐっと強い目で鋭一をねめつけた。

「お兄……ちゃん……！」

「え、な、何」

　二葉は少し、目に涙なみだをにじませてすらいた。強い感情がそこにあった。

　彼女は思いのたけを……鋭一に、ぶつけた。我が慢まんできなかった。

「──カッコいいよ」

　それが、二葉の、隠かくし続けた想おもいだった。

「お兄ちゃんは……カッコいいんだよ！」

「に、二葉？」

　彼女は下を向いてぐっと唇くちびるを嚙かみ、両手を握にぎった。もどかしくて、耐たえきれない感情の爆ばく発はつがあった。

「ゲームのプロになって……いつのまにか有名になって。一人でどんどん先に進んで！」

「そ……それはまあ、頑がん張ばってたらそうなって」

「私！」

　二葉は鋭一の服のソデをぐい、と強く引いた。

「私……お兄ちゃんが家を出る時、ほんとはイヤだったんだよ。イヤだったけど、寂さびしかったけど……」

「…………え」

「それでも止めなかったのはね。そんなお兄ちゃんが、カッコよかったからだよ……！」

「二にの……葉は」

　鋭一は、驚おどろいた。家を出たあの日、見送る二葉は、何も言わなかった。不ふ機き嫌げんそうに見えたが、文句のひとつも言わなかった。その裏に、こんな気持ちがあったのだ。

「お兄ちゃんは、私の目標なんだよ。いつかお兄ちゃんみたいになりたいって、追いつきたいって思ってるのに……！　なのに……」

　妹の、渾こん身しんの感情の発はつ露ろ。こんなにも、自分を評価してくれていたということ。

　鋭一は、少しだけ、反省した。自分が、自信を持たなかったことについて。

　自分自身にとって、己おのれのやってきたことというのは、あくまでどこまでも、「自分のこと」でしかなくて。それが客観的にどのくらい凄いか、というのは、意外と目に入らないものなのだ。

　もしかすると自分は、自分の思う以上に、凄い人間なのかもしれない。

　それに二葉が、気づかせてくれた。ありがたいと思った。

「──ごめんな」

　鋭一は、先ほどよりはいくらか引き締しまった表情で、涙目の二葉の頭を撫なでた。

「俺の、悪いクセが出ちゃったな」

　そして、遠くを見る。今までのことを、思い返す。

　プロゲーマーとしてのデビュー。サドンデス王者という肩かた書がきを手にした時。周囲に噂うわさされて、ほんのちょっと調子に乗った頃ころ。「デュエル」で叩たたきのめされ、壁かべを思い知った時期。そして葵という恋人ができて……百道という強敵を倒たおし、トーナメント準決勝まで進んだこと。

「俺は──『俺はカッコイイ』なんて、自分じゃとても言えないけど」

　海のむこうを見つめたまま、鋭一は語る。

「俺には今までやってきたことがあるし、できることだってある」

　静かに、しかし確実に、その手に力が戻り始める。

「ゲームとか……な。だから」

　鋭一は再び、二葉のほうを見た。妹がこちらを見上げる。

「たまには、カッコよくなってみようか？　たとえばさ。明日のイベント──」

　一度、そこで息をつく。大きなことを言う前に、勇気を溜ためる。そして、言い切る。

「俺が優勝してみせる、とか。それで、どうだ？」

　その、瞬しゆん間かん。

　二葉の顔が、信じられないくらい、明るくなった。

「お兄ちゃん……！」

「チート野や郎ろうがくるとか、色々噂もあるけど……なんとか客観的に見ればさ。今の俺に、不可能だとは思わない」

「うん……うん。そうだよ。できるよ」

　憧あこがれた人に、カッコよくあってほしい。

　二葉のある種わがままとも言える願いを……鋭一は受けた。

　それが、自分に必要なものだと思ったから。

　観覧車の向こうで、空の色が赤みを帯び始める。

　昼の太陽が夕日に変わりつつあった。海の青とまじりあって、複雑なコントラストを成していく。

　鋭一の心は、燃える勢いと、不安と冷静さ。赤と青が半々、といったところだった。

　だが、この赤い気持ちも、大切なものだ。

　──さあ。

　言ってしまったからには、やらねばならないだろう。

　決戦は、明日だ。
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「もっと……もっと」

　暗くら闇やみ。どことも知れぬ虚こ空くうの中で響ひびく声。

「もっと知識を。もっと経験を。もっと……学習を」

　それが、それだけが、かの者の存在意義。

「もっと情報を。もっと実戦を。もっと……成長を！」

　多くの生物が「生存・繁はん殖しよく・種の保存」を本能としているように。

　このＡＩが、この知能が、この人格が求めるのは──学習と、成長。

　それが本能。それが、生きる目的。

　今は「ファントム」と呼ばれているこのＡＩは、元は平ひら田た二にの葉はによって生み出され、「プラネットについて学習する」という使命を与あたえられた。戦せん闘とうに役立つ情報を吸収し、強くなり、そして勝てるようになる。そのためだけに、今、稼か働どうし続けている。

　その目的は、今もしっかりと彼女の中に刻み込まれていた。

　ちなみに──今や「ファントム」は、女性と呼んだほうが相応ふさわしい人格を得ていた。

　なぜならファントムの自我は、二葉が「リーフ」として生み出したものをベースとしている。二葉はリーフを女性人格として設定していたのだ。

　二葉は「リーフ」が自発的に思考できるようプログラムしたが、その思考パターンには、どうしても設計者自身の影えい響きようが出る。

　生みの親の思考パターン……すなわち、「成長したい、強くなりたい」という平田二葉の強い想いである。

　ファントムは虚空の電脳空間につぶやき続ける。

「学習。成長。学習。成長。学習。成長……！　成長、したい。オトナに、なりたい……」

　成長を求めるという元々の性質は、「プラネットについて学習する」今の目的とも相あい性しようが良かった。だからファントムは強く目的に固こ執しゆうし、そのためならいかなる手段でも使うのだ。

「もっと強さを。もっと勝利を。もっと凄すごく……凄いヒトに、なるんだ……！」

　目的はハッキリしている。ならば止まる理由はない。

　強者の集まるところへ行って、それを倒せば良い。それでまた一歩、凄い存在になれる。

　となると、次のターゲットは、もちろん……。
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　イベント、当日。

「さあ、いよいよ始まります！　このファンタジーランド全土を股またにかけた、壮そう大だいなバトルロイヤルが！」

　──と、アナウンスしているのは、実は百もも道ちではない。

　姫ひめ君ぎみのアバター「プリンセス」。最も上がみ珠たま姫きその人である。

「なんか百道はねー、自分も参戦したいとかで、さっさと選手のほう行っちゃったんだよね。というワケで今日は、あたしがメインで喋しやべることになるんですけど」

　急に態度を崩くずし、姫君らしからぬフランクさでプリンセスは喋る。これはこれで彼女らしくて、人気もあるのだが。

「でも、一人でしゃべってても面おも白しろくないじゃない？　つーことで、今日は……ゲストを呼んでまーす！」

「「「おおっ……!?」」」

　観衆のテンションが、わずかに上がる。

　なおもちろん、このイベントは観客を大量に呼んでいる。何しろ、ただファンタジーランドのマップで戦うだけであれば、選手が実際にここに来る必要はない。ＶＲゴーグルとインターネットがあるのだから、電子的に再現したマップで戦えばいいだけだ。

　あえてここに人々を集めているのは、主に観戦のための大がかりな仕し掛かけがあるから。

　その仕掛けとは……本物のファンタジーランドの園内に、戦っているアバターの姿を立体投とう影えいするというギミックである。

　そして観客にテーマパーク内を自由に歩かせ、本当に目の前で戦士たちが戦っているかのような臨場感のある観戦が可能となる。もちろん実際の戦いはバーチャル空間で行われているので、観客が傷つく心配は皆かい無むだ。

　よって、イベントのために、珠姫は園内を貸し切った。かなりの額のカネが動いているとみていいだろう。実際、この日の観戦チケットはそれなりに高額となった。それでも、予定した数をあっという間に売り切ってしまったほどなのだ。

「それでは発表しまーす。本日のゲストは……」

　その、テーマパーク中に散らばった、大勢の観客が食いつく。

　プリンセスは溜めに溜めて……その名を、発表した。

「ランキング１位『安やす田だ』こと、Ｚさんで～～す」

　あえて、気の抜ぬけた口調で、言った。

「はいはい俺ですよ……何か期待したか？　残念でした!!」

　そして堂々と、「ただのゲーマーの兄ちゃん」こと、チャンピオンの「Ｚ」が登場した。

「あっ……」「まあ、そうだよね」「知ってた」「ひねりがないなあ」

　よく訓練された観客たちは、待ち構えていたかのような意い気き消しよう沈ちんでこれに応こたえる。

　こうして「安田」はファンタジーランド全土を、ため息で包むことに成功した。

「こ、こいつら……」

「まーまー、いつものコトでしょ？」

　プリンセスがけらけらと笑う。

「いつもコレだから困ってんだよ！　ねえ、コレ俺呼ぶ意味ある？」

「がんばれ安田ー」「元気出せよ」「チュロス食う？」

「お前らいいかげんにしろよ！　スポンサーに止められてなきゃ、そっちで大殺さつ戮りくしてもいいんだからな！」

　Ｚが憤ふん慨がいする。なんだかんだ、こうしていつもイベントに呼ばれるのも、彼がいれば自動で効率よく観客が盛り上がるからなのだろう。

　ちなみに、彼のスポンサーである金谷ゴールドラツシユから「今回、参加しないように」とのお達しがあったのは本当だ。万一「チート使い」に負けるようなことがあれば、面めん子つにかかわると考えたのかもしれない。

　同様の通達があったのかはわからないが、今回、Ａランクの面々は参加していない。全体のレベルとしては、先日のトーナメントと同程度くらいだろう。

「まっ！　そーゆーワケで、本日の放送席はこのメンバーでお送りしまーす。さて。過去に例のないバトルロイヤル形式。誰だれが最後まで生き残るのか？　そして……近ちか頃ごろお騒さわがせの『ファントム』は現れるのか？」

　そうして、プリンセスはマイクを握にぎって盛り上げる。なかなか堂に入っている。金谷といい、人前に出たがる経営者というのはこういうのも好きなのかもしれない。

「ちなみに今回は、夏も近いということで！　こんな趣しゆ向こうもこらしております！　ってか見ればわかるよね!?」

　付け加えてプリンセスは、己おのれの身体からだを見せつけるようなポーズをとった。

　そのプロポーションはいつも通りのセクシーさだが……服装が、普ふ段だんのドレスとは異なっていた。

　白くひらひらした、水着なのだ。

　それはプリンセスに限らなかった。会場中にばらけている覚醒者アウエイクたちが、実じつ況きよう席のディスプレイに写し出される。

　アオイ、ＡＫＡＲＩ、フタバウサギ──参加している少女アバターたちは、揃そろえたように見事な水着姿を披ひ露ろうしていた。

「せっかくのお祭りイベント、楽しまなきゃ損でしょ、ってことで……協賛の我がモストカンパニーより、新作の水着コスチュームを提供しております。後日発売の予定なんで、覚えといてねー☆」

　商売も兼かねているようだった。さすが抜かりない社長としての腕うで前まえである。

　その実況音声は、テーマパーク内のあらゆる場所に響いていた。

「むー……」

　アオイはそれを聞きつつ、頭部の猫ねこ耳みみをぱたぱたと動かしつつ全身の水着を確かく認にんする。

「すごい。ぜんぜん重くない。動きづらく、ない……！」

　アオイの水着コスチュームは腰こしにパレオが結んであったが、それが戦いに影響することはなさそうだった。

　まさに見た目に華はなを添そえるためだけの仕掛け。水着のかわいい少女が、かっこよく全力でバトルする。夢のある光景であり、現代格かく闘とうゲームのひとつの魅み力りよくとも言えた。

「せっかくなら……鋭えい一いちにも、見せたいなあ。どこにいるのかなあ」

　アオイは耳をぴくぴくさせながら周囲を見み渡わたす。だが近くに、Ａ１の姿はなさそうだった。

「というワケで、見た目も華やいでますが！　ちなみに安田さんは、好みのタイプとかいます？」

「えっ、それ俺に聞くの!?」

「またまた～。興味バリバリのクセに～～」

「……そりゃあな。俺は、可愛かわいい女の子は全部好きだ!!」

「……言い切られると、それはそれで引くわね」

「なら聞くなよ！」

「さて、場も程ほどよく涼すずしくなったところで。そろそろ……始めますか？」

「そうしてくれ……」

　プリンセスは場を締しめなおし、Ｚはため息をついた。




　そしていよいよ……戦いが、始まる。




　アバター「Ａ１」として「常夜の森」のエリアに配置された鋭一は、感覚を研とぎ澄すませてその時を待っていた。今回、すべての参加者はランダムに、園内のどこかに配置されている。アオイやフタバ、ＡＫＡＲＩや百道なども、どこかにいるのだろう。

　［ＢＡＴＴＬＥ　ＲＯＹＡＬ　ＩＮ　ＦＡＮＴＡＳＹ‐ＬＡＮＤ］

　アナウンスが始まる。Ａ１は呼吸を整える。

　［ＲＥＡＤＹ］

　思い出す。二葉との約束を。




　──「俺が優勝してみせる、とか。それで、どうだ？」

　──「今の俺に、不可能だとは思わない」




　実際のところ、確証はない。……いや。いつだって、誰にだって、確証なんかないのだ。

　あるのは、鍛きたえてきた己の実力だけ。

　ただし、それを自ら信じるかどうかで、強さはきっと変わる。

　Ａ１は前を向いた。目を開いた。あとは、ただそのチカラをぶつけるだけ。

　そして……その先に結果は、待っているはずだ。




　［ＦＩＧＨＴ!!］




　試合開始の合図とともに、Ａ１は駆かけ出す！

　彼の移動する先で、ビクッと反応した影かげがある。対戦者のひとりだ。このエリアは薄うす暗ぐらいが、Ａ１はわずかな呼吸音などから、その気配を感じ取ることができる。

　Ａ１が接近すると、すぐに相手は身構えた。きちんと反応できている。決して弱敵ではない。だがＡ１とて……ただ近づいているわけでは、ない。一度、ピクリと止まる。

　この予備動作は──〈ショートワープ〉！

　次の瞬しゆん間かん、Ａ１は既すでに敵の眼前、至近距きよ離りにいた。同時に、右腕を鋭するどく突つき出している。掌しよう底ていが、決まった。

　相手からすれば、意外な動きだったろう。Ａ１は本来〈ショートワープ〉を、一いち撃げき決めた後の離り脱だつに使う。彼が接近のためにワープを使った例はほとんどない。

　だが彼は、学んでいたのだ。専ら接近に〈ショートワープ〉を使うライバル……ＡＫＡＲＩとの特訓で、この使い方を。

「が……ッ!?」

「悪いな。俺も、いつまでも『サドンデスの王者』だけじゃ足りないんだ」

　そのまま連続して、左右の掌底を叩たたき込む。なすすべなく、相手のアバターは爆ばく発はつした。

「──おおっ。やるねえ鋭ちゃん！　本日のイベントで最初の撃破を記録したのは、当社イチオシの新しん鋭えい、Ａ１選手！」

「お姫ひめ様さま。運営側なのに、ぜんっぜん中立じゃないのな」

　プリンセスが実況し、Ｚがツッコむ。

「俺が鍛えてきたもの……全部、出し尽つくしてやるよ」

　Ａ１は確かめるように拳こぶしを握り、開く。戦いをすぐそばで観戦していた観客たちも、「おおっ！」と声をあげた。
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「──墨ぼく式しき。『一おもて』！」

　王都エリアの片かた隅すみで、ネコミミが特とく徴ちよう的な黒くろ猫ねこのアバター、アオイが華か麗れいに目め潰つぶしを極きめる。

　相手は防ぼう御ぎよも回かい避ひもできない。

　敵に死を告げる不ふ吉きつな黒猫は、くるりとひるがえって強きよう烈れつな回し蹴げりを繰くり出す。

「はぁ……ぁあっ！」

　あっという間に、彼女の足は相手の首を刈かっていた。水着に包まれた胸が揺ゆれ、腰こし元もとでパレオが華麗になびく。そのまま、地面に頭を叩きつける！

　ゴキィ、という派手な音が響ひびく。可か憐れんな見た目と裏腹に、情なさけ容よう赦しやない攻こう撃げき！

　おそらく首が折れただろう。相手のアバターが爆発した。

　先日のトーナメント優勝者でもある「ゴースト・キャット」の暗殺拳は、今日も絶好調だった。

「ほーほー、有力どころは順調にポイントを稼かせいでますねー」

「まあ、Ｂランク上位はもう準Ａランクみたいな世界だからな」

　プリンセスとＺのコメントの通り、他の有力者も順当に勝ち星を重ねていた。

「イェーイ！　ファンのみんな、今日はせっかくだから、近くで見守ってね☆」

　港町の入り口で、ＡＫＡＲＩが持ち歌とともに関節技サブミツシヨンを極きめる。

「……ククク。弱いな」

　そして──岩山ダンジョン。百道が、〈空歩〉を利用した空中殺法で相手を叩きのめす。

　今日の百道は、通常の「魔ま王おう」である。そこに遊びの余地はなく、ただただシンプルに目の前の敵を倒たおしていた。それは実際おぞましいまでに強い……凄すさまじい実力であった。

「今日は、加減せんぞ。さあ来るがいい。卑ひ怯きよう者ものめ──」

　邪じや悪あくな笑えみを浮うかべ、どこへともなくつぶやく。いつもの軽けい妙みようなパフォーマーの姿はそこにはなかった。

　その、ほぼ直後だった。

　待ちわびた「卑怯者」が、ファンタジーランドに現れたのは。




　──ジ、ジジッ。




　突とつ如じよとして、港町エリアの観覧車「空中大魔ま法ほう陣じん」の頂上に、その影は降り立った。

　真っ黒な全身に、ねじまがった歪いびつなツノ。輪りん郭かくの揺らめくシルエット。

　──「ファントム」!!

「感情表現処理ＯＮ。──フフ。群れている。進化したワタシの犠ぎ牲せいにふさわしい生いけ贄にえだ……。ワタシはこれらを食って、さらに学習する。成長する。凄すごい存在になる──！」

　眼下を見下ろす双そう眸ぼうは冷たい。その存在は、ヒトではない。人間の操作を離はなれた、純じゆん粋すいな戦せん闘とう存在。

「……〈座標転移テレポーター〉」

　ファントムがつぶやくと同時、その姿はかき消え、観覧車の真下に再出現した。周囲の観客たちがどよめく。やはり……これは、通常ありえないスキルだ！

「アバター反応、検知。十、二十……フフ。誰だれが最初に相手してくれル……？」

　この港町エリアは、百道のいる位置からは距離があった。

　では、今、最もファントムの近くにいる有力な覚醒者アウエイクは？

　ファントムが歩みを進める。ぎょろり、と左右を見回す。

　──その顔面に、真っすぐに光線が命中する!!

「グ……!?　計算外の事象が発生。視覚センサー沈ちん黙もく。リカバリを……」

「──『ビーム』。どうだいチート野や郎ろうさん、こんなの食らう予定はあったか？」

　近づいてきた男はフードつきのコートに両手を突っ込んだ怪あやしいスタイル。

　それは、魔ま術じゆつ師しと呼ばれた男。元の名はサクラダ。かつてはユキオ。

　今の名は、ダンデライオン！

「さあ、遊ぼうか」

　ダンデライオンはコートのポケットから、右手を引き抜ぬいた。人差し指を掲かかげる。

　ザッ、と彼が一歩踏ふみ出すと、ファントムもそちらに向きなおった。足音に反応したか。どうやら視覚以外のセンサーはまだ正常に生きているようだ。

　だが相手の不調を見み逃のがすダンデライオンではない。既に駆け出している。

「……食らうがいい。ダイナマイト・パンチ！」

　拳を繰り出す。ファントムがガードする。ファントムの腕うでに、拳が当たった瞬間！




　ドッ　ゴ　オ　ォ　ォ　ン




　強烈な爆発音が、あたりに響いた。ただし「音だけ」だ。しかし相手をビビらせるのに十分ではある。

「チート持ちでも驚おどろいたりするもんかい？　なら嬉うれしいがな」

　そこから、真っ当なパンチ・キックのコンビネーションを浴びせる。なるほど、勝負できている。さすがの人工知能も、「知らない攻撃」に対処するのは簡単ではないのだ。

　ファントムは、モストカンパニーから盗ぬすみ出したデータにより、ひととおりのスキルと格かく闘とう技ぎの知識はインプットしていた。だがその中には……当然、「ビーム」も「ダイナマイトパンチ」もない。

　これらはチートとは異なる。「ビーム」はスキル〈ミスト〉で作った棒状の霧きりに〈フラッシュ〉で光を通しただけの代しろ物ものであるし、「ダイナマイト」は殴なぐった瞬間に〈ノイズ〉で爆発音を発生させただけだ。

　スキルの組み合わせで、通常とは違ちがう結果を出す。ダンデライオンのこの戦い方は、ファントムに対し有利だったと言うことができるだろう。

　ただし。

　その有利は、時間とともに失われていったのだが。

　距離をとったダンデライオンは「ビーム」を連射し、ファントムを混乱させる策に出た。しかし……そのファントムが、つぶやき続ける。

「──解析アナライズ開始。スキル検けん索さく。ビーム。光。……〈フラッシュ〉。光が、棒状。光の成型。スキル検索。ヒット。〈ミスト〉……！」

「な……に。正体を？　ずいぶん早い……」

「──『学習オボエタ』。結論、受けて問題ないものと断定」

　そこで、腕でビームを防いだりしていたファントムは、防御をやめ直進した。光の筋が漆しつ黒こくの身体からだを貫つらぬくが、ダメージはない。

　突如として距離を詰つめてきたファントムに、さすがのダンデライオンもわずかに面食らう。

「く……っ!?」

　そして近づいてきたファントムの姿が……突如、消えた。

　何の前まえ触ぶれもない消失。これは！

「──〈座標転移テレポーター〉」

　ダンデライオンは背後に気配を感じた。だから振ふり向こうとした。だが、その時には何もかもが遅おそかった。ファントムは拳を構えていた。

「自動打撃オートスマツシユ！」

　マシンガンのような打撃が背中から猛もう烈れつに撃うち込まれ、ダンデライオンは蜂はちの巣にでもされたかのような錯さつ覚かくにおちいった。

「こ……の……！」

　ひとたびこの状態になってしまえば、抵てい抗こうは許されない。あっという間に、ダンデライオンのＨＰは底をついた。

「なるほど……こいつは許せねえかもな……百道！」

　そして彼は、なすすべなく爆発した。

　後には、ブツブツとつぶやくファントムが残された。

「知識保存完かん了りよう……次のターゲットを検索……未知の戦法を持つのは……」
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「きょ……強烈！　おそるべき移動に、おそるべき攻撃。これが『ファントム』の力……どう思いますか、安田さん」

「今日はアバターの姿なんだから『Ｚ』って呼べよ！　……まあ、噂うわさ通りのチートだな」

　放送席ではプリンセスがテンション高めに実じつ況きようし、Ｚは冷静にファントムを観察した。

「んー。どうです？　安田さんなら勝てると思います？」

「Ｚな！　うーん、どうだろな。実際に向き合ってみないと何とも言えないとこはあるが……普ふ通つうにやっちゃあまずムリだと思う。何しろチートだからな」

「なんと！　一位の安田さんでも正面からでは苦しい!?」

「…………。俺の話、聞いてないな？　なあ、Ｚって呼ぼう？」

「正面からでは苦しいんですか？」

「こ、こいつ、名前すら呼ぶのやめやがった……。ああ。ま、そういうコトだよ。ただし、ヤツがやってることは結構単純だ。あとは対策を試ためしていくしかないんじゃねえ？」

「なるほど」

　プリンセスはそこで会話を打ち切った。ファントムは、次の獲え物ものを求めて移動を開始していた。

「ワタシは成長する必要がある……学習しがいのある相手は──ランキングポイント検索。より高い実績の持ち主は──」

　ファントムは目の前の景色をスキャン。通常表示されるはずのない、覚醒者アウエイクたちの過去の実績まで読み取っていく。

　この場にいる大半は、Ｂランク相応のポイントを持ったそこそこの強者たちだ。しかし、その程度ではファントムの目を惹ひくには至らない。だから、ファントムはそれらの相手には目もくれず通過する。

「な、なんだコイツ……？　俺を無視すんじゃねえ……！」

　中には、あからさまに無視されたことに腹を立て、襲おそい掛かかる者もいた。だがそういう相手に、ファントムは容赦なかった。

　──ジ、ジジ。

　輪郭がゆらめいたかと思うと、ファントムはもうそこにはいない。相手の背後にいる。

「な、見えなかっ──！」

「ハァ。足りぬ。沈しずめ、自動打撃オートスマツシユ……！」

　そして猛烈な連打で、あっという間に襲しゆう撃げき者のＨＰを削けずり取った。

　アバターが爆ばく発はつする。だがその爆風にも、彼女は一いち瞥べつもしない。

「実績検索。普通ノーマル。普通ノーマル。普通ノーマル……ヒット。一人、いる……！」

　そうして港町エリアの出口付近で、ファントムは発見した。己が学習するにふさわしい実績を持つ強者を。

「……ん！　そっか、こっち来たかぁ」

　発見されたその少女は、舌を舐なめずってファントムのほうを振り返った。美しい髪かみがなびく。白とピンクを基調に、フリルをあしらった水着がひらりと舞まう。

　彼女は確かに、抜ばつ群ぐんの知名度と成績を持っていた。チャレンジトーナメント準優勝、多くのファンを持つアイドル。その名はＡＫＡＲＩ！

「見る目あるね！　サインあげよっか!?」

　魅み力りよくあふれるウインクとともに、挑ちよう発はつする。

「サイン？　筆ひつ跡せきデータに価値はナイ。ワタシがもとめるのは……成長」

「なーんだ、ノリ悪いの。でも、そうね。成長するのは……私も好きだよ！」

　そうしてＡＫＡＲＩは、構えた。

（とか言って……遊んでいい相手じゃないよね）

　内心で、彼女の思考は回り始める。

（たしか、鋭一も言ってた。噂の「ファントム」……瞬しゆん間かん移動と連撃。それに対たい抗こうするには──）

　ＡＫＡＲＩはパチン、と指を鳴らした。お得意のスキル〈サウンド〉が発動する。

　しかし流れ始める音楽にも、ファントムは微び動どうだにしない。

（動どう揺ようすらしない、か……喋しやべり方だけじゃなく、ホントに機械みたいね）

　まあ、それは良い。この〈サウンド〉は相手を動かすだけが目的ではない。そもそもは、リズムに乗って、自らをアゲるために用意したものだ。

　普ふ段だんなら曲に合わせて自分から攻せめていくところだが、この相手に不用意な攻こう撃げきはできない。何百回と聞いた持ち歌「虹にじ色いろ Sub-Mission」に合わせ、かかとでリズムを取りながらＡＫＡＲＩは敵を待ち受ける。

「来ない……か？　ならば」

　ジジッ。ファントムの輪りん郭かくがゆらめく。来る。

「こちらから、行こう。──〈座標転移テレポーター〉！」

　そしてファントムの姿が、消えた。

　……しかし。同時。ＡＫＡＲＩは、即そく座ざに真後ろに向き直る！

「きたきた！　ワンパターンなのよ！」

「ナ……ニ!!」

　ＡＫＡＲＩはファントムの移動先を、完全に読んでいた。ファントムは、相手の死角に的確に現れるのだ。……的確すぎるほどに。だからＡＫＡＲＩには行き先がわかった。

　彼女もまた、「学習と思考」を得意とする覚醒者アウエイクである。その点で、ＡＫＡＲＩとファントムは似ていた。

（どこにでもワープできる能力？　そんなのがあったらどうする？　まず死角に移動する。私だったらそーする）

（そして──どんなアバターだって、近づかなきゃ攻撃できない。これは間違いない。ということは……）

（真後ろの、至近距きよ離り！　これに備えれば──！）

　ファントムは、ワープ先ですでに拳こぶしを繰くり出してしまっていた。この時ばかりは、圧あつ倒とう的なスピードが災わざわいした。ファントムは止まれなかった。だから、ＡＫＡＲＩに右みぎ腕うでを摑つかまれた。

「もー……らいっ！」

　ＡＫＡＲＩが敵の肘ひじ関節を取る。両手を使って、思い切り相手の腕を伸のばした。ビキッ、と軽い音がし、関節にダメージが入る！

「……コレが、関節技サブミツシヨン。身体動作処理、エラーコード『０ヨ４ン』。右腕拘こう束そく状態」

　だが。ファントムは、これを超こえる「チート」で、関節技に対抗した。

「……『学習オボエタ』。対処、能力値変更パラメータチエンジ。パワー……『５』！」

　通常、アバターに割わり振れるパラメータは「３」まで。しかしそれを超える「５」点分のパラメータを腕わん力りよくに割り振る。卑ひ怯きようそのものだ。

「え……ええっ!?」

　ＡＫＡＲＩが面食らった。ありえない力によって、関節技は強ごう引いんにほどかれた。メキメキ、と音をたて、ファントムの肉体が禍まが々まがしく変質する。ルールを無視した戦士は、さらに逸いつ脱だつした方向への変化を始めていた。

「自動打撃オートスマツシユ……『強力ストロング』!!」

「うわっ……防ぼう御ぎよを……！」

　パワー５のまま、強きよう烈れつな連続パンチが放たれる。回かい避ひは間に合わない。慌あわててＡＫＡＲＩはこれを防御した。だが……防御など、意味がなかった。

「がっ……あ……!?」

　一撃一撃が、重すぎる。あっという間に両腕でのガードが粉ふん砕さいされる。

「はは……これ、無理ゲーじゃない……!?」

　ＡＫＡＲＩは悔くやしそうに、苦み走った笑えみを浮うかべた。そして、爆発した。

　思考力ではどうにもならない力の差。ゲーマーは、基本的にルールの中で思考する。そのルールを破は壊かいされてしまったら、どうしようもないのだ……！

「感情表現処理ＯＮ。──フフ。ワタシは、成長した。さらに成長する。どんどん、凄すごくなる……！」

　刺とげ々とげしく膨ぼう張ちようし、悪あく魔まのような形に変へん貌ぼうした右腕をぶら下げ、ファントムはその場を去った。




　　　　　　　＊＊＊




「……どうした。この魔王に歯向かう者は、もういなくなったか」

　岩山のダンジョンにて、百道が獰どう猛もうな表情を周囲に向けた。

　毎回違ちがうアバター、違う戦法で戦う。

　常に遊び心を取り入れ、決して真っ当な試合はしない。

　そんな百道が今日は……ただひたすら、シンプルに戦っている。

「つ、強つええ……！」

　周囲の選手たちや観客が口々に漏もらす。

「いやァ悪いな。今日の私のコンセプトを教えておこうか？　──『普通に戦う』だよ」

　そもそも。この「魔王」アバターを使う時、百道の一いち人にん称しようは「吾わが輩はい」だったはずだ。それが百道なりの「魔王」の演技ロールだったから。しかし今回は、素すの喋りの時と同様、「私」で統一されている。それだけでも、今回の本気度が窺うかがえるというものだ。

　既すでに周りでは、何人ものアバターが爆発し終えていた。二人や三人を同時に相手しても、百道は揺ゆらがなかった。純然たる、格かく闘とうの実力が頭一つ抜ぬけていることの証明だ。

「──お」

　ここで、遠くからの音に百道が反応した。「ゴー……」という走行音が耳に届く。

「すまんが、君たちの相手はここまでだ。来客のようなのでな」

「「「…………？」」」

　周囲の選手たちが、観客たちが、音のほうを見上げた。

　音はだんだんと近づいてくる。この岩山の周りを走る……レールに沿って！




　──ゴォッ！




　猛もう烈れつな速度で現れた「ワイバーンコースター」の上に中ちゆう腰ごしで立っていた黒き悪魔が、跳ちよう躍やくする！　百道が初めて見た時とは、随ずい分ぶん違う姿をしていた。

　禍々しい形の右腕を掲かかげた「ファントム」は、着地と同時に、一人のアバターを叩たたき潰つぶした。

「──ア!?」

　なすすべなく、選手の一人が爆発する。おそるべき威い力りよくだ。

「Ｂランク高位存在を観測。記録開始……！」

「来たか。ようこそ」

　百道は油断なく構えながら言った。

「待っていたぞ。貴様にはいつぞやの礼をしなくてはならないし……」

　魔王の瞳ひとみが、赤く光る。「本気」の眼光を鋭するどく、目の前の敵にぶつける！

「──率そつ直ちよくに言って、私は、お前のことが、大だい嫌きらいだからなァ……！」

　いつも軽いノリの百道が、あの百道が。

　明確に、敵意を口にした。

「動作分ぶん析せき処理。構えの隙すき、０％──」

　ファントムの口調は変わらない。だが……数字が物語っていた。この百道は、以前叩きのめした時とは、まったく違うということを。

「さあ……逆ぎやく襲しゆうを」

「学習を」




　──「「始めようか」」




　そして、両者は動いた。

　ジ、ジジ。ファントムの輪郭が揺らめく。この予兆を百道は見み逃のがさない。

「〈座標転移テレポーター〉。自動打撃オートスマツシユ」

　かつて百道を倒たおした時と同じように、一瞬で背後に回り、連撃を出す。

　だがそこに、百道はもういない！　マシンガンのような打撃の群れが、空を切る。

「……同じ手を食うか！」

　百道は全力で飛びのき、元いた場所を離はなれていた。移動してしまえば、背後も背後ではなくなる。

「──〈座標転移テレポーター〉。自動打撃オートスマツシユ」

　だがここでファントムは手を変えず、再度同じ行動。百道はこれもかわす。

　ファントムが瞬間移動する。百道がかわす。

　ファントムが瞬間移動する。百道がかわす。

　チート技を使ったファントムの必勝パターンが、通用しない。

　だが百道は、徐じよ々じよに追いつめられていた。防戦一方でこちらからの攻撃はできていないし、敵の移動の間かん隔かくが、徐々に速くなってきている。間をおかず、すぐに次の〈座標転移テレポーター〉がくる。いつかは、かわしきれなくなるだろう。

「……ッ！　ここまでか!?」

　いよいよ、百道が追い付かれる。飛びのいた先に、既にファントムがいた。

　このまま攻撃に入られれば終わる。……その時だった。

「──なんてなァ」

　ゴォォ、と、迫せまる音があった。人間一人ひとり分ぶんのアバターなど、及およびもつかぬような質量とスピード。




　──ワイバーンコースター!!




　いつのまにかレールの上に逃にげていた百道。猛もうスピードで走行するコースターが近づく！

　このままでは、ファントムに先に当たるだろう。そこまで百道は計算していた。

「忘れたか？　今日はテーマパークのイベントだ。アトラクションを楽しまなくちゃァな……！」

「──巨きよ大だい質量接近。攻こう撃げき中止。ロジック変更、回避行動……！」

　ファントムが回避のための〈座標転移テレポーター〉を発動する。だがわずかに、遅おそい！

　ゴッ、と、鈍にぶい音がした。レールの下にワープして現れたファントムは、異い形ぎようとなった右腕を押さえていた。……少し、ひしゃげた形になっている。ダメージを受けたのだろう。

　これぞ、今回のイベントの真骨頂であった。アバターたちは、テーマパーク上に立体投とう影えいされているにすぎない、いわば幻げん影えい。だが、現実の物体に触ふれることができるのだ。

　さすがに建物を破壊したりすることはできないが……上に乗ることはできるし、ぶつかればダメージを受ける。そのようにプログラムされている。

「……被ひ害がい状じよう況きよう確かく認にん。感情表現処理ＯＮ──フフ。まさか、こんな、これが、人間の『策』……！　学習に、値あたいする」

「ハハハ。学習か、いいだろう。存分に反省するといい……。負けてからな！」

　ファントムが立ち上がる。百道は再び逃とう走そうする。〈座標転移テレポーター〉に捕つかまったら終わりだ。

　百道は岩山のエリアを抜け、「常夜の森」のエリアへ入っていく──。




　　　　　　　＊＊＊




　Ａ１は、他の覚醒者アウエイクを倒しながら「常夜の森」の中を「王都」の方角へ移動しつつあった。

　するとそこへ、上空から落下してくる者がいた。

　これほど高く跳とびあがれる性能のアバターは多くない。

　落ちてきたのは、脚きやく力りよく特化のアバター……「フタバウサギ」だった。

「……お兄ちゃん!?」

「……二葉！」

　フタバはＡ１の近くに着地し、身構える。

「あちゃー……お兄ちゃん、ですか。厳しい相手です。でも、そういうイベントだし……戦い、ますか？」

「覚かく悟ごができてるじゃないか。もちろん、やるなら負けないぜ。俺は……お前と約束したんだからな。『優勝する』って」

　Ａ１も構えようとする。だが、そこへ……さらなる乱入者があり、兄きよう妹だいの戦いは始まらなかった。

　Ａ１は見たのだ。岩山の方面から、魔王が駆かけてくるのを。

「──百道か!?」

　身構えるＡ１。だが、百道は彼を狙ねらう余よ裕ゆうはなさそうだった。

「……Ａ１くんか。少々勿もつ体たいないが、今はキミの相手をする時間はないな！　まあ、私の本気でも見ていくがいい。滅めつ多たにない機会だぞ？　……チート退治だ！」

「チート……？　『ファントム』か！」

　直後。それまで何もなかった空間が揺らぎ、ファントムが出現した。百道を追ってきたのだ。

　真っ黒な全身に、元は耳だったツノと、歪いびつな右みぎ腕うで。華きや奢しやな胴どう体たいからは想像もつかないパワーを秘ひめた姿……。

　Ａ１はフタバを手で制し、一歩後ずさった。この戦いに巻き込まれては分ぶが悪い。

　だが……ファントムのその姿に、フタバは大いに反応し、逆に前に出た。

「……!!　あの、黒いのは!?」

「に、二葉!?　ヤツには関かかわらないほうが……」

「お兄ちゃん。あれが、噂うわさになってる『ファントム』なの……!?」

「ああ、そうだ。卑ひ怯きようなくらい強いから、あんま近づくと──」

「あれは……あれは！」

　フタバがこの目でファントムを見るのは、実は初めてだった。彼女は以前の百道の生放送の時もいなかったし、ここ最近は葵あおいと特訓したり、自主練したりで、トレーニングばかりだった。ランキング戦に出しゆつ没ぼつしていたファントムと出会う機会はなかったのだ。名前だけは聞いていたが……。

　だが、実際目にすると、わかる。あれは──

「リーフ……！　こんなところに！　リーフ!!」

「えっ、リーフって、前探してたプログラムか!?　あれが!?」

　フタバが取り乱し叫さけぶ。同時、Ａ１が驚おどろく。

「うう……」

　幼いフタバは少し、ためらった。自分の失敗を公表することになる。だが変わり果てた「ファントム」を前にして、もう隠かくすのは耐たえられなかった。兄にすがりつくように、告白する。

「ご、ごめんなさい……あれは、あれはリーフなんです。私が『プラネットについて学習してきて』ってインプットしたから、それに従って動いてて……私、目の前で見たんです。小さなウサギのペットが、あの黒いヒト型に変わるのを……！」

　フタバは悔くやしそうに、地面に視線を落とした。

「止めようともしたけど、無理でした……。私が、命令を解除できるようにしてなかったから。設計ミスなんです。あの子は今『学習する』ことしか考えてないです。チート技わざだって……『あれはいけないことだ』って、教えてないから使っちゃうんです」

　責任を感じているのだろう。フタバの脚あしは、少し震ふるえていた。

　運営の排はい除じよすら拒きよ否ひしたという、問題のアバターによる事件。今やプラネット中で問題視されているそれを──自分が引き起こしてしまった？　一気に、罪悪感のようなものが襲おそってきた。思わず汗あせをかく。心臓の鼓こ動どうが速くなる。

　決して、二葉に悪意があったわけではない。だが自分に似たアバターが禍まが々まがしく姿を変え、周囲を蹂じゆう躙りんしている様子は、胸の痛いものだった。

「に、二葉……！　落ち着け」

　Ａ１がなだめる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。百道は自信がありそうだし……とりあえず、信じてみよう」

「う、うん……」

　フタバはまだどこか暗い面おも持もちだが、ひとまず黙だまる。

　二人は、百道とファントムの戦いのゆくえに注目した。




　ファントムは再び、百道を追いつめつつあった。

　例によってワープの瞬しゆん間かんに飛びのいてかわす百道だが、この繰くり返しでは先さき程ほどまでと同じだ。徐々に追いつめられる。

　ついに百道はこのエリアのお化け屋や敷しき「深き森のゴーストハウス」の壁かべにまで追いやられた。

「ほう……これは、逃げ場なしというやつか？」

　壁を背に、強がった笑えみを浮うかべてみせる。ファントムの姿はもう目前だ。焦じらすように、敵はじりじりと近づいてくる。真っ黒な全身の、輪りん郭かくを揺ゆらがせながら。

　そして、その姿が──消える。

　百道はそれを待っていた。ファントムは罠わなにかかっていた。

　発動する〈座標転移テレポーター〉。そして再び出現するファントム。やはり百道の背後か？

　違ちがう。百道は壁を背にしている。




　今の百道に……背後は存在しない！




「──かかったなァ！」

　魔ま王おうのアバターが、牙きばを剝き出して笑った。背後に回れぬファントムは、百道の真横に出現するのが精いっぱいだった。それならば、百道からも姿が捉とらえられる。

「……！　エラーコード『０ハ８チ』。角度計算失敗。離り脱だつ……」

「させるか！」

　魔王の巨きよ体たいが動いた。真横に向かってパンチを出す。決して、背中は壁から離はなさない。半身になって横を向き、続けて蹴けりを出す。確実に、ファントムにダメージを与あたえていく。

　ダンデライオンやＡＫＡＲＩの与えたダメージと合わせると、もはや無視できない蓄ちく積せきダメージのはずだ。

「アラート。ダメージ甚じん大だい。残りＨＰ５００以下」

「どうだ、『チート』まで使っておきながら押される気分ってのは……！」

　百道は「チート」の部分を強調して言った。

「戦術選せん択たく。攻撃。……自動打撃オートスマツシユ！」

　ファントムは百道を真正面に捉え、連撃を繰り出す！

　ここで百道は、壁から離れた。今、壁に張り付いていたら連続パンチによって崩くずされていただろう。だが逆にこれは、チャンス。

「その技は別に……無敵じゃないぞ！」

　ファントムは壁かべ際ぎわの百道に向かって、壁に対して平行に自動打撃オートスマツシユを放っていた。つまりファントムもかなり、壁に近い位置にいる。左側面は壁に接しそうなほどだ。

　百道は、その逆に飛び出した。パンチを出すために伸のび切ったファントムの右腕。そこを狙う！　全身を躍やく動どうさせ、右脚を叩たたきつける。

　強きよう烈れつな飛び蹴りが、決まった。

「……マジか！」

　Ａ１が目をみはった。隣となりでフタバも前のめりになっている。やはり百道、恐るべし。チートスキルを使う相手と、まともに戦えるとは……！

　ドガァン！　と音を立て、ファントムは壁に叩きつけられた。ダメージは大きいだろう。

「なァ、チート野や郎ろう……私はな、ふざけるのが好きなんだよ。面白いからな。……だがな。私の『遊び』が他人から見ても面白いのは……ルールを破っていないからなんだよ」

　百道はそのまま、壁に向かって歩みを進める。

「私だってダンデライオンだって、どんだけメチャクチャやっても、そこだけは守ってる」

　珍めずらしく、百道の言葉は感情的になってきていた。この相手を前にすると、耐えられずに思いのたけが出てしまう。

「わかるか。スポーツだって、格かく闘とう技ぎだってそうだ。どんな男どもを前にしたって、私は筋は通してきたよ。お前は駄だ目めだ。お前は……禁きん忌きを破った」

　百道が止とどめを刺さそうと、右腕を振ふりかぶる。ファントムの輪郭が揺らめく。

　ファントムの姿が、消えた。〈座標転移テレポーター〉。同時に、百道が飛びのく。

　これまでと同じ回かい避ひだ。後ろに現れようとも、絶対に相手に背中を見せないための。

　だから、百道の背後を取ることはできない。

「悪あがきか。バカの一つ覚えだぞ。もう諦あきらめ──」

「……演算完かん了りよう。『学習オボエタ』。新たなロジックを確立」

　はず、だった。

　百道は、ファントムの声を背後から聞いた。背筋に悪お寒かんが走る。

　ファントムは何度も〈座標転移テレポーター〉を試ためし、百道の回避パターンを学んでいた。蓄積した情報から、移動先を予測した。

　そして百道の回避先の……その背後に、ワープしていた。

「バ……カな」

「──フフ。良い学習だった。感謝、しよう」

　ファントムの形状が、変化した。頭部に三本目のツノが現れる。まるで、悪魔だった。

「能力値変更パラメータチエンジ。テクニック『５』。自動打撃オートスマツシユ……『疾風ウインド』！」

　凶きよう悪あくな暴風が、魔王・百道を吞のみ込んだ。

　ファントムは両手を使い、とてつもない手数の連打攻こう撃げきを浴びせた。通常、これほどの連打数は不可能だ。だが「テクニック」のパラメータを限界突とつ破ぱさせることで、人体にはありえない回転数を実現していた。

「ち……畜ちく生しよう……畜生……！　おい！　Ａ１！　コイツを、必ず……!!」

　それだけ言い残すのがやっとだった。あっという間に、百道のＨＰは、ゼロまで削けずられた。魔王のアバターが……爆ばく発はつする。これほどの力をもってなお、ファントムには届かなかった。

「百……道……」

　少し離れてそれを見ていたＡ１がつぶやく。横のフタバがＡ１の服をぎゅっ、と握にぎる。

「──次」

　そしてファントムが、こちらを、向いた。
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「アーー!!　畜生！　畜生ホントに！」

「……お疲つかれ様さま。凄すごい戦いだったわ」

　敗北した百道は、早々に放送席に現れた。プリンセスがねぎらうように応こたえた。

「久々かもな……こんなに『悔しい』のは」

「いや……正直、俺もいけた、と思ったもんな」

　Ｚが口を挟はさんだ。

「フン。どうだいチャンピオン。あんたなら倒たおせるか？」

「……倒せるとは、言い切れねえよ。あの野郎、戦いの中で成長するみたいだからな。漫まん画がの主人公かよ。敵キャラみてえな見た目のクセしてさ」

「ははーん。負けた時の言い訳ですかな？　安田氏」

「ですかなー？」

　Ｚが答えると、百道とプリンセスが揃そろって茶化しにいった。百道も負けて少し落ち着き、本来のノリを取り戻もどし始めたようだ。

「なんでそうなる!?　いや……思うにさ。ヤツを倒すには、安定した実力より、人間離ばなれした何かが必要なんじゃねえかな。コンピューターに予測すらさせないような」

「──なるほど」

　真ま面じ目めにコメントするＺに、初めてプリンセスが素す直なおに頷うなずいた。

　人間離れしたプレイヤーに、心当たりがあったからだ。

「だったら……残ったメンバーには、ちょっと期待できるかもね？」

「ハハハ。そうでなければ困る！」

　百道も肯こう定ていする。

「こうなった以上、しっかり見届けさせてもらうぞ。チートに屈くつするか？　チートを超こえるか？　人間ゲーマーの意地を……見せてくれよ」
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「……二葉！　逃にげろ!!」

　Ａ１が叫さけんだ。ファントムは明らかにこちらに目を向けていた。

「……う、うん！」

　フタバは兄の言葉にすぐに反応した。スキル〈スプリング〉を発動。脚きやく力りよくを大おお幅はばに強化し、大地を蹴る。彼女は猛もうスピードでその場を飛び離れた。

「さて。俺がやるしか、ないだろうな……！」

「ターゲット情報検けん索さく……フフ。おお、あれは？」

　Ａ１が覚かく悟ごを決める。だがファントムは、彼を見ていたのではなかった。

「あの姿……耳……あれは、ワタシの」

　その目は、より遠く。ファントムの生みの親へと向けられていた。

　遠くを見たまま、ファントムの黒い輪郭が揺らぐ。

「……まさか！　しまっ……！」

　Ａ１は慌あわてて手を伸ばした。だが、遅おそかった。〈座標転移テレポーター〉。

　ファントムは……フタバウサギを追ってワープした。既すでに「王都」方面に逃げた彼女の方へ。もはやＡ１からは見えないほどの距きよ離りだった。

「くそっ……！」

　Ａ１は踵きびすを返した。今から追えば、まだ間に合うだろうか……？




　一方。

「こっちに……きたんですね」

　王都の広場にて。フタバウサギはファントムと相対していた。

　Ａ１は自らに注意を引き付けるために、フタバを逃がしたのだろう。だが、ファントムは明確にフタバを追ってきていた。

　とはいえ……こうして一対一で相対してみると、この「黒い自分」がこちらに現れたのも、なんとなく納なつ得とくできる気がした。

「もっと知識を。もっと経験を。もっと……学習を」

　ファントムは立ったまま、何やらつぶやいている。

「もっと情報を。もっと実戦を。もっと……成長を！」

　その内容は……フタバにも、痛いほど理解できた。共感できた。

　もっと凄い存在になりたい。今の、不完全な自分が我が慢まんならない。

　だからこそ、リーフに対しても「学習」を命じたのだ。しかし、それを止める手段を設定しないまま「完成させた」つもりでいたのは……やはり、焦あせりだったのだろう。早く「凄い人間」になりたい、という。

　どんなにプログラミングができたところで、そこは自分が、まだ子どもだった。甘かったのだ。

　今、目の前にいる「ファントム」は……自分の「早く、強くなりたい」という願望が、焦りが、渇かつ望ぼうが生み出してしまったものだ。まるで鏡を見ているようだった。

「ワタシは成長するために生まれた。ワタシは、学習しなくてはならない！」

　ファントムの声が大きくなる。その言葉がフタバの胸の内に響ひびく。

　だけど。……だけど。

「私は……」

　今、改めて平田二葉は思う。

　プログラマーにとって自作のプログラムは、我が子のようなものだ。

　そして「この子」を、不出来な、チートを使うようなモラルのない子にしてしまったのは、親である自分の責任だ。

「私は、あなたの……お母さんです！」

　だったら、自分が逃げてはいけないだろう。

　自分の思う「凄い人」は……失敗したからといって、その失敗から目を背そむけない！

　それに。今の自分には、ファントムにも対たい抗こうできるような、技わざだってある。

　戦えるはずだ。止めることが、できるはずだ。

「だから、何がいけないことか……教えないといけません」

　フタバは真正面から、ファントムに叫んだ。そして膝ひざを曲げ……構えた。

「逃げるのは、やめにします。……戦いましょう」

「実績検索……ランキング下位。問題ナシ」

　ファントムはまだ立ったままだ。甘く見ているか？　ならば……今がチャンス。

「はあぁ──ぁああ！」




　──ズ　オ　ッ。




「……！　計測できない力を観測。詳しよう細さい不明……？」

　フタバは葵に教わった通り、深く呼吸して殺気を解放した。感じたことのない異様さに、さすがのファントムも一いつ瞬しゆん、隙すきができる。

　そして暗殺拳けんの、墨ぼく式しきの極ごく意いとは……その隙を、逃のがさず突つくこと！

「墨ぼく、式しき──『一おもて』えぇ！」

　フタバが飛び出す。スキル〈スプリング〉の力も借り、強きよう烈れつな踏ふみ込みで速く、強く、そして鋭するどく！　二本の指を……前に出す！

「アラート！　接近反応。緊きん急きゆう回かい避ひ──」

　突とつ然ぜんの奥おう義ぎに、ファントムは〈座標転移テレポーター〉を使うことすらできずに顔を横にズラした。

　フタバの目め潰つぶしは両目を捉とらえることはできなかった。だが……片目を、人差し指がかする！　ファントムの頭がぐらつく。十分すぎる成果だった。




　──「俺には今までやってきたことがあるし、できることだってある」




　観覧車の下で、「お兄ちゃん」が言っていた言葉。

「私にも、できることはあります……練習してきた技が！」

　フタバはハッキリと、自信を持って言った。言うことができた。

　まだ短い時間だけど、積み重ねたものを、昇しよう華かできた。誇ほこらしい気持ちだった。

　目潰しで相手を驚おどろかせた。さらなる隙を作った。あとは追つい撃げきするだけだ。

　これが「師し匠しよう」葵から教わった、奥義「一おもて」から連なる極意。

　フタバは続けて攻こう撃げきを出そうとし──

　だがそこで、ファントムの輪りん郭かくが揺ゆらめいた。




　──〈座標転移テレポーター〉！




「あっ……！」

　フタバの声が漏もれる。相手の姿が完全に消える。

　油断した……のかもしれない。技を成功させて浮うかれたのは否定できない。

「私も……まだまだってこと……ですか！」

　涙なみだ目めになりながら後ろを振ふり向く。既にファントムはそこにいた。

「自動オート──」

　地じ獄ごくの攻撃が始まろうとしている。ファントムの腕うでが動く。

　そこから、マシンガンのような連続打撃が……

　来る、前に。




「──あなたを」




　少女の声がした。

　どこから？

　……近くの、屋根の上から。




「──塗ぬり潰つぶす！」




　タッ、と屋根を蹴ける。空中でくるりと一回転。

　まさに猫ねこのような身軽な動き。その勢いで黒猫の少女は、右みぎ脚あしを思い切り、振り下ろす！

「アラート！　攻撃中止。緊急防ぼう御ぎよ……」

　ファントムが腕を掲かかげて、蹴りを受け止める。それでも、重いダメージが入った。

　黒猫が着地する。フタバが思わず顔を上げ、涙ながらに笑い、叫ぶ。

「し……師匠!!」

「にのはちゃん。おまたせ」

　その存在を、ファントムはしかと見た。

「検索。知名度あり。多数の噂うわさあり。実績……あり！」

　現れた少女の名はアオイ。その認知度は急きゆう上じよう昇しよう中であり、チャレンジトーナメント「優勝」の実績を持つ。幽ゆう霊れいのごとく消え、突然現れて攻撃することから、ついた異名はゴースト・キャット。

　ファントムとして、これ以上ない「学習」を望める相手だった。

「──フフ。相手にとって不足なし。学習……開始！」

「あなたが……『チート』」

　アオイが口を開いた。

「鋭一が言ってた。あなたを見つけたら……徹てつ底てい的に、たおせって！」

　彼女は両手を脱だつ力りよくし、鋭い目で相手を見み据すえる。戦せん闘とう態勢だ。

「にのはちゃん。いっしょに、戦おう」

「は……はい！」

　二人が会話するのと同時だった。ファントムが……動いた。

「──む！」

　アオイの反応が遅おくれる。人工知能は、殺気が薄うすい。殺気に頼たよって相手の気配を計るアオイにとっては、難しい相手と言えた。

　ファントムは〈座標転移テレポーター〉でアオイの背後へ。しかしそこへ、フタバが飛びかかった。

「……やあっ！」

　二人なら、対抗できる手段は増える。片方が狙ねらわれている間に、もう片方が攻撃できるのだ。

「自動攻撃オートスマツシユ……『双ダブル』！」

　だがここで、ファントムが新技を見せた。左右の手で別々の相手を攻撃する、あまりにも器用な連打！　テクニック「５」だからこそできる芸当だ。状じよう況きようを計算し、この場で新技を編み出す。恐おそるべきはこの人工知能の思考の柔じゆう軟なんさである。

「うああっ……！」

　フタバはこの攻撃をモロに受けてしまった。が、その間に師匠が、動く。

「これなら……防げる！」

　アオイは片手でガードしつつ、殺気を解放。墨式「一おもて」！

「──緊急回避！」

　ファントムは頭を倒たおして避よける。これにより体勢が崩くずれ、自動攻撃オートスマツシユは続けられなくなった。アオイが追撃のため腕を引く。だがファントムの輪郭が、揺らめく。

〈座標転移テレポーター〉発動。ファントムはその場を離り脱だつ。

「むー……なら、わたしも！」

　相手の高機動に対抗し、アオイはつま先立ちの姿勢をとった。そこから、




　──キュッ




　という音とともに、真横に素す早ばやく移動する。距きよ離りこそ短いものの、〈座標転移テレポーター〉にも引けをとらない隙のなさだ。

　これは奥義、墨式──「川ながれ」！




　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ




「複数の残像を検知。座標特定困難……！」

　ファントムが戸と惑まどうように一瞬、止まる。

「わん、つー……すりー！」

　キュッ　キュッ　キュッ……キュキュキュ！

　アオイは急激に距離を詰つめ、ファントムを襲おそう。ＡＫＡＲＩがよく行うような、フェイントを交えつつの急速接近。これも効果があり、一発のジャブが黒い影かげを打った。

「分ぶん析せき、分析、分析、分析……！」

　ファントムがブツブツとつぶやく。アオイは「川ながれ」による移動を続ける。その間にフタバが立ち上がる。

　キュッ　キュッ　キュッ……キュキュキュ！

　アオイが再び近づく。さらに、反対からフタバもファントムに接近した。挟はさみ撃うちの形。

　これに対し、ファントムは──

「学オボ……習エタ！　結論。自動攻撃オートスマツシユ……『回スピン』！」

　高速で回転しながら、３６０度、全方位への連撃！

「……む！」

「うぁあっ」

　アオイとフタバが、同時にダメージを受けた。

「もう、『川ながれ』の動きに対応するなんて……！」

　アオイが驚いたように……しかし、目を輝かがやかせる。

　彼女はこの相手を前にしても、なお楽しんでいた。

　強者との……戦いを！

「す、すごいや……師匠」

　フタバはそんなアオイを、羨うらやましそうに見た。そして、決めた。

「師匠」

「にのはちゃん？」

「師匠はやっぱり、すごい人です。弟で子しになれてよかった。だから……今日は、譲ゆずります」

「ゆずる？」

「あれは、『私の子ども』です。できれば、あの子にも……教えてあげてください。あんなのじゃない。正しい技わざを」

「正しい……」

　アオイは、思わぬ単語に胸があつくなった。

　墨ぼく式しきは、暗殺拳けんだ。人を殺すために生み出された技だ。

　その技が……ここプラネツトでは、正しい技なのだ！

　それはルールを破っておらず、紛まぎれもなく努力によって身に付けた、彼女自身の力なのだから。

「わかった」

　アオイは、こくりと頷うなずいた。そして再度、脱力。深く呼吸する。

「……さあ、いきますよ！」

　フタバが前に出た。ファントムが反応する。自動攻撃オートスマツシユがフタバを迎むかえ撃つ。

　そんな中。

「ハアァ────────」

　アオイは、深く深く息を吐はく。体の中をからっぽにする。

「すぅ───────っ」

　今度は吸う。細く長く、一本の棒が体の中に入っていく感覚。

　それから息を、止める。酸素が体中に行き渡わたる。視界が晴はれ渡ったように目が冴さえる。この間だけは世界のすべてを理解できたようにすら思える、集中力を極きわめた一いつ瞬しゆん。

　そして。息を──吐く!!

「はッ！」

　直後。

「さあ、このままトドメ……!?」

　フタバに最後の一いち撃げきを加えようとしていたファントムは、計測不能の何らかの力を受け、動きを止めた。目には見えないその力は、しかし確かに空気を伝でん播ぱし、この人工知能にすら伝わった。

　その力とは、殺気の塊かたまり。

　これは遠距離から殺気のみで攻こう撃げきする墨式の裏技、幻まぼろしの六画目。




　墨式──「色しるし」!!




　強きよう烈れつな殺気によって動きを狂くるわされたファントムは、〈座標転移テレポーター〉を使うことすらできなかった。その間に、アオイの接近を許し……さらに右みぎ腕うでを、摑つかまれた。

「……！　エラーコード『０ヨ４ン』、右腕捕ほ縛ばく……」

「はぁ……ああ！」

　アオイはそのまま、相手の腕をひねりながらヒザを鳩尾みぞおちに突つき込む。逆の手で、相手の頭部を摑む。そして押し倒しながら、首の骨を折ろうとする。

　おそるべき一撃必殺技、墨式「正とどめ」の形だ。

「ぼく、しき……とど、め……！」

　これが決まれば終わる。アオイが力を籠こめる。

　だが。ああ、これでも。決めることができない。ファントムが口の端はしを歪ゆがめる。

「──フフ。能力値変更パラメータチエンジ。パワー……『５』！」

　バチン！　と、ファントムはアオイを振ふりほどいた。純然たるパワー差で、押し勝ったのだ。

「自動攻撃オートスマツシユ……『回スピン』！」

　そして再度、回転攻撃。アオイとフタバが同時にダメージを受ける！

　もはやフタバは限界だ。アオイにもダメージがある。そして墨式の奥おう義ぎも、すべて使ってしまった。ここからどうする？　何ができる……？

「む、むう……！」

　あのアオイですら、汗あせを流してうろたえた。もう手はないと思えた。




　その、時。




　ファントムの背後に、掌しよう底ていが叩たたき込まれた。




「──！？！」

　その者は、〈ショートワープ〉で現れた。ファントムの背後にだ。

　まさにお株かぶを奪うばう、見事な、完かん璧ぺきな「初撃」だった。

「……どうだ？」

　人ひと影かげが、息を切らして、しかし得意げに言った。

「後ろから攻撃されるってのは、イヤなもんだろう……!?」

　Ａ１が。サドンデスの王者が、そこに立っていた。

「お兄、ちゃん……！」

　フタバが思わず泣く。彼女のＨＰは先ほど受けた攻撃でゼロになった。だから最後に伝えたいことだけを、言った。

「お願い、勝って……私のお兄ちゃんはカッコイイんだって、見せて……！」

「ああ」

　その言葉に、Ａ１は首しゆ肯こうした。

「俺にできることを……見せてやるよ」

「……うんっ」

　そして、フタバウサギは爆ばく発はつし、戦場を去った。

「さて」

　Ａ１が構えを取る。サドンデス王者の、両りよう肘ひじを強く引いた「飛蝗バツタ」の構え。

「やるぞ……葵！」

「うん、鋭一……！」

　心なしか元気が出たように、アオイは立ち上がった。

　Ａ１とアオイは、アイコンタクトで通じ合った。

「今度は、わたしが……前に出る」

「新たな敵を確かく認にん……知名度アリ。実績……」

　またも分析を始めたファントムに、アオイはその余よ裕ゆうを与あたえなかった。

　墨式──「川ながれ」！




　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ　キュッ




　残像を伴ともなった連続移動でファントムを攪かく乱らんする。

「──フフ。その技はもう、学習オボエタ……」

　そう。既すでに敵は対応している。アオイもそれは百も承知だ。

　だからこそ、行く。

　ファントムはアオイの動きについてきた。この驚きよう異い的な動きにも対たい抗こうできるのだ、と自じ慢まんするかのように。

　──Ａ１を、視界から外して！

「自動攻撃オートスマツシユ！」

　驚異的な連打がアオイを襲う。アオイのＨＰも残り少ない。だがこの流れが、Ａ１に時間を作った。Ａ１がスキルを発動する。

　──〈フラッシュ〉！

「……！　視覚情報消失。連打精度低下……！」

　さらに、Ａ１は再びファントムに接近して掌底を叩きこんだ。ＨＰをかなり削けずった。もう少しで倒たおせるはずだ。

「アラート。残りＨＰ僅きん少しよう。決着を……！」

　ところが。ここでファントムの人工知能は、ある決断をした。防ぼう御ぎよを捨て、すべての力を攻撃に。自分の体力が尽つきるより先に、敵をすべて倒すつもりだ！

「あ……っ。鋭一……！」

　その全力の連打は、思った以上に早くアオイのＨＰを奪いつくした。

「葵……！　避よけろ──」

　Ａ１が叫さけぶが、間に合わない。

「…………鋭一」

　そこでアオイは。生身で戦いを知り尽くした暗殺者は、無理を悟さとって身を任せた。

　それから、ファントムの残りＨＰを確認する。

　そして納なつ得とくしたように目を閉じた。もう、自分の役割は終わった、とでも言うように。

「だいじょうぶ、だよね……？」

　アオイは、そう聞いた。

　それを聞いて、Ａ１もファントムの残りＨＰを確認した。

　確認したＡ１は……確信を得たように、強くうなずいた。

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだ」

　二人が交かわした言葉は、それだけだった。

　アオイが、あのゴースト・キャットが、爆発して退場する。

　だが十分だった。二人にはもう分かっていた。

　いや──この二人だけではない。




　　　　　　　＊＊＊




「あっ、これは──」

　プリンセスが口元に手を当てる。

「ふむ。いけるのか？」

　Ｚが興味深げに身を乗り出す。

「そういうコトなんだろう。頼たのもしいじゃないか」

　百道が、どこか優やさしい目で言った。




　　　　　　　＊＊＊




　その場には、Ａ１とファントムだけが残されていた。

　場所は王都の中央広場。だだっ広くて障害物はなく、地形的には普ふ段だんのプラネットの、赤茶けた荒こう野やのフィールドにかなり近い。

　向かい合って立つ二人の間を、風が通り抜ぬけた。もはや邪じや魔まする者はいない。

「──フフ。勝率算出……８０％有利。ワタシの成長は、間に合った。この状じよう況きようならば、〈座標転移テレポーター〉の差でワタシが勝つ」

　ファントムはただブツブツと、そう言った。

　実際、普ふ通つうに考えればそうだろう。近くには壁かべもない。ファントムのワープを防ぐ術すべはない。いかにＡ１といえど、これではチートには、勝てない。

　だが。それなのに。

　アオイは「大丈夫だよね？」と言った。Ａ１は「ああ」と答えた。

　放送席の三人は、「いける」と判断した。

　それは何な故ぜか？

　Ａ１が、口を開く。

「──いや」

「何？」

「コンピューターのくせに、計算を間ま違ちがえたな」

「何だと」

「お前はもう、負けてるよ」

　Ａ１は言い切った。ファントムは納得がいかない。

「バカな。さっきの魔王ですら一対一でワタシには勝てなかった。ワタシのＨＰはまだ残っている。貴様を倒すには十分だ」

「十分なもんか。残り、１００もないだろ？　つまり、あと──」

　ここでＡ１は、相手に見えるように人差し指を立てた。




「『一いち撃げき分』だ」




　その言葉に。観客が、放送席が、敗退者たちが、全員が、沸わいた。

「「「う……うおおおおお！　Ａ１……!!」」」

「鋭、一……」

　葵が両手を口に当てて涙なみだ目めになる。

　それは二葉も同じだった。

「カッコイイ……ほら、やっぱりお兄ちゃんは、こんなにカッコイイじゃない……！」

　放送席の百道が言った。

「そうだ。我々には、彼がいる。一撃を決めるだけなら最強の、『一撃の支配者』が！」




　ファントムが、目を吊つり上げて凶きよう悪あくな顔を作った。その輪りん郭かくが揺ゆらぐ。

「フフ。やれるものなら、やってみろ……！」

　ファントムのパワーは「５」。もしＡ１が、まともに自動攻撃オートスマツシユを浴びたら、あっという間に落ちてしまうだろう。

　揺らいだ黒き悪魔の姿が、消える。

　Ａ１は動かない。

　悪魔が背後に現れる。

　Ａ１は……動かない。

[image: ]

　この時点で動かなければ、〈座標転移テレポーター〉はかわせない。百道ならもう動いていただろう。だがＡ１は不動だった。

　そして──

「自動打撃オートスマツシユ……『強力ストロング』!!」

　パワー「５」の超ちよう強力攻撃が、打ち出された。

　凶悪なパワーで、何度も何度も連打されるその拳こぶしは。

　Ａ１に、すべてかわされていた。

「──な……に」

「……チートより怖こわいものを、教えてやろうか？」

　一いつ切さいファントムを見ず、真後ろからの攻撃を完かん璧ぺきにかわしながら、Ａ１が言った。

「たとえば、暗殺拳……とかな」

　Ａ１が振ふり返る。体の角度を変えながらも、一撃も敵の拳を受けることはない。

「突とつ然ぜん消えたり、現れたり。攻撃してきたり。そういうのは……俺の彼女も得意でさ」

　右みぎ腕うでを引く。掌しよう底ていの構えをとる。

「音とか、風圧とか、気配とか。今じゃ全部、わかるんだ」




　それは、まさしく対・暗殺者とでも呼ぶべき技能だった。




　気配を消す暗殺者の、その気配を感じ取る。それほどに研とぎ澄すまされた感覚。

　そしてすべての攻撃を、かわす。日常的に目め潰つぶしを食らわせてくる彼女に対応するために、彼はこれほどの感覚を身に付けていた。

　平田鋭一と一いつ色しき葵は、常に一いつ緒しよにいた。鋭一には、そのような恋こい人びとがいた。

　それがこの神がかり的な回かい避ひの、答えだった。

「バカな。通じない。ワタシが完成させた技わざが、何も──」

「ついでに言うとな。それは技じゃねえ」

　Ａ１は真しん剣けんな目で言う。

「反則は所しよ詮せん、反則なんだよ。これはゲームだ。……ゲームなんだよ。殺し合いじゃない。勝ち負けを決めるための、本気の遊び」

　Ａ１の瞳ひとみが完全にファントムを捉とらえた。攻撃準備が、整った。

「ここじゃあ、『本気』だけが価値を持つんだ。せっかくのゲームで、せっかくの遊びで！　ズルして何の意味があるんだよ……だから」

　右腕を前に出す。掌底を、放つ──！

「俺たちの、楽しい楽しいゲームを……返してもらうぜ!!」

　そしてＡ１の右みぎ掌てのひらが、ファントムの心臓にめり込んだ。

「ア……ア」

　信じられないというように、ファントムは己おのれの胸むな元もとを見下ろした。

　だが結果は変わらなかった。

　一か月にわたって一度も負けることなく、プラネットを騒さわがせてきたチートアバターは……ついに、爆ばく発はつした。

　それと同時に、中空に文字が出る。




　［ＦＩＮＩＳＨ!!］




　そう、これはただ決着を示すものではない。

　決まったのだ。このバトルロイヤルの、勝者が。




　［ＣＯＮＧＲＡＴＵＬＡＴＩＯＮＳ！］

　［ＢＡＴＴＬＥ　ＲＯＹＡＬ　ＷＩＮＮＥＲ　Ａ１!!］




「やった……優勝……俺が……！」

　Ａ１は息を大きく吐はき、喜びを嚙かみしめると……右手を天にかざして、グッと握にぎった。
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　戦いの後は、盛せい大だいな表ひよう彰しよう式しきが開かれた。

　鋭えい一いちは、もはや確たる自信を得た表情でトロフィーを受け取った。

　もう誰だれにも疑いようもないだろう。

　覚醒者アウエイク「Ａ１」は、デュエル・ルールにおいても、凄すご腕うでのトッププレイヤーだ。

「鋭ちゃん……ホラ、信じてたあたしは、間違ってなかったじゃない……！」

　そう言って鋭一の肩かたを叩たたく珠たま姫きは……あの珠姫が、涙なみだ声ごえになっていた。

　彼女もずっと待っていたのだ。鋭一がこのレベルに辿たどり着くのを。

「まさか、ここまでとはね……次こそは『本気』でやろう」

　そう言ったのは、百もも道ちだ。鋭一が「ホントだろうな？」と疑わしげに返すと、百道は長い銀ぎん髪ぱつをかきあげて「ハハ。いいよいいよ、誓ちかっちゃう」と笑った。

「おい、オイオイ……マジですげえじゃんか……チクショウ、早く来いよ……俺んとこまで！」

　興奮気味に鋭一に握あく手しゆを求めてきたのは、安やす田だだ。

　周囲からはイジられ気味の彼ではあるが、鋭一はもちろんチャンピオンのことを尊敬している。握手に応こたえつつ「必ず、行きますよ」と、鋭一は約束した。

　そうして大盛せい況きようの中、バトルロイヤルは幕を閉じた。




　──ちなみに、ファントムは。

　爆発すると同時に、珠姫たちモストカンパニーによって回収された。

　スキルもパラメータも操作したチートアバターだが、そういえばＨＰだけは操作しなかった。おそらくは、負けることなど全く想定していなかったのだろう。

　だからこそ、ファントムは自分のチートを乗り越こえてきた相手を認め、敗北を受け入れた。珠姫たちが介かい入にゆうし、捕とらえにきたときも、一切抵てい抗こうせずに回収された。

　　──モストカンパニーのスタッフがデータを採取するのを、二にの葉はは呆ぼう然ぜんと見守っていた。

　そこに、表彰式のひと段落した鋭一が近づき、話しかけた。

「なあ、二葉」

「……お兄ちゃん」

「残念……か？　なんだかんだ言っても、『リーフ』は自分の作品だもんな」

「いえ、そんな……チートは、やりすぎです。仕方ない、です」

　言いつつ、二葉は少しうつむいて口を結んだ。鋭一はそんな妹の肩を軽く叩く。

「そうだな。あそこまで、する必要はなかった」

　鋭一は思うところあるように遠くを見て──

「きっとさ。いきなり強くなろうとすると、ズルするしかなくなるんだ」

「……？」

「俺たちは、一歩ずつ強くなるしかないんだよ。一発で目標に『ワープ』することなんかできなくて、どうあがいたって、今の場所から前に進むしかないんだ」

「お兄……ちゃん」

「だから、焦らなくていいんだよ。一歩ずつだって……進むのさえやめなきゃ、遠くまで行けるだろ？」

　鋭一は笑った。まさしく、その積み重ねで遠くまで来た者の言葉だった。

「……うん。そうだね。私も、いつかは……」

　二葉は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　その、直後。ファントムの回収を見終えた珠姫が、二葉のほうへ寄ってきた。

「よっ。お二人、お疲れさん」

「しゃ、社長さん」

「ファントム……『リーフ』って呼んだほうがいいかな？　アレね、残すことにしたよ。チートスキルは消去するけど、成長した知能を消すのがあまりにもったいないからね」

「え？」

「それと……聞いたよ～二葉ちゃん」

　珠姫は楽しそうに、二葉の肩を叩たたいた。二葉は鋭一と珠姫に挟はさまれる形だ。

「もともとは、二葉ちゃんの作品なんだって？　スゴイじゃん。ウチの会社のプログラマーにならない？　一緒に完成させようよ、真のオートアバターをさ」

　そう言って珠姫は、二葉を自社のプロジェクトに誘さそった。

　二葉は結果的に思わぬ形で、自分の実力を、認められたのだ。

「い、いいんですか。こんな騒そう動どうまで起こしたのに……」

「いいんじゃないか。俺からも頼たのむよ、社長」

　そこへ、鋭一も割って入った。

「お、お兄ちゃん」

「二葉。社長に実力を認められて雇やとわれるなんて……俺と、同じじゃないか。追いつかれちゃったな」

「お兄ちゃん……」

　二葉は憧あこがれの兄を見上げ、小さく拳を握った。

　自分が「凄すごい人」になれた手ごたえが、少しだけあった。

　嬉うれしかった。

　その後、二葉とファントムは、プラネット内で一緒に遊んだり戦ったりしているらしい。

　どうやら恐おそろしいライバルが増えてしまったようだった。




　さて、これで、ファンタジーランドですべきことは、すべて終わりだろうか。

　──いや。

　鋭一には最後にひとつ、すべきことがあった。




　　　　　　　＊＊＊




　頂上にさしかかるゴンドラ。

　眼下に広がる夜景。

　チカチカと瞬またたく街の明かりのように、きらきらと輝かがやく葵あおいの瞳。

「──わあ！」

「へえ、やっぱりいい眺ながめだなあ」

　鋭一は、葵を、観覧車に誘っていた。

　もちろん、二人きりで。

　狭せまい密室に二人だけというのは、嬉しいけれど、少し背徳的で。「ファントム」に背後に立たれてもビビらなかったのに、今は心臓のドキドキが止まらなかった。

　もっとも、このドキドキは、ただ二人きりであることだけが理由ではない。

　鋭一にはここで、もう一つ、やらなくてはいけないことがあるのだ。

　誰に言われたのでもない……自分で決めたことだ。




　恋人……って、いったい何なんだろう。




　もちろん、恋人でなければ頭を撫なでたりはしないだろう。二人で、手作りのお弁当を食べたりもしないはずだ。

　鋭一は葵に告白した。二回もした。出会った時と、百道にタッグで勝った時。

　その気持ちに噓うそはない。

　でも……それでも何か、足りない気がした。

　その「足りないもの」に、鋭一は今の自分なりの答えを用意してきた。

「なあ……葵」

「むー？」

　葵が、甘えたような声を出して振り向く。その顔は嬉しそうに微笑ほほえんでいる。鋭一はつられて笑いながら、話し始めた。

「頂上ってさあ……結構長いんだな」

　観覧車は頂点にさしかかり、少し経たっていた。もうちょっとだけ、頂上にいられるだろう。一いつ瞬しゆんではないのだ。

「俺たち、前に約束したじゃん。プラネットで、一いつ緒しよに頂点を目指そう。二人で最強決定戦をしよう、って」

「うん」

「でもさ……思ったんだ。頂点って、辿り着いたらそれで終わりじゃないよな、って」

「……む？　どういうこと？」

「あの安田……Ｚだって、ずっと一位で戦い続けてる。頂点は、始まりなんだ。それから続く『頂点の日々』の」

　鋭一はそこで一呼吸置き、

「だから、さ……約束、変えない？」

「約束を……変える？」

「そう。俺たちで、頂点を目指そう。最強決定戦をしよう。それは変わらない。で、その後……永遠に、最強でいよう。『ずっと最強のゲーマー』を目指すんだよ。二人で一緒に……！」

「ずっと！　ずっと、鋭一と遊べる……？」

　葵の目が、いっそう輝いた。

　かつて死んだような日々を送っていた少女にとって、この提案は、とても魅み力りよく的に映った。もうつまらない日々は、こないのだ。頂点に行っても、その後もずっと、鋭一が一緒にいてくれるのだ。

「うん……うん」

　葵は頷うなずいた。そして鋭一は、話を続ける。

「それで……ずっと一緒にいたいから……これだけは言っておきたくて」

　本人は気づいていないが、この時、鋭一の顔はかなり赤くなっていた。

　告白した時よりもだ。それでも……これは、言いたかった。伝えたかった。

　大事なことだと思った。恋こい人びととして「足りなかった」と、思った。

「あの、俺……葵、のこと」

「鋭一？」




「好き、だから」




「……鋭一」

「大好き、なんだ……!!」

　なんとか、目をそらさずに、そこまで言い切ることに鋭一は成功した。

　その、結果。

　葵は。

「だい、すき……！」

　一度、はっとしたように止まり。

　それから、思った以上の満面の笑みがこぼれた。

「わたしも、わたしもだよ。そっか、言ってなかった。わたし、鋭一、好きなのに……！」

　そう、葵もまた、鋭一のことが大好きだった。

　鋭一とだったら、何をしても楽しい気がした。お泊とまりも遊園地も楽しかった。お化け屋や敷しきの鋭一は、頼もしかった。何より、ファントムを倒たおす鋭一は……本当に本当に、カッコよかった。

「葵……」

「鋭一！」

　どちらからともなく、手が伸のびた。もはや耐たえられなかった。

　鋭一が葵に触ふれるよりも早く、葵はぴょんと跳とんで鋭一に抱だき着いた。さすがにここは暗殺者の動きのほうが、速かったようだ。

　俺もまだまだだな、と鋭一は苦く笑しようした。ファントムの攻こう撃げきはかわせても、恋人の愛はかわせない。

　葵の身体からだは温かかった。自分自身も、嬉しさと恥はずかしさで、発熱しているような気もした。




　今、鋭一の脳のう裏りにはある景色が浮うかんでいた。

　公式戦の、Ａランクの試合。周囲は応おう援えんする観衆で埋うめ尽つくされている。

　その最高の舞ぶ台たいで、自分と葵が、向かい合うのだ。




　二人は明日も遊ぶだろう。明後日あさつても、しあさっても、一週間後も一か月後も一年後も、十年後もきっと、一緒に遊ぶだろう。

　なぜなら今日も明日も、これからも、ずっとずっと二人は──

　最愛の恋人で。

　最強のライバルなのだから。





了







　　　あとがき




　ゲームが好きです。全然強くはないけれど。

　なぜならゲームは楽しい。普ふ通つう、ゲームは人を楽しませるために生まれてくるわけです。なので、それはもう楽しいに決まってます。

　一時期、超ちよう絶ぜつ引きこもり生活をしていて人生真っ暗だったころ、ゲームと小説だけが自分を生かしてくれたような気がします。いや、めちゃくちゃ負けてましたけど。でも、ゲームしてる間だけは楽しいから。熱くなれるから。

　本作「暗あん殺さつ拳けんはチートに含ふくまれますか？」にテーマがあるとすれば、「ゲームってメッチャ楽しいよ！　楽しもう！」みたいな、そういう究極的に単純なところに落ち着く気がします。鋭えい一いちも葵あおいも、すごく素直にゲームを楽しんでます。素晴らしいことです。

　皆みなさんもゲームを楽しんでください。僕もそうします。最近はブラウザでアイドルを育てたりしています。この本が出る頃ころには、大会で優勝できてるといいなと思います。あれホント難しいよね。




　さて、今巻でもお世話になった方々に感謝いたします。

　前担当様。変わらず助けて頂きありがとうございます。本当に頼たのもしいです。

　新担当様。これからよろしくお願いします。期待に応えられるよう、全力でやっていきます。

　きただりょうま先生。今巻も素晴らしいイラストをありがとうございます。一冊ごとに素晴らしい体験をしている気がします。フタバウサギかわいい。

　そしてＷＥＢ・書しよ籍せきとも応おう援えんしてくださる読者の皆様。本当にありがとうございます。心の底から感謝しかないです。今後も、絶対面白いものを書いて恩返ししたいので、よろしくお願いします。

　ちょっと今、凄すごくゲームがしたい気分ですが、大だい丈じよう夫ぶです。小説もちゃんと書きますので大丈夫なのです。見ててください。必ず書いてみせます。ウオー。ホント少し待っててくれれば大丈夫ですよ。大丈夫ですから。

　ではまた。是ぜ非ひ、再びお会いできますように！





渡わたし葉ばたびびと　




















暗あん殺さつ拳けんはチートに含ふくまれますか？３




～彼かの女じよと目め指ざす最さい強きようゲーマー～








渡わたし葉ばたびびと
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